
    
      
        
      
    

  

























































高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果５
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　ロングホームルーム──。

　うちの学校では、それはクラスごとで何かを行う自由な授業になっている。

　学祭で忙しけりゃその準備の時間になるし、委員会の役員を決めたりするのもこの時間だ。

　そして今日のロングホームルームである。

　やってきたのは、担任じゃなくて柊木ひいらぎちゃんだった。

「担任の坂井さかい先生がお昼から出張なので、あたしがこの時間を見ることになりました」

　担任でもない柊木ちゃんがこの時間にできることって……？

　内心首をかしげていると、柊木ちゃんが続けた。

「坂井先生には、席替えをしてあげてほしいと言われているので、席替えをしたいと思います」

　席替えかー。俺おれ、窓際だからここがよかったんだけどなぁ……。

「せ、席替え……」

　藤本ふじもとが隣でプルプルしている。

「おい、どうした。発作か？　席孤立するかもしれない症候群か？」

「真田さなだぁ……おまえは、オレの隣、だよな……？　きっとそうなるよな」

「いや、知らん」

　バッサリ斬きった。

「んんんんんんでだよっ。おまえだって孤立したら困んだろうがッ。だからァ、オレとおまえは、ウィンウィンな関係を築いてんだろうが……！」

「あの、すみません、先生の話が聞こえないんで静かにしてもらっていいですか」

「さっそく他人っぽい距離感っ!?」

　隣の他人がうるさい。

「えーと、普段、みんなはどうやって席替えしてるのー？」

　柊木ちゃんが誰だれともなく尋ねると、活発な女子が数人声を上げた。

「クジとか？」

「でも、最終的に話し合いにならない？」

「前が見えにくかったりしたら、前の席になった人と変わってもらうとか」

　ふむふむ、と柊木ちゃん。

「じゃ、とりあえずクジでいいのかな？」

　みんなが曖昧あいまいにうなずいている間、ちらりと柊木ちゃんがこっちを見るので、うなずいておいた。

「じゃあ先生、クジ作るから、ちょっと待っててね」

　藤本が祈禱きとうをはじめた。

「隣が無理ならせめて前後で……」

「おまえ、好きな女の子いねえのかよ」

「アホかおまえ！　孤立してるボッチを好きになってくれる女子なんていねえんだよ！」

　わぁ……。リアルな心の叫びが、思った以上にヘビーだ……。

　そしてたぶん、その通りな気がする。

　俺は藤本の肩をポンと叩たたいた。

　強く生きてくれ。

「クジを作ったので、順番に引きに来てくださいー」

　ノートが入りそうなＡ４の茶封筒を柊木ちゃんが教卓の上に置く。あの中にクジが入っているようだ。

　端から順番にクジを引きにいき、俺の順番が回ってくる。

　教卓の前に行くと、「これ、これ……」と柊木ちゃんが、俺にしか聞こえない声で言う。

　すす、と差し出されたのは、一枚のクジだった。

「先生、もしかして……！」

　俺がどの席がいいのかをわかって……？

　こくこく、と柊木ちゃんがうなずいて、ぐっと親指を立てた。

　そうだ──前に窓際の席がいいって言ったことがある！

　そういうことなんだな！

　俺も親指を立てて応こたえる。

　完璧なインサイダー取引（？）だった。

　ナイス、柊木ちゃん。

　これでとりあえず、また数か月は窓際の席だな。

　最前列じゃなかったらあとはどこでもいいや。

　柊木ちゃんのことだ。

　気を利きかせて、窓際の一番後ろの席かもしれない。

　席に戻ると、柊木ちゃんが黒板に座席表を書いていく。廊下側最前列を一番として、窓際の最後尾が最後で三六番となる。

「みんなクジ取ったかな？　書いてある番号の席に移動してねー？」

　ふむふむ。あの番号順だと、窓際は三〇番代になるわけだな？

　ぺら、と閉じた紙片を開く。

『一九だよ♡』

　あれ？　間違えてね？　柊木ちゃん、渡すクジ間違えてね？

　けど、♡ついちゃってるから、俺に宛あてられたクジだと思うし……。

　一九って……。

　真ん中、最前列……教卓の前……？

「……」

　パチン☆パチン☆と柊木ちゃんがウィンクをしている。


　や、やりがやった……ッ！



　教卓の前ってことは、俺は授業中、常に先生の視界に入り続けることになる。

　いや──世界史のときはそりゃいいよ。近くだし、目もよく合うだろうし。

　居眠りしてたらすぐに注意して、先生ぶることができるだろうし（先生ぶるっていうか先生だから当然なんだけど）。


「だけど……！　俺が受ける授業は、世界史だけじゃねぇぇ……！」



　あの位置は、先生から、丸見え。

　俺がちゃんとノートを取ってるのか、携帯イジってるのか、居眠りしてるのか、モロバレ！

　思いが通じたと思っている柊木ちゃん、ニッコニコだった。

　ムフーッと鼻息を荒くして、一仕事終えたかのような満足っぷりだった。

　俺の思い、全然通じてねえええええ！

　クラスメイトたちが、自分の新しい席がどこなのか確認して、ああだこうだと言いはじめた。

「やった、オレ後ろの列」

「真ん中かぁ……」

　様々な人間模様を見せる教室内で、クジのトレードがはじまった。

　仲良しグループは固まろうとするし、そいつらから離れたい人は、適当な誰かとクジを交換している。

「真田……おまえ何番だった？」

「一九番……」

「教卓の前じゃねえかよ。ドンマイ。オレ、三四番」

「何でおまえが窓際なんだよ……！　結構いい席だし……！」

　ズルしたバチが当たった……。

「黒板見えないから、誰か代わって──」

　俺は、声を上げた男子にすかさずトレードを持ちかけた。


「えぇぇ……真田の席は、ちょっと……前過ぎだわ。前は前でも、もうちょとマイルドなところが。誰か──」



　くッ、失敗……。

　その様子を見た柊木ちゃんが、あれあれあれ!?　どうして!?　どうして変えちゃうのっ!?　って顔をしてる。

　柊木ちゃんに構っている暇はない。場が落ち着いてしまうと、もうトレードができなくなってしまう。

　トレード相手を探しているうちに、どんどん収束し、みんな自分の席を定めつつあった。

　そして、移動がはじまった。

「こ、ここまでか……」

　がっくりとうなだれると、誰かがぼんと肩を叩いた。

「真田。席、代わるか？」


「藤本～～～～～！」



　ひらひらと俺に見せつける三四番のクジ。俺が取ろうとすると、すっと遠ざけた。

「真田ぁ、オレになんか言うことあるんじゃねえのか？」

「ごめん。さっきは、ほんとごめん。心の中でぼっち童貞って呼んでてごめん」

「いや、それブーメラン」

「心の中で、ぼっち可哀想かわいそうだなって憐あわれんでごめん」

「憐れむのだけはやめろ！」

「心の中で友達だと思っててごめん」

「それ謝らなくていいやつ！」

「心の中で──」

「心の中でシリーズやめろ！　これ以上は、今後の関係を改める必要が出てくるだろうが」

　本音は聞きたくねえんだよ本音は、と藤本。

「ありがとよ、マイフレン」

「いいってことよ、マイフレン」

「教卓の前って、『授業中周りの人と私語できないからぼっちだってわかりにくい』もんな？」

「……言うんじゃねえ！」

　お互い、苦肉の策だったらしい。

　こうしてトレードが成立し、俺は窓際の席へと机を移動させる。

　新しく隣の席になった女子が、俺に訊きいてきた。

「藤本君の席と変われるかな？」

「え？　ああ、いいんじゃないの？」

　そういやこの子、授業中は眼鏡めがねをかけるタイプだったな。

　ついでに、教卓の前にいる藤本の隣は、仲のいい女子がいる。

　一石二鳥なわけだ。

　俺の記憶にある限り、女子と久しぶりに話す藤本は、若干じゃっかんあたふたしながら会話をしていた。

　見ていたところ、藤本は二つ返事でトレードを快諾かいだくしていた。

　また藤本が俺の隣の席になった。

「女子としゃべっちまった……」

　よかったな、藤本。今日はお祝いしねーとな。

　こうして、波乱の席替えは幕を閉じた。







　その夜、柊木ちゃんと電話で話していると、

『何で席替わっちゃったの……？』

　と、ちょっとだけ悲しそうだった。
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　一〇月も終わりにさしかかり、涼しいより少し肌寒いと思うような季節になった。

　今日は、うちの野球部が秋季大会でベスト８まで勝ち上がったので、その応援にやってきていた。

「頑張ってねー」

　そばで柊木ひいらぎちゃんが球児にエールを送っている。

「野球見たことないかも？」と柊木ちゃんが言うので、この機会を利用して観戦兼応援にやってきたのだ。

　右には柊木ちゃん。左に藤本ふじもとの布陣でお送りします。

「何で土曜日に試合なんだよ……ったく」

　さっそく藤本がボヤく。

「嫌なら帰れよ。そもそも自由参加だから、来なくていいのに」

「おまえが行きたいって言うから、オレはだな──」

「行きたいとは言ったけど、おまえを誘ったわけじゃねえんだよ」

　ふふふ、と隣で柊木ちゃんが控えめに笑っている。

「柊木ちゃん、聞いた、今の。冷たくね？　サナーダ」

　新外国人選手みたいな変な呼び方をやめろ。

「藤本君と真田さなだ君、席も隣で仲いいよね」

　仲がいいと直球に言われると照れくさいので、俺おれは何も答えないでおいた。

　今回応援に来た生徒はざっと五〇人くらい。

　仲のいい友達が野球部にいたり、彼氏がいたり、とそんな様子だった。

「先生、野球のルールわかるの？」

「わかるよ。それくらい。バカにしないで。バットで打つんでしょ？」

　ざっくりだな、おい。

　どうやら、解説が必要らしい。

　はじまった試合に合わせて、俺は簡単にルール説明と今どうなっているのかを教えていった。


「へぇぇぇ……」と、柊木ちゃんが感心している。




「ほほぉぉ……」と、藤本も「知らんかった」みたいな顔でうなずいている。



　興味ない人は、やっぱりルールもアバウトにしか知らないようだ。

「真田、野球好きなの？」

「自分でやるのは全然だけど、スポーツ全般、見る分には好きだよ」

　柊木ちゃんが、鞄かばんをゴソゴソと漁あさる。

「じゃん。作ってきました。サンドイッチ」

　ニッコニコの顔でサンドイッチが詰まった容器を出してきた。

　量を見て、俺は二度見した。

　ど、どう考えても二人分！

　この状況で、俺と柊木ちゃんが仲良く食べれるわけがねえ！

「どうかした？」

　きゅるん、と純粋そのものの表情で柊木ちゃんは首をかしげる。

　どうかしたじゃねえよ、なんだその顔、可愛かわいいなクソ。

「おぉ、柊木ちゃん手作り！」

　ま、そうなるよな。

「じゃあ、一ついただきます──」

　パカッと容器を開けた藤本を、柊木ちゃんが無表情に見つめた。瞳ひとみから光が消えていった。

　タマゴサンドを摑つかんだ藤本がかぶりつく。

「ウマ。なにこれめっちゃウマ」

「……よかった……」

　柊木ちゃんの声も表情も死んでる。

　藤本が食ったことで、俺だけに作ったわけじゃない、ってことが事実になったわけだから、まあよしとしよう。

　それでも、柊木ちゃんのテンションはだだ下がりで、野球を見に来たっていうのに、視線は虚空こくうに投げ出されたままだった。

「朝食べてなかったから、ちょうどよかった」

　俺もひとつもらう。うん。美味うまい。

　試合は九時開始の第一試合。柊木ちゃん、休みの日なのに早起きしたんだろうな。

「先生、何時に起きて作ったの？」

「六時」

「早っ。頑張ったんだね。美味おいしいよ」

「よかったぁ」

　柊木ちゃんの声と表情が生き返った。なんかキラキラしてるように俺には見える。

「知ってる人が出ると、親近感湧くっていうか、見てて飽きないな」

「だろ」

　クラスは違っても、顔と名前くらい知ってたりする生徒が選手なので、応援したくなる。

　地元が同じ著名人を気にかけてしまう感覚に近い気がする。

　それは、俺たち以上に柊木ちゃんのほうが多いはずだ。先生だし、色んな生徒のことを知ってるだろうし。

　あの子何組の誰々だれだれ君とか、さっきから隣でずーっと言っているし。

　わ！　とか、きゃ！　とか、柊木ちゃんの反応が初々ういういしくて、聞いているだけでも面白おもしろい。

「柊木ちゃん、サンドイッチの天才かよ」

　藤本は観戦そっちのけでサンドイッチにがっついていた。

　俺も負けじと食ったので、藤本と分け合う形になった。

　仕方ないんだけど、なんか釈然としねえ……。

　キン！　と甲高かんだかい音がすると、打球がこっちに飛んできた。

「え、わ──こっち来る──!?」

　打球初体験の柊木ちゃんがテンパっていた。

「お、オレに任せろ──！」

　って声が隣からすると、スン、と姿が消えた。

　あれ、藤本──？　まあいいか。

　飛んでくる打球ってのは、意外と手前に落ちたり、頭上を通り過ぎるだけだったりするけど、これはマジのやつだ。

　落下地点が、もろに柊木ちゃんがいるところだった。

「危ない──」

　柊木ちゃんをかばおうと手を伸ばすと、バシンと素手で打球をキャッチした。

　キャッチしたっていうか、キャッチしてしまった。

　おぉぉ、と周囲がどよめいて、拍手が起きた。

　いや、どうもどうも、なんか目立ってすみません。

　けど、誰にも怪我けががなくてよかった。ほっと俺は胸をなでおろした。

「先生、大丈夫？」

　柊木ちゃんはキラキラの何かをめちゃくちゃ放出して俺を見つめていた。

『身を挺ていして守った騎士様』みたいな、それくらいのノリだった。

「大丈夫だよ、ありがとう。せいっ……真田君」

「よかった。……藤本は……？」

　捜さがすと、藤本はすぐ下の通路に転がっていた。

　藤本……おまえってば、おいしいやつだな……。うらまやしくないけど。

「真田……何でおまえだけ……」

「いるいる、こういう人。ファールボール捕ろうとして、座席とか段差とか忘れて転ぶ人。『オレに任せろ（キリッ）』とか言ってたくせに。プー」

「い、言うな！」

　ボールは回収に来た人に返した。

「もらえないんだ」

「ファンサービスってわけじゃないから」

　結局試合は負けてしまったけど、柊木ちゃんは十分楽しめたようだった。







　柊木ちゃんちで二人きりになると、ぎゅーっと抱きしめたまま全然離してくれなかった。

「カッコよかったよ、誠治せいじ君」

「いや、あれはたまたま捕れただけで」

「いいの、いいの♡」

　ちゅっちゅ、と頰ほおや唇やらにたくさんキスをされた。

「これなら、今度ある球技大会は活躍間違いなしだね！」

「え」

　柊木ちゃんが、めちゃくちゃ期待の眼差まなざしで俺を見つめていた。

「いや、あれはほんと、ただのまぐれで……俺、全然活躍しないから！　前そうだったし！」

「前？」

　俺は何でもない、と首を振った。

「カメラの準備しなくちゃ」

　また撮る気だ！

　柊木ちゃんの半端ない期待から逃げられそうにねえ。

　どうにか無難にやり過ごすしかなさそうだ。
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「今、どんな気持ち？」

　二人きりになった体育用具室で、柊木ひいらぎちゃんが尋ねた。

「えっと……カメラで撮られていてとても憂鬱ゆううつです」

　俺おれがレンズをチラ見して質問に答えると、カメラを手にした柊木ちゃんが、むうと頰ほおを膨ふくらませた。

「今日の球技大会の抱負をひと言！」

「ぼちぼち頑張ります」

　ピ、とボタンを押した柊木ちゃんが、カメラを下ろした。

「誠治せいじ君、頑張って！　大丈夫だよ！」

　ファイトファイト、と柊木ちゃんが応援してくれる。

　あと少しで試合がはじまろうかというのに、俺は体育用具室でどんよりとしていた。

　応援されても期待に応こたえられないっていうか。

　そもそも俺、あんまりスポーツ得意じゃないんだよなぁ……。

　今日はクラス対抗の球技大会当日。

　男子も女子も、バレーボールかソフトボールのどちらかに出場することになる。

　先日クラスでの話し合いがあり、誰だれが何に出場するのかを決めていた。

　スタメンには、運動部が名前を連ねており、運動部でなくても比較的運動神経のいいクラスメイトがラインナップに上った。

　ソフトボールなら控え選手が数人いるので、俺がそのポジションに収まろうとしていたら──。

『真田さなだ、この前野球部の試合でファールボール素手で捕ってたよな？』

　クラス委員の男子にあのシーンを目撃されていた。

『ってことで、真田、セカンドな』

　と、半ば強引ごういんに決められてしまったのだ。

　はぁ、と俺がため息をつくと、柊木ちゃんが頰を両手でがっしり摑つかんで、むちゅーとキスしてきた。

「うはあ!?　このタイミングで!?」

「誠治君、どんより禁止！」

「て言っても……」

　出たくねえ。

　俺がウジウジしていると、校内放送がうっすらと聞こえた。

『ソフトボール第二試合、二年Ｂ組対三年Ａ組の試合がはじまります。選手の方は──』

　マットに柊木ちゃんが座ると、ぽんぽん、と膝ひざを叩たたく。

　俺はそこに頭を乗せてごろんと転がった。

「いい子、いい子。誠治君はやればできる子だよー」

　よしよし、と頭を撫なでられる。

「今日頑張ったら、何かご褒美ほうびあげる！」

「ご褒美？」

「うん。何がいい？」

　ダメ元でお願いしたいことがあったのを、ふと思い出した。

「結構前……パンチラごっこする、みたいな話をしたことあったけど、それでもいいの？」

　えっちなのはダメです！　なんて言いそうだなーと、俺は柊木ちゃんの表情を窺うかがう。

　思い出した柊木ちゃんが、頰を染めながら、一度うなずいた。

「う、うん……ちょ、ちょっとだけなら……」

「……」

　すっく、と俺は立ち上がった。

「いっちょ、やりますか」

　我われながら単純だと思った。

　慌あわてて柊木ちゃんが付け加えた。

「あ、あたしは別にしたいわけじゃないんだよ？　誠治君がやる気出してくれるならと思って……そ、それだけだから！」

「わかってるって。やる気にはなったよ。ありがとう、先生」

「二人きりのときは春香はるかさんでしょー!?」

　ぷん、と怒った柊木ちゃんに手を振って、俺は外に誰もいないことを確認して、体育用具室をあとにした。

　すぐそばのグラウンドには、味方チームと敵チームがすでに揃そろっていた。

　クラス委員の男子……篠原しのはら君がキャプテンで、ポジションと打順を発表していく。

「八番セカンド、真田な」

「お、おう……」

　外野がいい！　って前の話し合いで言ったけど、「後ろにそらしたら、誰もカバーできないんだよ？」って言われて、ビビった俺はセカンドに収まることにしたのだ。

　ボールを後ろにそらして追いかける、あの情けない背中は、柊木ちゃんには見せられないからな……。

「さて。真田にセカンドが守れるかな？」

　したり顔で藤本ふじもとが言う。

　こいつ……自分は控えで出る予定がないからって煽あおりやがって……！

「藤本、おまえは誰の記憶にも残らない青春をシコシコ送ってるといいよ」

「く……！」

「前回は、この試合にクラスの女子が応援に駆けつけたんだ」

「前回？」

　何でもない、と俺は言って首を振る。

　前も確かセカンドだった。これといった活躍を見せることもなかった。今藤本に言ったように、誰の記憶にも残ることがない一日だった。

　目立ちたくないっていっても、やっぱり活躍できたほうが楽しい。それに頑張ったらご褒美あるし。──と、俺は自分に言い聞かせる。

　嫌なのは確かだけど、もう腹をくくるしかない。

　整列をして挨拶あいさつをする。先輩チームが守備に就くと、ざわざわ、と声を上げた。

「柊木ちゃん、見に来てね？」

「マジだ……オレたちの試合を……」

　ネット越しに、柊木ちゃんが手を振っていた。

「オレを、見に来たっていうのか……？」

「いや、柊木ちゃんは、オレを見に来たんだから」

「僕、ですね」

「いやいや」

　さりげなく、みんなが前髪をいじったり、着ている体操服やジャージの微調整をはじめた。

　俺を撮りに来てるんだよなぁ。

　俺の映像だけで酒吞のめるって前言ってたし。

「頑張ってねぇー！」

　ぽわわわん、とみんなが手を振り返す。

　守備に就く先輩たちが、キリッとキメ顔をした。

「やれやれ。先輩──」

「柊木ちゃんは」

「オレたちを」

「見に来たんスよ──」

　バットを肩に担かついで、こっちのチームも俺以外の全員がキメ顔だった。全員、意識しまくりだった。

　ピリピリする雰囲気の中、試合開始。

「後輩！　貴様らに柊木ちゃんはまだ早いッ！」

　ズドン──ッ。

　お遊び球技大会らしからぬミットの音が響く。

　な、何今の、めっちゃ速いんですけど！

　前回は、山なりのゆるゆるボールだったのに！　俺でもかろうじてバットに当てられるくらいだったのに！

　か、覚醒かくせいしちまったのか……。柊木ちゃんが観戦に来たおかげで。

　前回と今回の違いって言ったらそれくらいだ。

　こっちのチームは一瞬で意気消沈。お通夜モード突入だった。

　覚醒した先輩から点を取るどころか、ランナーを出すことさえできなかった。

　でも、先輩チームも上手うまい人はいないようで、俺たちはどうにかピンチを凌しのいでいた。




　そして最終回──。

　このままスコアレスの引き分けでいいんじゃね？　と思っていると、ランナーが一人出て、また一人出て──俺に打席が回ってきた。

　何でだ！　俺の前で終わってくれていいのに！

　どうやら、ズドンの先輩は初回から飛ばし過ぎたらしい。今となっては、山なりのふんわりボーラーとなっていた。

　うちのチームに巡ってきたはじめてのチャンスだった。


　う、うっわぁ……超プレッシャー……。



「真田君、頑張ってー」

「打てるよー！」

　気づかなかったけど、いつの間にか女子が応援に来ていた。

　クラスの女子に声援を受ける俺を見ていた柊木ちゃんの目は、どこか虚うつろで、真っ暗な洞窟みたいだった。

「だよね……カッコいいもんね……女子からすれば、応援、したくなるよね……」

　カメラを構えながら、ボソボソ、と念仏みたいな口調で言っていた。

　緊張する中、打席に入ると、主審から「プレイ」と声がかかる。

「ヘイヘイ、バッターびびってるぅ！」

　藤本、おまえどっちの味方なんだ。

「き、貴様に柊木ちゃんは、まだ、早い……！」

　ズドンの先輩はまだ同じことを言いながら、ひょい、とボールを投げた。

　柊木ちゃんは、俺の彼女で、早いとか遅いとか──




「左手は添えるだけだよー！」




　スポーツのアドバイス、それしか知らねえのか！




「「「「先生ぇ……」」」」




　変にツッコミを入れたせいで、ワンテンポだけズレた。──けど、それが奏功した。

　振ったバットにボールが当たる。バコン、と衝撃が手に伝わる。角度のある打球が飛んでいった。

　打球は左中間を割る。長打コースだ。

　ま、マジかよ。

　走りながら、俺が一番びっくりしていた。

「すごい、すごいっ」

　大興奮の柊木ちゃんは、ネットの裏で小さく何度もジャンプしながら手を叩たたいていた。

　カメラごと叩いているけど、あれ大丈夫か？

　最終回で２点を先制したチーム２Ｂ男子は、その裏の攻撃をゼロで抑え、見事勝利した。

「ナイスバッティング！」

　イエーイ、とチームメイトたちとハイタッチを交わす。

「真田君、上手いんだね」

「すごいじゃん、真田君！　私ビックリした！」

　と、見に来ていた女子たちともハイタッチをした。

　ベンチの隅で体育座りしているのは、マイフレンド、藤本だ。

「オレも出れば……女子にキャーキャー言われたのかな……？」

　ツ、と藤本が下心一〇〇％の涙を流しながら、遠い目をする。

「まあ、ワンチャンあったかもな」

「つ、次の試合は代わりにオレが出るぅぅ！」

　ラッキー。

　というわけで、次の試合から俺は控えに回った。

　けど、誰が悪いとかでもなく、敵チームが上手過ぎて呆気あっけなく敗北して、球技大会は終わった。

　ともあれ、これで、柊木ちゃんからご褒美がもらえる。

　アレがいいって要求したものの……そもそも、パンチラごっことは……（哲学）。
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「はァ？　ナニソレ」

　ソファにごろんと横になった夏海なつみちゃんが、ぱたぱた動かしていた足を止めて、俺おれを見る。

「……いや、俺じゃないよ？　俺が発案した『遊び』じゃないよ？」

「だとしてもだよ……パンチラごっこって何？」

　ゴミを見るような冷たぁ～い目つきをする夏海ちゃん。

　バイトもないので、柊木ひいらぎちゃんちで土曜のお昼からゴロゴロしている俺と夏海ちゃん。

　この家の主あるじはというと、食材がないと騒ぎ、ほんの一〇分ほど前に買い物に出かけた。

　荷物持ちとしてついていくって言ったけど、「大丈夫。お留守番してて？」と言うので、こうして夏海お嬢様と主の帰りを待っているのである。

「空あき巣すくん、そんなにパンツ見たいの？」

　何の気なしに体勢を変える夏海ちゃん。漫画を読みながら、今度は座って足を組んだ。ショートパンツを穿はいているせいか、隙間すきまから本当に見えそうで困る。

「……」

　夏海ちゃんとは友達だけど、『彼女の妹』でもある。

　彼女である柊木ちゃんのパンツをチラっと目にしてしまうよりも、さらに悪いことをしている気がして、俺は目をそらした。

　もうちょっとで冬だっていうのに、なんつーカッコしてんだ、このお嬢様は。

「空き巣くんー？」

　呼ばれてはっと我われに返った。

「え、あ、うん。あくまでも、『ごっこ』だから、未遂みすいでいいんだよ」

「未遂？　じゃあ見えないじゃん。それってただの『チラ』じゃないの？」

　なんていうか、違うんだよなぁ。『チラ』じゃちょっと違うんだよ。

「もしかしたら──っていう期待感がないと」

「難しいねぇ……」

　出ていく前、柊木ちゃんが撮影した俺の球技大会の映像を三人で見た。

　体育用具室で録画を止めたと思ったけど、きちんと止まってなくて音声が全部入っていたのだ。

『今日頑張ったら、何かご褒美ほうびあげる！』

『ご褒美？』

『うん。何がいい？』

『結構前……パンチラごっこする、みたいな話をしたことあったけど、それでもいいの？』

『う、うん……ちょ、ちょっとだけなら……』

　顔を真まっ赤かにした柊木ちゃんは、夏海ちゃんが何か追及する前に、食材がないと言って自宅からエスケープした。

「まあ、いいんだよ、別にさ」

　夏海ちゃんはポテチに手を伸ばして、パリっと一枚食べてから言う。

「もう付き合って半年以上経たつわけじゃん。二人の性的嗜好しこうとかそういうのを言葉でわざわざ私も聞きたくないし、好きにやればいいと思うよ。春ちゃんはＭ気質っぽいし」

「本来、誰にも聞かれないはずだった音声だからね」

　ニマニマと笑いながら、夏海ちゃんが訊きいてきた。

「他にどんなエロいことしてるの？」

「待て待て。そういうの、プライバシーだから」

「柊木の女にプライバシーなんてないんだよー。ママだってさ、孫がいつできるのか首を長くして待ってるんだから」

　マジかよ。

　何か考えた夏海ちゃんが、自分の太ももあたりに目を落とした。

「……こういうのがいいの？」
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　ショートパンツの裾すそのあたりをつまんで、隙間を広げようとする。

「ぶはあ!?　ちょっ、やめなさいッ」

「何で目ぇそらすのさ。どうせ空き巣くんなんて、春ちゃんのパンチラじゃなくても、パンチラだったら誰だれのでもいいんでしょ？」

　……。

「うわあ……図星って顔してる」

「全然、そんなことないから」

「ふうーん、本当にそうかな？」

　シシシ、と夏海ちゃんはいたずらっぽく笑う。

　仲のいい年頃としごろ男子が俺だけっぽいから、夏海ちゃんからすると、からかいがいのある生き物なんだろうな……。

　いつも夏海ちゃんにイジられる紗菜さなの気持ちが、ちょっとわかった。

「ちょっと待ってね」

　そう言って、夏海ちゃんは読みかけの漫画を置いて、寝室のほうへ行った。

　嫌な予感がする。

「春ちゃんち、よく泊まるから着替えをいくつか置いててさー」

　扉の向こうでこもった声がすると、寝室から出てきた。

「どう、これ？　似合う？」

　夏海ちゃんがミニスカートに着替えていた。

「あー、うん。いいと思うよ」

　えへへ、ありがと、と微笑ほほえむと、ソファに座った。

「何で着替えたの？」

「何でだと思う？」

　ニマニマしやがって……。

　そろーり、と夏海ちゃんが足を組もうとする。

「……」

「うわ、ガン見……っ」


　あの、ちょっと見えそうなんですけど────



「見てもいいよ？」

　何ぬぁに……？

　思わず真顔になってしまった。

「見えても大丈夫なやつ穿いてるから」

　くっ──。小さめの短パンを穿いてた。さては専用のやつだな？

　なんかガッカリしたような……でもまあ、見れたからいっか、っていう複雑な気分になる！

「食いつき方がヤバイ！」

　夏海ちゃんは足をジタバタさせながらケラケラと笑う。

　くそう、くそう……！　からかいまくりやがって……！

「タイツとか穿いてたら？　それは『パンチラ』なの？」

「拙者せっしゃはそうだと思うでござる」

「ふむ、そうでござるか」

　夏海ちゃんも『ござる』口調に乗っかってきた。

　立ち上がってターンした夏海ちゃんは、すぐにタイツを穿いて戻ってきた。

「タイツを穿くってことはどういうことだと思う？」

「どうって、何が？」

「さっきの見せパンは穿けないってことだよ？」

「……」

「きゃはは、真顔！」

　ぶんぶん、と俺は頭を振って真顔をやめる。

　柊木ちゃんは清楚せいそって感じだけど、夏海ちゃんはオシャレというか、そんな雰囲気の服装だった。とくに意識して見たことがなかったから、今さら気づいた。

「夏海ちゃんって、結構オシャレさん？」

「ふふん。そうだよ。気を遣つかってるんだから。空き巣くんも、もうちょっと気を遣えば──」

　夏海ちゃんが、ああだこうだ、と俺のファッションについてアドバイスをしてくれる。

　そういえば……。

「話変わるけど」

　夏海ちゃんは、現代で俺のことを「誠治せいじさん」って呼んでいた。

「いつまで『空き巣くん』って呼ぶの？」

「え？　い、いいじゃん、別に……ウチの勝手でしょ」

　目を背そむけて、朱に染まった頰ほおをかく夏海ちゃん。

「……何で照れてるの？」


「て────照れてないから！」



「そうやって強く否定するところが余計に怪しい──」

　スカートを軽くつまんだ。

「ちょっとぉ、もうー！　スカート引っ張んないでってば。本当に見えちゃうでしょーが」

「冗談だってば」

「まったくもー」

　俺たちがじゃれ合っていると、どさり、と物音がした。柊木ちゃんが帰ってきていた。

「何で、夏海とパンチラごっこを……誠治君……？」

「あ、これガチでヤバイやつだ」と、小声で夏海ちゃんが言うと、そろーりと寝室のほうへ逃げようとする。

　ぷるぷる、と柊木ちゃんが震えていた。


「いや、これは、あの、夏海ちゃんが俺をからかうから──ねえ、夏海ちゃ──ってもういねえし！」



　逃げるの速はえぇ。

「痴漢ごっこもパンチラごっこも、していいのはあたしとだけだよ？　わかりましたか？」

「はい」

　めっ、だからね？　とプンスプンスと怒った柊木ちゃんが、俺のほっぺをぎゅーと引っ張る。

　痛くないようにしてくれているのか、あんまり痛くない。

　……さっき、さりげなく新しい『ごっこ』が聞こえたけど、聞こえないフリをしておこう。







　この事件のせいで、俺と夏海ちゃんがバイトで会う日は、しばらく柊木ちゃんの監視付きとなってしまった。
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　学祭も終わって年の瀬も迫ろうかという頃ころ。

『第一回蓮森はすもり高校ミスコンテスト開催決定！』というチラシが掲示板に貼ってあるのを見かけた。

「な、なんでこの時期に……」

　こういうのって学祭のときにやるもんなんじゃないのか？

　俺おれが首をかしげていると、

「基本的に一、二年生が出るコンテストみたいだよ？」

　振り返ると、柊木ひいらぎちゃんがいた。世界史の教科書と出席簿を持って、ポスターを見つめている。

　三年は受験だもんなぁ。

　あ、でも、受験組だけか、忙しいのは。

　俺が三年のとき、クラスの四割くらいは専門学校や短大に進学っていう人だった。

　推薦で大学進学組も含め、そういう人たちはすでに進路が決まっている場合もある。

　だから進路が決まっている人からすると、大した迷惑でもないんだろう。

「先生も出るの？」

「……出てほしい？」

　複雑。

　俺の柊木ちゃんはスゲーんだぞ！　ってドヤ顔ができるけど、色んな男子の視線を集めることになる。

「各クラス最低一人が必要みたいだね。ミスコンだけど、ほらこれ」

　柊木ちゃんが指さした先には、『性別不問』とあった。

　いや、問えよ！　それ一番大事だろ！

「男子でも可愛かわいく仕上げるんなら、それはミスコン出場資格有りってことみたい」

　どうせこんなのに出たがる女子はほとんどいないから、最悪、ネタ枠として男子が出てもオッケーですよってことか。

「学校側はよくオッケーしたね。こんな時期に」

「学祭みたいに外部の人も入れるようにするらしいの。それで、まあ、受験前の中学生に『うちにはこんな生徒いますよ？』ってアピールをしたいみたい」

　ははーん。なるほど。そういう下心もあるってことか。

　けどまあ、そんな人柱になりたい生徒はいないだろうなー。







　その日のロングホームルームでは、代表を誰だれにするかで揉もめに揉めたけど、最終的に、若田部わかたべさんという女子に決まった。

「大道おおみちグループで一番可愛いからな、タベちゃんは」

　有識者（？）藤本ふじもとも納得の選出だった。

　大道グループっていうのは、クラスの中心的な女子五、六人のグループで、タベちゃんってのは若田部さんの愛称だ。

　まあ、確かに若田部さんは可愛い。学年でトップ５には入るだろう。

「おまえんとこのチャンサナも出るんじゃねえの？」

「出ねえだろ。引っ込み思案オブザイヤー受賞級なんだぞ？」

「どうかねー」

　まあ、どのクラスもこんな感じで代表を決めてるんなら、嫌々引き受けるってこともなくないのか？

　でも、紗菜さなは本当に嫌なら、何が何でも回避するってタイプでもある。当日になって学校休んだり失踪しっそうしたり余裕でしそうだな。







　放課後帰っていると、後ろから走ってきた紗菜が追いついた。

「よ。お疲れ」

「お、お疲れ？　何が？」

「あ、わりい。大人の挨拶あいさつしちまったぁー。おまえにはまだ早かったわー」

「たった一歳違いなのに大人アピールがウザいんだけど」

　呆あきれたように半目をする紗菜に、俺は小さく肩をすくめた。

　外見は一歳違いだけど、中身はそうじゃないんでね。

　紗菜が放課後直前にあったミスコンの代表の話をさっそく振ってきた。

「兄さん、ミスコン出るの？」

「出ねえよ。こちとら日本男児だぞ」

　ふーん、ととくに興味なさそうに鼻を鳴らした紗菜。

「もしかして、紗菜、代表に……？」

「なりかけたけど、なったら自殺するって言ったら、みんなドン引きして違う人になったわ」

「だろうな！　そりゃみんな何にも言えねえよ。でも、それ盾たてにするってズルくね？」

「それくらい嫌ってことよ」

　そんなこともわかんないの？　と言って、フンと顔を背そむけた。


「……兄さんは、もしサナが出たら…………お、おう……し……る？」



　よく聞き取れなかった。

「え？　何って言った？」

「だからぁ……」

　そのとき、携帯がメールの受信を告げた。

　柊木ちゃんからだった。

『色んな先生方に拝み倒されて、柊木先生は……ミスコンに不本意ながら出場することになってしまいました [image: ] 』

　……先生も代表が一人必要なのか。

　そうなってくると、選択肢はリーサルウェポンの柊木ちゃん一択になるのは想像に難かたくない。

「なんか、柊木ちゃんがミスコン出るらしい」

「へえー。ふうん」

　唇を尖とがらせる紗菜は、どこか不満げだった。

　審査内容は、カラオケ、コスプレ、私服、特技の四つ。水着はコスプレの中に含むらしい。

　やりたい人は水着でもオッケーってことのようだ。

　柊木ちゃんの水着姿は見たいけど、他の男には見せたくないという、複雑な男心。

　そういや、カラオケはデートでも行ったことがない。

　柊木ちゃんって、歌えるのか……!?

「兄さん、柊木先生のこと応援するの？」

「そりゃ顧問だし、仲のいい先生なら応援するよ。先生じゃなくても、仲いい女子とかでもそうだよ」

　テクテク、と歩いていると、紗菜が立ち止まっていることにようやく気づいた。

「どうかした？」

　きゅっと紗菜が拳こぶしを握った。

「サナ……で……」

「え、何？」




「ひ、柊木先生が出るんなら──」




　紗菜は決意を大声で叫んだ。





「さ、サナも出る────っ！」






　ま、マジかよ。……でも……ナンデ？　どうした、いきなり。
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◆柊木ひいらぎ春香はるか◆




『先生、サナもミスコン出るから』

　突然かかってきた紗菜さなちゃんからの電話に出ると、開口一番、そんなことを言われた。

「そうなんだー！　先生も出るから、お互い頑張ろうね！」

　よかったぁ。知っている生徒が一人でもいて。これで心細くはならないはず。

『お互い頑張ろうとか、そういうんじゃなくって──』

「どうかした？」


『ん～、この天然……っ！』



　電話口の紗菜ちゃんが、じれったそうな口調をした。

「し、失礼な。先生、これでもちゃんとしてるんだから。天然じゃありません」

『と、とにかく、サナ──先生には負けないから！』

　プチン、といきなり切られてしまった。

「……何の電話だったんだろう？」

　首をかしげて、あたしは職員室に戻って残った仕事を片づけた。







　その日の夜。

　この出来事を夏海なつみにメールで教えると、電話がかかってきた。

『春ちゃん、春ちゃん！』

「何？　急に電話してきて」

　夏海の声が、どことなくウキウキしている。

『それで！　柊木先生は紗菜ちゃんに何て言い返したの!?』

　め──めちゃくちゃ食いついてきたぁ!?

「え？　お互いに頑張ろうって……」

『かぁーっ、わかってない！　全然わかってない！　そりゃ、紗菜ちゃんに天然呼ばわりされても仕方ないよ！』

「えー？　何でー？」

　一緒に出るから頑張ろうって、そんなに変なこと？

『要はさ、紗菜ちゃんは宣戦布告してきたんだよ。空あき巣すくん絡がらみで、張り合ってきたんだよ』

「そうなんだぁ。紗菜ちゃんってば可愛かわいいね」

　お兄ちゃんにイイトコ見せたいってことかー。

　うんうん、とうなずいていると、ため息をつかれた。

『そういうとこだよ。子供扱いじゃなくて、対等に張り合ってあげてよ』

「あたしだって、別に負けるつもりないよ？　誠治せいじ君にイイトコ見せたいし」

『その意気だよ、春ちゃん！』

　仕方なく出るだけだけど、どうせならやっぱり勝ちたい。

　誠治君の自慢の彼女でありたい。……諸事情により公表はできない関係だけど。

『そっか、そっか、ついに直接対決かぁ……胸が熱くなるね……！』

「面白おもしろがってるでしょ？　体育祭のときも、変に焚たきつけて」

『全力で紗菜ちゃんサポートしなきゃ』

「何で!?」

『何でって、絶対王者が勝つなんてつまんないじゃんかー』

　つ、つまんないって。つまんなくていいよ。

「み、身内は、身内を応援するの。ていうかしてよ。あたしばっかり悪者みたいにして」

『その理屈だと、空き巣くんは紗菜ちゃんを応援するってことだよ？』


　……………………。



『ちょ、ちょっと、本気でショック受けるのやめてよ』

「せ、誠治君は、あたしを応援してくれるから……」

『声に全然元気ないから説得力ないんだけど』

　もし紗菜ちゃんを応援してるんだったら、ちょっぴり悲しい。

『てか春ちゃんさ、カラオケできるの？』

「できるよー。失礼な。歌を歌えばいいんでしょ？」

『そりゃそうだけど……カラオケでは何をよく歌うの？』

「行ったことないけど、歌えばいいんでしょ？」

『……え？』

「え？　何？」

　何か変だった？

『間違いじゃないけど……ううん……』

　夏海の歯切れが悪くなった。

『あの、何を歌うおつもりで？』

「何だろう……教科書に載ってる曲とか」

『あはは。音楽の授業じゃないんだからさ』

「変？」

『今の……まじ？　ボケじゃなくて？』

　ふざけたつもりはないけど……。

　受話器の向こうで、夏海が気の毒そうな沈黙を作った。

『ま、まあ、先生だしね。教科書に載ってる歌でオッケーだと思うヨ？』

「カラオケって、そういうことじゃないの……!?」

『春ちゃん、ごめん。ウチは紗菜ちゃん陣営だからこれ以上アドバイスは──』


「ちょっとぉ────！　それくらい教えてくれてもいいじゃないっ」



　プチ、と電話が切られた。

　ま、また一方的に切られた!?　もう、最近の子は……っ。

　誠治君は全然そんなことしないのに！




◆真田さなだ誠治◆




　──って話を、昼休憩の間中、世界史準備室で聞かされた。

「きょ、教科書に載ってる曲って……」

　やべえ。俺の彼女は思った以上に世間を……いやカラオケを知らなかった。

「別に変じゃないよね？」


「先生、気を確かに持って聞いて。────変」




「何でぇぇぇぇぇ!?　って、先生じゃなくて今は春香さんでしょ！」



　ぽこぽこ、と俺おれを叩たたく柊木ちゃん。

　みんなが流行はやりの曲とか歌うのに、柊木ちゃんだけそれってなると、ちょっと場違いというか浮くのでは……？

「ロックバンドの話を前にしたけど、あれは──？」

「ご、ごめんね。何曲か知ってるだけで、実はそんなに詳しくないの」

　どうやら、俺が好きだから、という理由であのときは話を合わせてくれたらしい。

　それを責めるつもりはないし、そんなふうに気遣きづかってくれるのは嬉うれしい。

　けど、普段音楽を聴いているってタイプでもないってことで……どうしたら……。

「誠治君は、紗菜ちゃんを応援しないの？　コレ一番大事なとこ」

「多少はするよ」

　ふうううううん？　と柊木ちゃんがむくれてしまった。

「春香さんのことはちゃんと応援するよ」

　てへへ。と嬉しそうに笑う柊木ちゃん。

　わかりやすい人だなー。

　応援するってことと、どういう結果になってほしいかは別の話で、俺はどっちが勝ってもいいと思う。ただ、紗菜のブレーンに夏海ちゃんがついたとなると話は別だ。

　そっちがそうなら、こっちもこの天然女神をこのままミスコンに出すわけにはいかなくなる。

「今度の土曜日、カラオケに行こう」

「あー♡　誠治君からデートのお誘い、久しぶりで嬉しい♡」

　ぎゅむっと抱きしめられた。

　デートっていうより、本番を見据みすえた練習なんだけどなぁ……。
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「わぁー。狭いね♡」

　土曜日、俺おれと柊木ひいらぎちゃんはミスコンの特訓を兼ねてカラオケへとやってきた。

　薄暗い室内では、ディスプレイの明かりが妙に眩まぶしく感じる。

「先生、カラオケ来たことないでしょ？」

「ええっと……えへへ。って、今は春香はるかさんでしょー？」

　俺は高校時代に来たことがまるでなく、はじめて行ったのは大学生になってからという、そんな遅咲きマンである。

　でも、その頃ころ行っておいてよかった。

「ええっと、誠治せいじ君……これ、どうすれば……？」

　さっそく端末を前にした柊木ちゃんが、頭上に？を浮かべまくっていた。

「これで、曲名やアーティスト名やキーワードを入力すると、歌いたい曲を検索できるんだよ」

　ぱちくりと柊木ちゃんが目を瞬しばたたかせている。

「す、すごい……！　ＳＦみたーい！」

「そんな大げさな」

「だって、だって、本を見て番号を入力するんじゃないの？」

　だいぶ古いやつだ！

　柊木ちゃんのカラオケの認識って、丸ごと昭和なんだなぁ……。

　って言うと怒られるので、黙っておこう。

「来たことない人からすると、最新設備のカラオケは未来そのものなのかな」

「誠治君は、何を歌うの？」

　いや、本当に、大学であれこれ経験しておいてよかったと思う。

　彼女を連れてきておいて、「いや、恥ずかしいから歌わない……」とは言えない。それだと、ちょっと男として情けなく思われてしまう可能性がある。

「ロックバンドの曲かな。アニメの主題歌にもなってて──」

　この曲なら、割と無難というか、同世代なら知っている人が多い。

　誘われればカラオケに行く程度だけど、幸いにして俺は可もなく不可もない歌唱力だ。

　拍手されるような歌声じゃないし、かといって下手へたすぎて気を遣つかわれるようなこともない。

　ザ・普通。

　柊木ちゃんがキラキラの何かを俺に飛ばしてきた。

「それ聴きたい」と目だけで訴えてくる。

「この次からは、春香さんが歌うんだよ？　特訓なんだから」

「はーい」

　シャカシャカ、シャンッ、と手に持ったマラカスを鳴らした。

　端末で曲名を検索して、転送。画面が切り替わり、音楽のイントロが流れ出す。

　柊木ちゃんが、期待の眼差まなざしでずーっとマイクを持つ俺をガン見している。

　う、歌いにくい……。

　アップテンポのイントロが終わって、表示された歌詞に色がつく。それに合わせて歌っていく。

　隣の柊木ちゃんが、合いの手代わりに、シャンシャン、とマラカスを鳴らす。

　五分もかからず、曲は終わった。

「誠治君、上手！」

　シャシャシャシャシャシャシャシャン！

　マラカス、めっちゃ気に入ってる。

「まあ、こんな感じで歌います」

　ふう、と一息ついて、さっきドリンクサーバーで入れてきたジュースをひと口飲む。

「あたしは何を歌えばいいの？」

「何って、好きな曲を歌えばいいと思うよ」

「好きな曲、好きな曲……？」

　ぴ、ぴ、ぴ、と端末を触る柊木ちゃん。

　あ、そもそもそれがないのか？

「紗菜さなちゃんに負けないようにするには、どうしたら──」

　そっか。ただ単に歌うだけじゃダメなのか。

　誰だれでも知っているような曲を人気の先生が歌ったところで、インパクトは少ない。

　これはミスコンのカラオケで、審査をされる。

　だからインパクトのある曲のほうがいいのかも。

　……歌唱力次第では悪い意味で印象に残るかもしれないけど。

「じゃあ、適当に入れてみてもいい？」

　俺がうなずくと、ピ、と柊木ちゃんが端末を操作する。

　選んだのは、俺が中学生くらいのときに流行はやった曲だった。この時代だと二、三年前になるのか。

　マイクを手にした柊木ちゃんは立ち上がり、歌いはじめた。

「～～♪　──！　──♪」

　歌唱力がどれほどのものなのかと思えば、柊木ちゃんは結構上手だった。

　俺があれこれ言えるレベルじゃなかった。

　よかった、よかった。

　でもこれじゃ、最悪曲が被かぶることもある。

　──あ、そうだ。

「ふうー。どうだった、誠治君？」

　ピ、ピ、と曲を選んでいた俺は「ああ、うん、よかったよー」と生返事をする。

「あ、聴いてなかったでしょー!?」


　マイクがオンになっていたので、キィィィィンと耳障みみざわりな音が響いた。



「聴いてた、聴いてたってば」

「本当かなー？」

　柊木ちゃんはすとんと座ると、誰もいない個室ってのをいいことに、腕を組んで俺にベッタリとくっついてきた。

　俺の肩に頭をのせて、「密室っていいね♡」とぼそっと言う。

「春香さん、おっぱいが……」

「当たるの、嫌？」

「……嫌だったら、腕を振りほどいてる」

「誠治君の、えっち♡」

　どっちがだ！

　ごろごろ、ごろにゃーん、と甘えてくる柊木ちゃん。口がωこんなふうになっている。

　その間、俺は端末で曲を選んでいた。

「春香さん、あえてこういうの、歌ってみない？」

「いいけど、これって……？」

　リスキーではあるけど、ハマればインパクト大。

　これを上手うまく歌えるのなら、そのリスクも減りそうだ。

　我ながら名案である。

　柊木ちゃんが携帯をイジっていると、「うそ」と声を出した。

「どうかした？」

「夏海なつみたちも、このカラオケにいるんだって」

　紗菜と夏海ちゃんが今日カラオケに行くというのは聞いていたけど、まさか被るとは。

　最寄もよりの駅から五駅も離れたところをわざわざ選んだのに。

　ＧＰＳか何かで探して追いかけてきたってほうが、まだ可能性としては高そうだ。

　夏海ちゃんのからかい力ならあり得そう。

　柊木ちゃんには、選んだ曲を練習してもらうことにした。採点モード有りで。

　俺は敵情視察をすることにして、夏海ちゃんたちがいる部屋番号を教えてもらい、こっそりと中を覗のぞいた。

「何でアニメの歌ばっかり歌うんだよぅ！」

「だぁーかぁーらっ！　サナが歌いたいんだからいいでしょぉー!?」

　ぷくく、揉もめてる、揉めてる。


「えぇぇ……でも、このアニメってさぁ、子供が見るやつでしょー？」



「『雷銀の王ブレイグ』は、子供むけだけど大人でも楽しめるんですぅー。見もしないで、ディスるのはやめてくださいぃー」

　なんだ、『ブレイグ』の話をしてたのか。

　そうだぞ、夏海ちゃん。見てもないのにディスるのはやめてくださいぃー。

　オープニング曲はめっちゃいいし、名作なんだから。

「ディスってないってば。ねえ、これをコンテストで歌うの？」

「何か問題でも？」

「春ちゃんに、負けちゃうかもね？」

「うぐぐぐぐ……。で、で、でもサナ、他に曲知らないし……」

「バラードとかさー、年頃女子に刺さる感じの曲をさー」

「『ブレイグ』の曲だって、刺さりまくりだから。サナ、カラオケ映像見て途中で泣きそうになるんだから。名シーン過ぎて」

「自分にだけ刺さっても仕方ないじゃんっ！　わからずや！」

「あ、言ったわね！　『ブレイグ』のここがすごい！　っていうプレゼン、今度本気でしてあげる──！」

「もうそれ、頑張るポイントがズレはじめちゃってるから！」

　ま、『ブレイグ』はともかく、あまり上手くいってない様子だった。

　これを機に、二人がもっと仲良くなったらいいなーと俺は思った。

　自分の部屋に戻ると、柊木ちゃんが熱唱中だった。

　歌い終わると、ドラムロールが鳴って、採点された点数が表示される。

　ドン！

『94点！』

「誠治君、見て見て、ほらっ！」

　す、すげえええええ!?

　やったやった、と柊木ちゃんは無邪気に喜んでいる。

　俺の選曲に間違いはなかった。紗菜には悪いが、これは勝ったな。ガハハ！
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　蓮森はすもり高校ミスコンテストの第一回が開催されることになった今日。

　体育館には、たくさんの見物客がいた。

　土曜日なので生徒は自由参加だったけど、代表の女子の応援とか、下心満点の男子たちがやってきたので、俺おれが予想していた生徒の数よりもずいぶん多かった。

　あたりを見回してみると、ここが志望校らしき中学生がちらほら見えたり、他校の男子生徒もいるようだった。

　結局、ミスコンにむけてやったのはカラオケの練習くらい。

　あとは柊木ひいらぎちゃんに任せていた。

　このミスコンでは、カラオケ、コスプレ、私服、特技の四つを審査される。

　カラオケはばっちりだし、私服は可愛かわいいと思うけど……コスプレって何するんだ？

　前見せてもらった魔女のコスプレとか？　それに特技って何かあったっけ？

　入口で配られる進行表を見た藤本ふじもとがふうん、と言う。

「チャンサナと柊木ちゃんも出るんだな？」

「ああ、みたいだな」

　実行委員のアナウンスがはじまり、審査員の紹介があった。

　まず、このミスコンを企画した実行委員長、生徒会長、校長、保健室の先生、音楽教師の五人。それぞれが各一〇点満点で評価して、合計が一番高い出場者がグランプリ──っていうルールだった。

　それとは別に、観客投票も最後に行われるという。

「……真田さなだ、これ柊木ちゃん圧勝じゃね？」

　どうだろう。藤本の話によれば、他の出場者も粒揃つぶぞろいらしいけど。

　とくに紗菜さなは柊木ちゃんをライバル視して、夏海なつみちゃんとあれこれ打ち合わせを重ねてるっぽいし。

「この学校、最可愛さいかわと呼び声高い柊木先生の牙城がじょうを崩す女子は現れるのでしょうか──。実況はわたくし真田、解説は藤本さんでお送りします。どうぞよろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　適当な野球中継風ミニコントを俺たちがはじめたところで、実行委員長の挨拶あいさつがあった。全然聞いてなかったので割愛する。

「最初は私服審査か。それに加えて簡単な自己紹介……」

　柊木ちゃんは大丈夫だろうけど、紗菜は大丈夫か？




　……昨日。

『兄さんは、サナのこと応援してくれるの？』

　と、わざわざ俺の部屋を訪ねてきた紗菜が訊きいてきた。

『そりゃ応援するよ。紗菜なりになんか頑張ってるっぽいし』

『ふうん。……柊木先生より？』

『一緒くらい』

『ん～ッ！　兄さんのバカ』

　俺を罵倒ばとうした紗菜はすぐに部屋を出ていった。




　彼氏という立場上、柊木ちゃんの援護に回ったけど、どっちも応援しているというのが本音だった。

　紗菜がこういうのに自分から出るなんて本当に珍しいことだし、だからなおさら応援してあげたくなるのが兄心ってやつだろう。

　音楽が流れはじめると、壇上の袖そでから女子が一人出てくる。何度か見かけたことのある可愛かわいらしい一年生の女子だった。

　中央にやってきて、マイクを握って軽く自己紹介をする。

　司会役の実行委員がいくつか質問したりして、円滑に進行をしていく。それが終わって審査に入る。点数は五〇点満点中、三七点という可もなく不可もなくという点数だった。

「……さーちゃん、もう終わった？」

　いつの間にか奏多かなたが隣にやってきていた。

「紗菜はこれからだよ」

「……よかった。間に合った」

　奏多はどうやら寝坊で遅刻したらしい。髪に若干じゃっかん寝癖がついている。

　壇上では、また一人出てきては自己紹介をして審査され、また一人現れては捌はけていった。

「引っ込み思案世界選抜のチャンサナは、ま、まだなのか……？」

「お、落ち着け、藤本。何だかんだで、あいつはやるやつだ。し、心配、すんな」

　そろそろだと思うと、俺まで緊張してきた。

「解説の井伊いいさん、どうでしょう。普段まったく人前に立ちたがらない彼女ですが」

　……何、その変なノリ。とか言われると思ったら。

「──そうですね。今日のために、彼女なりに準備を重ねてきたので、きっといいステージを見せてくれると思います」

　実況と解説ごっこにちゃんと乗っかってきた!?

「準備って──」

　俺が奏多に訊こうとしたら、ついにうちの妹様の登場だった。

　見たことがない私服で、かなり雰囲気が大人っぽくなっていた。

　……さては夏海ちゃんセレクトの私服だな？　ほとんど化粧をしないのに、今日はばっちりとメイクもしてある。

　せーの、と前のほうで声がした。

「「「「サナサナー！　可愛い！」」」」

「……う、うるさいっ」

　同じクラスの女子たちの声援だったらしい。

　モデルみたいに歩いた紗菜が、壇上中央で止まり、マイクを渡される。

「では自己紹介を」

「あ、はい……」

　声ちっちゃ。だ、大丈夫か、さーちゃん。

　おほん、と咳払せきばらいをした。

「み、みなさん、はじめまして！　真田紗菜です☆　サナサナって呼んでください♪　よろしくお願いしますっ」

　あ、アイドル風に仕上げてきおった!?

　ニッコニコで、キラッって感じの表情が徐々に崩れて、顔色が赤に染まりはじめた。
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「～～っ」

　紗菜、恥じらいを捨てないと余計恥ずかしくなるんだぞ。見てるこっちも恥ずかしい……。

「……さーちゃん、可愛い」

　クスクス、と奏多が隣で笑っていた。

「可愛い……」「誰だれあの子、一年？」「うちにあんな子いたんだ」「クールだけど可愛い」「貧乳良き……」

　周囲の男子たちがボソボソと言っているのが聞こえた。

　藤本はというと、隣で目を点にしていた。

「なあ、チャンサナ、キャラ違くね？」

「うん。だから今、あんなに顔真まっ赤かなんだろ」

　あ、なるほど。と藤本に納得された。

　さて、注目の審査は、実行委員長、生徒会長、校長、保健室の先生、音楽教師の順に──９、８、貧乳ｉｓゴッド、７、８。

「で、出ましたぁ～、評価ゴッド！」

　評価は点数でやれ！　何なんだよ、神ゴッドって。

　そんで、出ましたーじゃねえんだよ。こっちは定番じゃねえんだよ。

「校長って貧乳好きなんだ」「これ性癖せいへきモロバレするやん」「校長としてそれ大丈夫なのか」

「審査得点は──１ゴッド32点です！」

　ゴッドって単位なんだ。

　……何点に相当すんだよ!?

　パチパチ、と拍手が起きていた。いや、パチパチじゃねえんだよ。

　俺が混乱していると、奏多がちょんちょん、と服を引っ張った。

「……誠治君、これ。『ゴッド』……『点数では言い表せない、または点数評価を無粋ぶすいだとした場合に使われる』ってある」

　奏多が見せてくれた進行表にはそう書いてある。

　ああ、『尊とうとい』みたいな評価ってことか。

　──逃げて。この学校のＢカップ以下の女子、みんな逃げて。

　それから、評価ゴッドは紗菜だけで、他の女子たちにその評価を受けることはなかった。

　そして、最後の一人。柊木ちゃんの登場だ。
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『ねえ、誠治せいじ君、私服どんなの着たらいいかなー？』

『デートとかで着た服なら、何でもいいんじゃないの？』

『何か投げやり……』

『そうじゃなくて、どれも可愛かわいいと思うよってこと』

『……もう、そうならそうって言ってよぅ。しゅき♡』

　……というバカップルトークを、数日前に繰り広げた俺おれと柊木ひいらぎちゃん。




　さて、どんな服でご登場なさるのか。

　袖そでから出てきた柊木ちゃん。白地のワンピースに、白い帽子。

　夏に一度だけ見たことのある、深窓しんそうのご令嬢然とした服装だ。

「こ、これは──」

　藤本ふじもとが言葉を切って、ゴクリと喉のどを鳴らした。

「ど、童貞が夢に見る『夏の田舎いなかで出会いたいお姉さん』──！」

　ああー、言わんとしていることはわかる。

　ああいう清楚せいそなお姉さんを、男は誰だれもが脳の片隅に一人は住まわせているものだ。

「バックに向日葵ひまわり畑が見えるんだが……オレの見間違いか」

「いや、オレもだ。夏の太陽と青い空が見える……」




「「「「これが心象風景の具現化か──」」」」




　会場全体から、「ゴクリ」という喉を鳴らす音が聞こえた。

　まあ、全員男子だろう。

「……柊木先生、強い」

　何かを確信したような奏多かなたのコメントだった。

　マイクを渡され、自己紹介に入った。

「こんにちは。えと、大勢の前でしゃべるのって、やっぱり緊張するね……」

　てへへ、と柊木ちゃんは可愛く照れ笑う。


「あの服装で、あのはにかんだ笑顔────ッ、まずい、死人が出るぞッ」



　そう言った藤本が吐血とけつしていた。

「おい、藤本!?」


「あ、あんな清楚で可愛い、お姉さんに……、ひと夏の恋を、して、みたか、った…………」




　ふ、藤本ォォォォォォォオオ────!?



　脱力した藤本を支えて、目蓋まぶたをそっと閉じてやった。

　周りを見ると、一〇人くらいは藤本と同じ状況に陥おちいっていた。

「世界史を担当してます、柊木春香はるかです。一応、これでも先生です。他の先生方に推おされて出場していますけど、やるからには頑張りますっ。よろしくね♪」

　女神が微笑ほほえみをばらまき、手を振った。即効性抜群のようで、胸を押さえてうずくまる観客が続出した。

　柊木ちゃんが俺にむかってウィンクすると、俺の周囲一帯の男子が、床にうずくまった。

　……マップ兵器かな。

　審査のほうはというと──ひと夏の思い出ｉｓゴッド、柊木ちゃんｉｓゴッド、男の憧あこがれ的お姉さんｉｓゴッド（これはセクハラですか？）、四、五。

「得点は、３ゴッド９点です！」

　校長、セクハラかどうか気にするくらいなら、大人しく一〇点つけとけよ。

　保健室と音楽の先生（どっちも女性）は、「定番でいいが、期待を超えるものではなかった」「ファッション審査という観点では、その装いはシンプルに過ぎる」という辛口コメントだった。

　まあ、確かに。的を射ていると思う。

　私服審査だから、性癖に刺さるかどうかはポイントじゃないんだよな。

　男子のほとんどに刺さったから死者多数なわけだけど。

　ここで、遅れて夏海なつみちゃんがやってきた。

「はろー。今どんな感じー？」

「私服審査と自己紹介が終わったとこだよ」

「紗菜さなちゃんの自己紹介、どうだった？」

「アイドル風自己紹介やって顔真まっ赤かだったよ」

「やっぱり！」

　ぷくく、と夏海ちゃんは笑う。

「夏海ちゃんの作戦？」

「まあね、そんなとこ。インパクトって大事じゃん。何人も何人も出てくるんだからさ。春ちゃんみたいに知っている人が多いんなら簡単でもいいんだけど」

　本番でそれをやったのは、作戦を提案した夏海ちゃんも意外だったらしい。

「本番でちゃんとやるとは思わなかったよー」

　からから、と夏海ちゃんは笑う。

　続いてカラオケ審査に入った。

「紗菜ちゃん、大丈夫かなぁ、アレで……」

　はぁ、と夏海ちゃんがため息をつく。訊きくと、やっぱり『ブレイグ』の曲を歌うつもりらしい。

　この大勢の前で、ピーキーな選曲……。観客たちが引かなけりゃいいけど……。

　出場者の女子たちはみんな、恋心を歌った曲だったり、ノリのいいアップテンポな曲が多かった。

　この場でキッズアニメのアニソン……。浮く……確実に……。みんなにキョトンとされるんじゃ……。

　順番が紗菜に回り、マイクを持ってペコリと一礼する。

　俺もよく聴くオープニング曲のイントロが流れはじめた。

「あれ、この曲……」「アニメのやつ？」

　みんなが声を潜ひそめる中、Ａメロにさしかかる。

「……っ、お──、の……」

　緊張のせいか、全然声が出ていなかった。それどころか、ロクに歌えていない。

　風呂ふろではよくでかい声で歌っているくせに。

　夏海ちゃんも、「あちゃー」な顔で天を仰いでいる。

　自分でもマズイとわかっているんだろう。

　紗菜の表情がどんどん固くなって、焦あせっているのがよくわかる。

　……仕方ねえな。

　俺は聞こえてくるメロディに合わせて大声で歌った。体育館中の注目を集めるくらいに。

「──あの日のぉぉ！」

　この曲は、歌詞を見なくても歌える曲だ。

「──誓いをぉぉぉ」

　めっちゃ恥ずかしい。みんながこっちを見ているのがわかる。

　自分の顔が赤くなっていくのもよくわかる。

　紗菜も何が起きているのか把握するまでに、少し時間がかかったみたいだ。

　おい、紗菜、サビに入るぞ──。

　俺が言わんとしていることを察したのか、サビの歌い出しからは完璧に歌いはじめた。

　あー、よかったぁ。

　ほっと俺は胸をなでおろして、注目から逃げるように首をすくめた。

「……ナイス誠治君」

「もう、お兄ちゃんってば優しいんだからぁ」

　奏多がグッと親指を立てて、夏海ちゃんには肘ひじで脇腹を突かれた。

　俺が照れ隠しに、「う、うっさい」と言うと、奏多は小さく笑って、夏海ちゃんはシシシと笑った。

　紗菜のカラオケ審査は散々だったけど、まあ、しょうがねえよな。

　壇上から捌はける紗菜と目が合う。

　口だけで「ありがとう」と言われたのがわかった。
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　カラオケ審査の順番が柊木ひいらぎちゃんへと回った。

「春ちゃん、何歌うんだろう……妹ながらすごく心配……」

　言葉通り心配そうな顔をしている夏海なつみちゃん。

「まあまあ、見ててよ」

「自信ありげだね？」

　柊木ちゃんが登場してマイクを握る。

　カラオケで練習をした曲のイントロが流れはじめた。

「何、この曲？　すごく激しい」

「……私、これ知ってる。マイナーなロックバンドの曲？」

「うん」

　ロックもロック。ジャンルでいうなら、メロコアパンク。かなり激しいロックって言えばいいだろうか。おおよそ普段の柊木ちゃんから想像できないようなジャンルでもある。

　この手のバンドはクセが強かったり、万人受けしにくいのが難点だったりする。

　それを踏まえて、そのバンドの中でもとくに聴き心地のいい曲を俺は選んだ。

「意外でしょ」

　夏海ちゃんと奏多かなたに言うと、二人同時にうなずいた。

　激しいと言えば聞こえはいいけど、人によってはうるさいとすら感じるかもしれない。

　歌詞の一番はすべて英語。

　あの夏の女神みたいな服装でそんな曲を歌うもんだから、俺が想像した以上のギャップがあった。面食らった観客が聞き入っているのがわかる。

　普段ポワポワしてる柊木ちゃんだけど、練習のかいあってか、今はめっちゃカッコいい。

　二番から日本語に変わる曲で、聞き手を飽きさせないギミックが詰まっている。

　歌いきると、大きな拍手が起きた。

　得点は、四六点。カラオケ審査の最高点だった。

「空あき巣すくん、よくあんなこと思いついたね？」

「ロックバンド系の曲は聴くって言ってたから、それで。インパクト大きいでしょ」

　一本取られた、とでも言いたげな夏海ちゃんは、悔しそうに唸うなっていた。

「春ちゃんに、あんな才能があるとは……」

　歌いにくいはずの英語の部分もサラっとできたし、その点は確かに意外な才能だった。

「これでミスコンテストの審査も折り返しです。現在の途中経過ですが、柊木先生の３ゴッドがトップ、真田さなだ紗菜さなさんの１ゴッドがそれに続きます──」

　ゴッドが一番いいのか……審査得点の意味！

　次はコスプレ審査。

　コスプレと特技は、何も聞いてない。柊木ちゃん、何やるんだろう？

　出てきた女子たちは、定番のナースやら女性警官やら、アニメキャラに扮ふんして出てくると、衣装の説明をして、舞台ぶたい袖そでへと去っていく。

　そして、紗菜に順番が回った。

　出てきた紗菜は、以前ハロウィンで着たという猫耳メイドの恰好かっこうをしていた。

「うわあ、紗菜ちゃんめっちゃ似合う」

「……さーちゃん、可愛かわいい」

　夏海ちゃんと奏多にも好評だった。

「……これは、見ての通り、メイドです。猫耳の」

　面倒くさそうにマイクをむけられた紗菜が答える。

「とくに見てほしいポイントがあれば」

「別に……」

　審査得点はというと、「10、８、冷たい目線ｉｓゴッド、７、８」

　校長、そんな性癖せいへき丸出しの審査を続けてると、ＰＴＡと教育委員会がざわつくぞ。

　体育教師が舞台袖から現れた。観客たちがざわつく中、ガシッと校長を後ろから羽交はがい絞じめにした。

「え!?　ちょっと、何──!?　何するの──!?」

　じたばたする校長を体育教師が連行していった。


　あーぁ……校長、自重じちょうせずにはしゃぐから……。



　今日の事件は、きっと後々語り継がれるだろう。

「ええっと、校長に代わり、教頭先生に審査員として参加していただきます──」

　代打の教頭が校長の審査員席について、騒ぎは収まった。
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「春ちゃんの上司にあたるわけじゃん、校長って。大丈夫なの？」

　夏海なつみちゃんが本気で心配をしていた。

　まあ、あんなに性癖せいへきモロ出しの校長がいたんじゃ、生徒も先生も心安らかな学校生活は送れないだろう。

「はじめてのミスコンだから、はしゃいじゃったんじゃないの？」

　にしても限度はあると思うけど。

「限度があるでしょーが」

　夏海ちゃんも同じことを思ったらしい。

　それまでずっと黙ってコンテストを見守っていた有識者藤本ふじもとが、話しかけてきた。

「チャンサナの猫耳メイドの威力がぱねぇ……細いし、私服だってなんかクールでよかったし、モデルになったりして」

「ないない。あいつはだって──」

「だって……？　何？」

　何でもない、と俺おれは首を振った。

　紗菜さなはＡＳＷ社のキャラクターデザイナーとして活躍する……ことになるはずだ。

　コスプレ審査は進んでいく。今のところ、１ゴッドを獲得した紗菜がトップだった。

　……ていうかゴッド制度やめない？　ややこしいんだけど。

　そして、ラストを務めるのがマイエンジェル柊木ひいらぎちゃんである。

　この前見せてもらった魔女のコスプレでもするんだろうか。

　出てきた柊木ちゃんは、縁ふちのない眼鏡めがねをかけ、黒のビジネススーツにブラウスを着ていた。

「ま、まさか、これは──」

　教師が女教師のコスプレしてる!?

　原点回帰──そういうことなのか!?

　似合ってる。いや、大人なんだから似合ってて当然っちゃ当然だけど、ぽわんぽわんな柊木ちゃんが、こうしてビシっとスーツを着ると、女教師感がかなり増して見える。

　スーツで仕事してるのって、見たことないもんなぁ。

　壇上中央にやってくると、眼鏡のフレームを一度くいっと持ち上げてみせる。

　服装のせいか、表情もキリリとしているように見えた。

「これが真・柊木ちゃん──」

「めっ、って叱しかられたい……」

「踏まれて詰められたい……」

　Ｍ心をくすぐられる男子たち。

「この服装は、どういうものでしょう」

「これは、見ての通り先生です。あえてというか、直球というか。逆にこういう服装を普段しないので、いいギャップになるかなと思って」

　観客たちの反応は上々で、とくに柊木ちゃんの授業を受けている男子たちには、効果てきめんだろう。

　審査得点は、「８、９、むっちりした太ももｉｓゴッド、６、６」

　教頭おまえもかよ！

　さっきからずっと見に来てる保護者たちがざわついてんだよ。

　入学希望者を増やすためのミスコンなのに、オッサンたちがめちゃくちゃ足引っ張ってる。

　ピッ！

　険しい表情をする司会が笛を吹く。教頭を指差して首を振った。

　藤本と俺の実況と解説ごっこがはじまった。

「さすがに司会レフリーも、校長の件があるから厳しくならざるを得ないですね」

「そんなシステムがあった、というのは、この真田さなだ、今知ったんですが、今後も気をつけて審査プレイしてほしいところです」

「あー。やっぱり出ますね、カード」

「校長のときはイエローなしで、いきなり体育教師レッドカードでした」

「現場の最高責任者ですから、行き過ぎた審査に対して多少のお目こぼしがあったのではないでしょうか」

「なるほど。それでも度が過ぎた、ということでしょうか。野放しにしておくと、このミスコンが最初で最後の開催になってしまうリスクもあったわけですね」

　コンテストは最後の特技審査に入ったけど、俺たちの遊びは続く。

　奏多かなたもそれに乗っかってきた。

「……えっちなのはオッケーですが、審査員がエロい目で見ることは厳禁のようですね」

「やはり女性として、そのへんは気になりますか」

「……もちろんです。おまえらオッサンを楽しませるためにやってるんじゃないんだよ、という全女性の声が聞こえてきそうです。可愛かわいい服やお化粧は、自分のためにやっているのであって、それをいやらしい目で見られるのは酷ひどく心外なんです」

「「……すみません……」」

　俺たちがそうやって遊んでいると、

「ねえ、レフリーって何？　審査することプレイって言うの？　ねえ？　体育教師はレッドカードっていうあだ名なの？？」

　夏海ちゃんに質問責めされた。

「変な学校ー」と、不思議そうな顔をされた。

　実況と解説ごっこに飽きた頃ころに、紗菜さなの出番がやってきた。

　紗菜って、何か特技あったっけ？

　俺が疑問に思っていると、紗菜が壇上に現れた。

　小脇に大きなノートのようなものを抱えている。

「あれって……」

「……さーちゃん、本気で勝つ気なんだ」

「クロッキーノート？」

　うん、と奏多はうなずいた。

　ってことは、イラストか何かをここで披露ひろうするってことか。

　ん？　奏多は紗菜がイラストを描くってことは知ってた……？

「……さーちゃん、イラストをよく描くんだよ。上手なんだけど、恥ずかしいからって私にしかそのことを言ってないみたいで……」

　前回の高二ではそんなことができるなんて、全然知らなかったけど、今では知ってる。

「こんな大勢の前で、それをやるってことは、紗菜ちゃんは春ちゃんをガチで倒しにいってるってこと？」

「……うん」

　司会が紗菜にあれこれ尋ねる。それは何？　これから何をするの？

「お題をどなたかにもらって、即興でその絵をここで描きます」

　おぉぉ、と感嘆かんたんの声が上がった。

　俺にも隠していたその特技を、ここでこんな形で披露するのは、たぶん、かなり勇気が必要だったんだろう。

　こればっかりは、見ているだけしかできねえ。

　頑張れ、紗菜。

「ええっと、お題は何でもいいんでしょうか」

「はい。アニメや漫画のキャラから、似顔絵まで、何でも」

「わかりました。ということですので──では、出題してくれる方がいらっしゃいましたら、挙手をお願いします」

　ざわざわしたあと、何人かが手を上げる。当たった女子が「猫」と言う。

　紗菜はその場で座り込んで、持参していたマジックでサラサラと描く。一分くらいだろうか。

「できました」

　と、紗菜がノートを見せてくれた。

　そこには、やや擬人化された二本足で立つ猫が描いてあった。ベストを着て、被かぶったハットから耳が飛び出ている。

　おぉぉ、とまた感嘆の声が上がった。

　むふふん、と紗菜が得意げな顔をしている。

　それから、お題は誰だれもが知っているアニメや漫画キャラ、学校の先生にまで及んだ。

　どれも一分か二分くらいで描きあげた。

　ラスト一つ、と司会が言い、クラスメイトらしき女子が当てられた。

「じゃあ、サナサナのお兄ちゃん」

　お、俺!?　や、やだ、恥ずかしい！

　紗菜も困っていたようだが、すぐにペンを走らせた。

「で、できました」

　クロッキーノートに隠れるように、紗菜は描いた似顔絵を見せてくれた。

「ぷ。空あき巣すくん、めっちゃイケメンに描かれてる……ぷぷぷ」

「……さーちゃんには、そんなふうに見えてるんだ」

「オレの知らない真田だ……」

　少女漫画に出てきそうな、キラキラのエフェクトを振りまきそうな線の細いイケメンが、そこには描いてあった。

「お、お、終わりっ」

　そう言って、逃げるように紗菜が捌はけていった。

　審査得点はというと、「ゴッド、ゴッド、10、ゴッド、ゴッド」の４ゴッドを獲得した。

　これが全審査の最高得点だった。

　ちなみに、ｉｓゴッドっていうのは廃止されたらしい。

「愛されてるなぁー、空き巣くん」

「茶化すなよ」

　俺がそう言うと、奏多が何か言おうとして、口を閉ざした。

「チャンサナ、すげーな」

「人気のキャラデザイナー様になる女だからな」

　俺も鼻高々だった。
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　総合評価の上では、紗菜さなは６ゴッド。柊木ひいらぎちゃんは、４ゴッド。

　現在トップは特技で大逆転した紗菜だった。

　特技審査の順番が柊木ちゃんに回ってくる。実行委員らしき生徒二人が大きな何かを運び、ごとん、と壇上に置き、その奥に座布団ざぶとんも敷いた。

「あ、あー。なるほど、そういやそっか」

　と、得心がいったように夏海なつみちゃんが声を上げた。

「そっかそっか。なるほど」

「何一人で納得してんの」

「まあまあ、見てるといいよ。当たり前すぎて忘れてたけど、確かに特技って言っていいかも」

　柊木ちゃんの特技……あの壇上に置かれた平べったくて大きなソレが関係しているらしい。

　糸らしきものがいくつも張ってあるのがわかった。

「……あ。もしかして」

　奏多かなたが何かに勘づいた。それと同時に柊木ちゃんが現れた。

　水色の基調とした着物姿だった。長い髪は後ろでまとめて楚々そそと歩いて座布団に座った。

　姿勢がいいのもあって、凛りんとした雰囲気が醸かもし出されている。

「琴……？」

　俺おれのつぶやきは正解だったらしく、夏海ちゃんがうなずいた。

「柊木の家では、華道や茶道は叩たたきこまれるんだ。ああいう雅楽ががくの演奏もね」

　ウチは嫌いだったからすぐやめたけど、と夏海ちゃん。

　柊木ちゃんは爪つめのようなものを手につける。解説の夏海ちゃん曰いわく、琴爪ことづめというらしい。

　弦げんを弾くと、シャララン、と軽かろやかな音が鳴り、どこか荘厳そうごんな気分にさせる。正月になるとあちこちで聞こえる音色だった。

　日本人なら誰だれもが知っている曲をやったり、流行はやりのポップス曲を演奏してみせた。

　その場で一礼すると拍手が起きた。

「春ちゃんってば、大人げない。ガチじゃん」

「……先生は、着物、一人で着られる？」

「それくらいできるよー。待ち時間の間に、準備したんだろうね」

　柊木ちゃんのスペックの高さを俺は改めて思い知った。

　俺と一緒にいるときは、ポン＆コツなんだけどなー。
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　審査得点は、音楽教師がゴッドの採点をして、１ゴッド38点のほぼ満点となった。

　ゴッドが最高評価なら……柊木ちゃんはこれで５ゴッド。

　あれ？　となると……？

　これで全審査が終了し、出場者が全員壇上に集まる。トップ５が順に発表されていった。

　三人が発表され、残るは柊木ちゃんと紗菜の二人となった。

「では、続いて──準グランプリの発表です。第一回ミスコン準グランプリは──柊木先生です！」

　大きな拍手が起きて、柊木ちゃんは照れくさそうにしながら、結果についての感想を話した。

「ちょっと大人げないかな、と思ったけど、みんなが楽しめたんなら、よかったです」

　そう言ってコメントを締めくくった。

「栄はえあるミスコンテスト、グランプリは、一年Ｅ組、真田さなだ紗菜さんです──」

　大きな歓声と拍手が巻き起こり、あたふたしながら、マイクを渡された紗菜が前に出てきた。

「……えと……と、とても、嬉うれしいです……びっくりです」

　声ちっちゃ。

　何だかんだで柊木ちゃんが勝つんだろうな、と思ったけど、意外な結果に終わった。

「……さーちゃん、大勝利」

「チャンサナは、男子から今後アイドルみたいな扱いされるんだろうな。目をつけていた逸材がこうして羽ばたく日が来るとは……」

　感慨深そうに藤本ふじもとがうなずいている。

「紗菜ちゃん、本気で春ちゃんを倒しにいったからね。その熱意の勝利だよ。カラオケのときは、やらかしたーって思ったけど」

　シシシ、と夏海ちゃんが笑い、じゃあね、と手を振って去っていった。

　観客たちが体育館から出ていくのに合わせて、俺たちもぞろぞろと会場をあとにした。







　紗菜を待っていると、小さなトロフィーを抱いた紗菜がやってきた。

「お疲れ」

「……うん。疲れた」

　ずいっとトロフィーを渡された。

　二人で帰り道を辿たどる。

「柊木先生に勝った」

「うん。見てた。頑張ったな。グランプリおめでとう」

「ありがとう」

　何かお祝いの品でもやろうかと思ったけど、何も思い浮かばない。

「今度、何か買いに行くか？　グランプリ祝いで」

「いいの？　本当に!?」

「いいぞ。兄さん、ニートと違ってバイトしてちゃんと稼いでるからな」

「じゃ、じゃあ、今度……ゲーム買いにいく」

　やっぱこいつは筋金入りのゲーマーなんだなぁ。

　真っ先に欲しいものが、アクセサリーとかそういうもんじゃないもんな。

「何？　まじまじとサナのほうを見て」

「いや、それがおまえの将来の糧かてになるんだろうなーと思って」

「……どう、思った？　イラストのこと」

　恐る恐る訊きいてきたので、答えてやった。

「いい趣味してるよ。めっちゃ上手うまいし」

　ふ、ふうーん、と紗菜の強張こわばった表情がゆるんだ。

「授業中、こっそりイラストを描いてたことがあって、それがクラスの人にバレて、『暗い』とか『キモイ』とか言われて、学校では描かないようにしてたんだけど」

　べしべし、と俺は華奢きゃしゃな肩を叩たたいた。

「胸張れよ。それで飯が食えるようになるんだから」

「え？　どういうこと？」

「あ──。いや、それでプロになれたらいいな？　っていう意味で……」

　と、俺はお茶を濁にごす。

「じゃあ、サナ、これからもっとゲームして漫画読んでアニメ見る」

「いいんじゃね、それで」

　うん、と紗菜は笑った。

「新しいソフト、何買ってもらおうかしら。ミスコン出たかいがあったってもんよ」

　機嫌がよくなった紗菜と、最近発売のソフトで何を買うかでちょっとした討論になった。







　夕方に、柊木ちゃんから電話がかかってきた。

『誠治せいじくぅ～ん……紗菜ちゃんに負けちゃったぁ……』

　電話口でシクシク泣いていた。

「残念だったね。でも春香はるかさんの意外な一面をたくさん見られて、俺はよかったよ？」

『ほんと？　……それならよかった』

　メソメソしてたけど、あれがよかった、ここがよかったと褒ほめるとすぐに元気になった。

　うーん。人前に立つ「柊木先生」と柊木ちゃんは、やっぱりちょっと印象違うんだよなぁ。
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「なあ、奏多かなた、いつからなんだ？」

　俺おれは奏多にズバリ訊きいてみた。

『……知らない』

　ＡＳＷ社の井伊いいさんは、興味なさそうに答えた。




　……というわけで現代。

　ＨＲＧ社の自分の席で、俺は取引先の責任者である奏多に電話をしていた。

　内容は、やっぱり不仲問題を抱えているらしい紗菜さなとのことだ。

　あの感じだと、不仲になるとは全然思えないんだけどなぁ。

『……今、忙しいんだけど……切っていい？』

「あ、ちょっと待って！　の、飲み行こう！　今日！　夜！」

　え？　え？　と戸惑う奏多の小さな声が、スマホ越しに聞こえる。


『…………い、いいよ……じゃ、じゃあね──』



　つっかえながら、奏多はオッケーしてくれた。細かいことを全然決めなかったけど、大丈夫なのか？

　まあ、ウチとあちらさんは電車でひと駅ほどの距離だから、夜また連絡すりゃいいか。

「せんぱ～い♡　今日飲みに行くんですかぁ？」

　耳ざとく通話を聞いていたらしい怜れいちゃんが、笑顔で俺の席までやってきた。

　仕事しろ、仕事を。

「ボクも、行きたいです」

「いや、今日は取引先の人との会食だから。そういう軽い飲み会じゃないから」

　噓うそは言ってない。噓は。

「先輩が気軽に誘える相手で取引先の人ってことは……くふ♡　井伊さんですか？」

「くっ。何でわかるんだよ」

「ボクは先輩のことをよぉーく知ってるんです♡　いいんですかぁ？　夏海なつみお嬢様に言いつけちゃいますよー？」

「何で夏海ちゃん？」

　俺が現代に帰ってきてから、最初に色々と確認をした。

　前回同様、俺は柊木ひいらぎちゃんと別れたあとで、現在恋人なし。これはスマホの通話やメッセージの履歴りれきからそう推察した。

　ＨＲＧ社と奏多のＡＳＷ社が提携してゲームを開発するという話は継続中。

　あちらさんの新進気鋭のキャラクターデザイナー様こと我が妹とは不仲が継続中。これも前回通り。

「わかりませんけど、夏海お嬢様、先輩が他の女性と仲良くしてると機嫌が悪くなりますよ？」

　嫉妬しっと……？　俺のことが好きとか？　夏海ちゃんが……？　いやぁ、ないない。

　でも何でなんだろう……？

「わかった、わかった。余計な口出さないって約束するんなら」

「はぁい。先輩とお酒さけ吞のむなんて……ボク、酔っちゃうかもしれないです……」

　小声で言って、怜ちゃんは切なそうな顔をする。

　くっそ、あざとい！　表情もセリフもどうせ計算してるくせに！　悔しいけど、可愛かわいいと認めざるを得ない……！

　童貞だったらやばかったぜ。もう違うけど。

「先輩、なんでドヤ顔してるんです？」

　おほん、と俺は上司モードに顔を切り替える。

「仕事に戻りたまえ、柴原しばはらクン」

「はぁ～い♡」

　ピコン、とすぐに怜ちゃんからＳＮＳでメッセージが届いた。

　仕事中に携帯をイジるなってば。

　咎とがめるように怜ちゃんの席のほうを見ると目が合って、パチンとウィンクされた。

『お店は任せてください♪　ちょっとオシャレな個室で静かに吞めるお店探しておきますね！』

　……デキるやつかよ。







　時刻は夜の七時過ぎ。

　怜ちゃんが予約をしていた店に入り、さらに二〇分ほど待つと店員に案内された奏多が、俺たちのいる個室へやってきた。

　大人の奏多を見るのはこれで二度目だけど、高校時代から全然変わってない。

「お疲れ」

「……うん。ごめん、待──」

　怜ちゃんに気づいた奏多が言葉を切った。

　きゃるん☆と擬音が出そうな笑顔で怜ちゃんが手を振っている。

「井伊さん、ご無沙汰ぶさたですー」

「……まあ、そんなことだろうとは思ったけど」

　ぼそっと言った奏多が俺の向かいに座り、注文した飲み物がくると乾杯をする。

「……いきなり誘うから驚いた」

「悪いな。忙しいのに」

「ううん。でも、さーちゃんが動いてくれないことには、ＡＳＷうちも困るから」

　俺と紗菜の不仲が解消されてないと、会社としてお互い困るもんな。

　怜ちゃんはビールの入ったジョッキを可愛く両手に持って、コクコクと吞んでいる。

　すぐに「あ、すみません、ビールはピッチャーでください」と店員さんに頼んでいた。

「俺そんなに要らな──」

「えへへ……先輩、大丈夫ですよ」

「え、もしかして一人で？」

「えへへ。でもピッチャーって、それほど量ないですよ」

　飲む量は可愛くねえ！

「ボク、いっぱい飲んじゃいますね……？」

　何頰ほお染めてんだ、このビールの妖精ようせい。

　料理を突きつつ、時々ビールでそれを流し込んて、本題に入る。

「正直、俺はどうして妹と今こんな状況なのかさっぱりわからん。連絡先も知らないみたいだし」

「……タブー、みたいな雰囲気があった。その話題。家庭科部が解散してから。ずっと」

「確かに、すっごい気まずそうでしたもんね、みなさん」

「……誠治せいじ君、本当に心当たりないの？」

「ないよ。あったらどうにかしてる」

　それもそうか、と奏多。

「奏多が紗菜と一番仲良かっただろ。何か知らないか？」

「……高校生のときの話を今言っても」

「いいんだ、それで。高校時代の俺は、どうしたらよかったと思う？　こんな状況を避けるためには」

　怜ちゃんはこのセリフの意図を察してか、俺をちらっと見た。

　困るような顔をしている奏多は、言葉を探しているようだった。

「井伊さん、いいんです、今さらでも。可能性レベルの話でも、何かあれば」

　怜ちゃんの後押しを受けて、奏多が口を開いた。

「……誠治君に好きな人が当時いても、さーちゃんを、もっとちゃんと見てあげたら、よかったのかも」

　好きな人と言えば柊木ちゃんしか思い当たらない。

　紗菜を、もっと見る……？

「けど、そうしたら、たぶんあいつ怒るぞ」

　はぁ、と奏多にため息をつかれ、怜ちゃんは「んもぉー」と牛みたいな声を上げた。

「だから先輩は童貞なんですよ」

「ど、どどど童貞ちゃうわ！」

「……気にかけろってこと。そうしていれば今よりマシ──とは断言できないけど、何もしないよりは、いいのかも」

　紗菜を気にかける、か……。

　アルコールが回りはじめた頭で考えるけど、よくわからなかった。

　奏多が明日も早いから、と言うので店を出て、俺は二人を最寄駅まで送ることにした。

　その道中、奏多に教わった紗菜の連絡先に電話をしてみたが、出ることはなかった。

「先輩は、どうしてあの人がいいんですか？」

「どうしてって……」

「ボクでも夏海お嬢様でも井伊さんでもいいじゃないですか。こう言っちゃアレですけど、もうちょっと真まっ直すぐな恋愛ができるはずです。こんなに魅力的なわけだし」

　酒が入っているはずの怜ちゃんの口調は至極しごく真面目まじめなものだった。

「どうしてなんて、考えたことないな、そんなの」

　初恋の人だからか？　って思ったけど、答えとしてはしっくりこない。

「たぶん、考える必要なんてないからかな。考える余地がないっていうか、そんな感じ。……ああ、うん、これが一番上手うまい説明だと思う」

　口にしておいて、俺自身がなんか納得してしまった。

　じっと怜ちゃんと奏多に見つめられた。

　な、なんだよ。

「先輩、今ボクはですね、この人を好きでよかったと思いました」

「そりゃどうも」

「あぁーん、影ながらお慕いする系女子を演じたのに、あっさり流されましたぁ～」

　怜ちゃん、そういうところだぞ。隙すきあらば好感度を上げようとしていくスタンス。

　けど、困ったことに、なんか憎めないんだよなぁ。

「……そんなに想おもってるから、さーちゃんは視界に入らないんだね」

　ぼそりと奏多が言う。

「まあ、どうにかするよ。次は、教えてもらったことに気をつけてみる」

　次？　と奏多は首をかしげたが、怜ちゃんはにこっと笑った。

「はい。頑張ってくださいね」
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　あと数日で冬休みに入ろうかという昼休み。

　俺おれは家庭科室で昼食を食べていた。メンバーは紗菜さなに奏多かなたに柊木ひいらぎちゃん。

「みんな期末テストどうだった？　ちゃんとできた？」

　柊木ちゃんが先生らしい話題を振ってきた。

　俺は毎度のことながら、これといって苦戦することはなかった。好成績とは言わずとも、全教科平均点以上は取れているはず。

「まあ、そこそこ」

「……私も、問題ない」

「そかそか。紗菜ちゃんは、どう？」

　我われ関せずと言った顔で弁当を食べていた紗菜の手が、ピクリと止まる。

「さ、サナは余裕よ、余裕」

　本当かよ。目をそらさず、そのセリフみんなに言えるのか？

「すぐテストは返ってくるだろうし、どれくらい『余裕』だったのか楽しみにしておこうか」

「うぎ……」

　テスト期間中、家帰って真っ先にゲームしてるような状態だ。いいとは言えないだろうな。

　あ、そうだ。

「奏多に気にかけろって言われたんだっけ」

「……何の話？」

　いや、何でもない、と俺は首を振った。

　紗菜のことを気にかけろって言われても、何をどうすりゃいいのかさっぱりだ。

「勉強教えてやってもいいぞ？」

「何で上から目線なのよ」

「学年も賢さも上だからだよ」

　とまあ、気を遣つかおうと思ったらいつもこんな感じになっちまう。

「いいわよ。どうせ赤点取ったりしないし」

　つん、と紗菜がそっぽをむいた。

　……だといいけどな。

『さーちゃん、学校で何してるの……？』って母さんが成績表を見て頭を抱えてたことがあったな、そういや。

「き──昨日、テレビで見たんだけど」

　紗菜が逃げるように話題を変えた。

「フェチって、ある？」

　なんつー話題ぶっこんできてんだ。

「よりにもよって、俺がいるときにそれ話題にする？」

　なんか気まずいわ！　俺も言いにくいし。

「う、うるさいわね。思いついたんだから仕方ないじゃない！」

　くすくす、と柊木ちゃんが俺たちのやりとりを聞いて笑っている。

「紗菜ちゃんは何かあるの？」

　柊木ちゃんが尋ねると、

「さ、サナはとくに、ない……」

　髪の毛をくりんくりん、と指で弄もてあそびながら目を伏せる紗菜。

　話題振っておいて自分はねーのかよ。

「とか言って、本当は？」

　柊木ちゃんがいたずらっ子みたいな顔で改めて訊きいた。

　こういう顔をすると、どことなく夏海なつみちゃんに似ている。

　頰ほおを染めながら、小声で紗菜が言った。

「あ、あとで言う、あとで」

「やっぱりあるんだ。じゃああとで聞かせてね」

　うふふと女神スマイルをする柊木ちゃん。

　そんな中、奏多がシュバッと挙手した。

「はい、奏多」

　俺がＭＣ役として、奏多に発言権を与える。

「……フェチには、ちょっとうるさいけど、いい？」

　……た、確かにうるさそう！

　めちゃくちゃマニアックでピンポイントなところが好きそう。

「ど、どうぞ」

「……声。声が好き」

　割と王道！　あんまりうるさくなかった！

　紗菜も柊木ちゃんも興味津々しんしんで、黙って聞いている。

「たとえば、どういう声がいいの？」

「……低い声、かな。でも、低過ぎなくて、よく通る声。安心する感じの低い声が、好き」

　やっぱりうるさかった！　かなり掘り下げてきた！

「それは、サナもちょっとわかるかも。イイ声は、イイ」

　でしょうね、イイ声だからな。

　それには同意らしく、柊木ちゃんもうんうんとうなずいている。

「なあ、奏多。俺の声は？」

「……誠治せいじ君の声？　どうだろう、わからない。耳元で……辛子明太子って言って」

　ワードセンス独特だな！

　好きだよ、とかじゃないんだな。

「じゃあ、失礼して……」

　席を立って、奏多の耳元に口を近づける。

「……辛子明太子」

　これでいいのか？

　プルプル、と奏多が震えると、ぐっと親指を立てた。

「合格」

　俺、何に合格したの。

「先生はあるの？」

　目をつむってうなずいていた柊木ちゃんに訊いてみた。

「そんなにないけど、先生は笑顔かなー？」

　紗菜も奏多もシラーとしている。

「先生、そんなアナウンサーみたいな回答……」

「え、だ、だめ？　笑顔って人柄が滲にじんでるような気がするから、いいと思うんだけど」

　はにかんだ笑みを覗のぞかせる柊木ちゃんが、ちらちらっと目線を俺に寄越す。

　そういや、何度か褒ほめられたことがあったっけ。

『誠治君の笑顔はなんか可愛かわいいから好き』って。

　相変わらず女子の『可愛い』がよくわからないけど、褒められてはいたらしいので、悪い気はしなかった。

　俺だって柊木ちゃんの笑顔は好きだ。恥ずかしいから面とむかっては言えないけど。

「ち、ちなみに、兄さんは？　一応聞いておく」

「いや、いいよ、俺は。角を立てる結果になりそうだし」

「先生も気になるなー？　真田さなだ君は、何フェチなの？」

　奏多も気になるらしく、首を縦に振っている。

「でもこれはちょっと……言いにくいっていうか」

「言いなさいよー。そんなにもったいつけられると、余計に気になるじゃない」

　唇を尖とがらせる紗菜と興味津々の二人。

　俺は観念して言うことにした。

「胸」

　柊木ちゃんは、聖母様みたいな顔でゆるくうなずいている。


「はぁぁぁ────っ」



　紗菜が、飲み屋にいるオッサンがしそうなでかいため息をついた。

「これだから男子って、頭悪いから嫌なのよ」

「言えって言うから言ったんだろ」

　ぼそっと奏多も言う。

「……胸……何の面白おもしろみも捻ひねりもない……」

「何でそんなボロクソ言われなきゃいけないんだよ」

　あ、さては、このガールズは俺が巨乳好きだと勘違いしてるな？

「違うぞ。話は最後まで聞け。別に大小は問わない」

「とか言うのよ、男子は」

　おまえが男子の何を知ってんだ。

「だから、俺の主張を最後まで聞けって。胸っていうのは大小違いがあれど、貴賤きせんなし」

　意訳すると、おっぱいはみな尊とうといものであり、またそれぞれに魅力があるものだ。

　──という、俺が今思いついた名言風のセリフだ。

「いい言葉だね……」

　柊木ちゃんが目を細めて慈悲深そうな表情をする。

「……む。ただのおっぱい星人じゃない」

　と、奏多にも一目置かれた（？）。

　無反応だった紗菜がこそっと奏多に耳打ちした。

「ねえ、キセンって何」

　わからねえのかよ。俺の名言台無しじゃねえか。

「……大きくても小さくても、いやしいものはないってことだよ」

「小さくても、いやらしい……!?」

　微妙に聞き間違えてんぞ。

　紗菜が俺を警戒するように、腕で胸を隠した。

「兄さん……妹のおっぱいをそんな目で……」

「見てねえから」

　ひらひらと手を振って先に否定しておく。

「みんな言ったんだし、おまえの番な」

「サ、サナは、う、腕……腕の筋肉。ぐってしたときに出る、筋、みたいなあれ」

「「わかる」」

　他二人からは圧倒的に支持されたフェチだった。

「真田君も出るよね、その筋」

「え？　ああ、これ？」

　腕まくりをして思いきり拳こぶしを握ると、その筋とやらが浮かび上がった。

「そうそう、これこれ♡」

「まさか、さーちゃん、兄さんをそんな目で……」

「見てないから！　に、に、兄さんはそういう筋は出ないから！」

　いや、出てるんだよ、実際。

「……さーちゃん、落ち着いて。誠治君のことを言ってるのがバレないようにしてるんだと思うけど、バレてるから。隠してることがバレるほうが余計恥ずかしいから」


「違うからぁぁぁぁぁあ！」



　食べてる途中の弁当もそのままに、紗菜が家庭科室から出ていった。

「紗菜ちゃん、可愛い……」

　柊木ちゃんがほんわかしてた。
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　もういくつ寝るとクリスマス。

　そんなある日の昼休憩に、俺おれたち家庭科部のメンバーはそのことについて話していた。

「クリスマスって普段みんなどういうことをしてるの？」

　何気なく柊木ひいらぎちゃんが俺たち三人に訊きいてきた。

　さっき話し合って、家庭科部のクリスマス会は二三日の金曜に行われることになった。ていうのも、ちょっとだけ早い終業式がその日にあるので、集まりやすいしちょうどいいってなったのだ。

「普段……？」

　どういうことをしてるって……何もしてない……。

　一〇時くらいに起きて、ゲームして昼寝してゲームして──そんな感じだ。

「ツリーを飾りつけしたりとか、毎年これ食べてるとか、何かあるでしょ？」

「……うちは、弟と妹が小さいから、小さいツリーを出して、姉弟で飾りつけしてる」

　意外。奏多かなたって一番上のお姉さんなのか。

「真田さなだ家は何してるっけ？」

　俺が紗菜さなに尋ねると、さっきまでずっと黙り込んでいた紗菜が、顔を上げた。

「……けない……」

「何？」

「サナ、行けない……」

　唇をプルプルと震わせて半泣き状態だった。

「なぜなら──補習があるから──！」

　あー。こいつ、期末テストやらかしやがったな。

　全然勉強せずに俺とゲームしてるから……。

　ちなみに俺は、どの教科もだいたい六五点～八〇点の間。

　ま、勉強なんてそこそこでいいんだよ、そこそこで。受験は来年だし。

　チーン、と肩を落とす紗菜が幽霊みたいな声を出す。

「赤点で補習がある科目は数学と英語なんだけど……その両方死ぬほど苦手……」

　赤点ってのは、ウチの学校では三〇点未満を指す。

　灰色に着色された紗菜が、遠い目をしている。

「あの頃ころは、楽しかった……」

　現実逃避すんな。

「……さーちゃん、だから勉強教えるって言ったのに。誠治せいじ君とゲームしたいって言って断るから──」

「サナ、そんなこと言ってないし！」

　気の毒そうな顔をした柊木ちゃんが思い出したように言う。

「追試は？　追試はあるでしょ？」

「そ、そうだけど……明後日あさってだし、もう、無理ぃ……」

「補習って冬休み中あるんだっけ。じゃあ、クリスマス会も難しい……？」

　柊木ちゃんの問いかけに、紗菜がクスン、と鼻を鳴らして返事をした。

「「「……」」」

　楽しい話し合いだったのに、一気にテンション下がっちまった。

　もう、余裕ぶっこいてるから……。

　自業自得とはいえ、さすがに俺もちょっと気の毒に思う。

　毎年冬休みは、この時期に買ったゲームをやり尽くすっていう楽しいものなのに。

「明後日なら今日と明日、まだ時間はある。さーちゃん、諦あきらめんな」

「さーちゃんって呼ばないで」

「紗菜に俺が教えるよ。勉強。一年レベルなら、まあ他人に教えるくらいワケないだろうし」

「うん。それがいいね。真田君なら、たぶんあたしよりきちんと教えられそうだし」

　その発言大丈夫なのか、柊木ちゃん。

「……じゃあ、誠治君、さーちゃんをお願い」

「おう、任せとけ」

「さ、サナ、兄さんに教わるなんてひと言も──」

「俺が一番最適なの。家一緒だし、付きっ切りで勉強できる」

「そ、そんなことしたら──サナ頭よくなっちゃう！」

「その発言がもう頭悪いんだよ」

　てか頭よくなっちゃダメなのか？

「これは、おまえのためだけじゃなくて、みんなのためなんだ。みんなで楽しくクリスマス会したいから。誰か一人欠けてもダメなんだ」

「うぅ……」

　このセリフが効いたらしく、紗菜はもう文句を言うことはなくなった。

「じゃ、善は急げってことで今日はまっすぐ家に帰って勉強しよう」

「うぅ……嫌なのに、そうも言ってられない……」

　ちょっとはやる気を出してくれたようだ。







　まっすぐ家に帰り、俺はさっそく紗菜の家庭教師をすることにした。

「何でサナの部屋なの？」

「勉強するのがおまえだけだからだよ」

　ふうん、あそ、と言って、教科書とノートを取り出す紗菜。

「今回の勝利条件って何？　何点取ればいいの？」

「補習を受けなくていいのは、追試で平均点以上が必要なの」

「そもそも何点だったんだよ」

「い、いいじゃない。赤点よ。赤点は赤点なんだから何点でもいいじゃないっ」

「って言うけどな、どこがわかってどこがわからないか、俺が知ってないと教えられないだろ」

　あ。あれが答案だな？

　クリアファイルに入っているそれが、鞄かばんからちらっと見えた。

「一〇点ちょっととかそんな感じだろ──」

　ひょい、とクリアファイルを取り出すと「うにゃあああ!?　ちょっと人のものを勝手に──」と紗菜が奪い返そうとするが、それをかわして、俺は中を検あらためる。

　数学の答案を見つけた。

　真田紗菜って書かれた右側に、赤く３って書いてあった。

「え。三点？　サンテン？？」

「あああああ!?　見ないでっ」

　シュバッと紗菜が答案をひったくった。

「おまえ、マジか……」

　ドン引きだった。

　我が妹の未来を真剣に考えるなら、もう補習に行ったほうがいいんじゃないかとさえ思った。

「こ、今回は『天の神様の言う通り』が不調だっただけだから！」

「『天の神様の言う通り』って、おまえ、どーちーらーにーしーよーうーかーな？　の、あれか」

「そうよ。高校受験のときに覚醒かくせいしたの。『天の神様』の力が」

「何の力覚醒させてんだ。それ使う時点でダメなんだって……」

「うるさいわよ。調子よかったら二〇点前後は取れるんだから！」

「結局赤点じゃねえか。『天の神様』以前におまえが絶不調だよ」

　先が思いやられる。筆箱を見てみると、鉛筆が数本入っていた。シャーペン使ってるはずなのに……。

　気になって見てみると、三角形や六角形の鉛筆がそれぞれあった。

　各面にＡＢＣとか１２３とか番号が振ってある。

　──選択肢に応じて各種揃そろえてる!?

　六角形の鉛筆にもアルファベットや数字が書いてあったけど、一か所だけ文字があった。

『もう一回振り直し』

　す、双六すごろく!?

「もぉー！　人の筆箱の中ジロジロ見ないで！」

「運に任せてるから赤点なんだよ……」

　英語の答案も似たようなもんで、スコアは７だった。

「全然違うじゃない！　倍以上も違うのに！」とか紗菜はぶうぶう文句を言っていた。

「一桁けたは一桁だろ……」と、俺はため息をついた。

「オッケー、わかった。俺はおまえを幼稚園児だと思って勉強を教えることにする」

「サナ、ＪＫなんですけど」

「んなこと知ってるわ」

　それくらいの覚悟で教えないとダメだろうなっていう俺の気構えの話だ。

　教えはじめると、案外理解が早い。

　紗菜ってやらないだけで、やればできる子なんじゃないか？

「兄さん、サナが補習回避したら、クリスマス遊んで。これが、体育祭のときのお願いってことでいいから」

　イブは一日中柊木ちゃんとデートで、二五日のクリスマスはこれと言って予定はなかった。

　それに、何でも言うことを聞くって話だしな。

「……まあ、いいよ。でも英語と数学の両方だぞ？」

「わかってる」

　ふんす、と気合を入れた紗菜が、数学の問題集を解き出した。

　一応柊木ちゃんに報告しておこう。

　紗菜の後ろでメールを打って送ると、すぐに『了解！』と返信があった。

　謎の集中力を発揮した紗菜は、夕飯までの時間を数学に。そのあとを英語の勉強に費やした。

　次の日も同じで、勉強をはじめると集中力は途切れることがなかった。

　わからないところを教えると、あっさりと理解してくれた。

「……イラスト描いてるときも、こんな感じで集中してるのか？」

「何でもいいでしょ」

　無言で問題を解いていると、「ねえ」と紗菜がノートに目線を落としたまま話しかけてきた。

「サナ、クリスマス……街をウロウロ歩きたい」

「補習を回避できたらな」

　うん、と小声で言って、紗菜はシャーペンを走らせた。







　そして追試当日。

　放課後、俺たち三人が待つ家庭科室に、どたばたと足音が聞こえてきた。

　バーン、と景気よく扉が開けられると、そこには紗菜がいた。

「今、サナは自分の潜在能力の高さに震えてるわ」

　中二病くさいことを言う妹は、二教科分の追試の答案を見せてくれた。

　平均点六二点の数学は六四点で、平均点五五点の英語は五八点だ。

　ぎ、ギリギリじゃねえか！

「よかったぁ……紗菜ちゃん、頑張ったんだね」

「と、当然よ。サナ、普段やらないだけでやったらスゴイんだから！」

「……さーちゃん、お疲れ様」

「ありがとう、カナちゃん」

　威張れる点数じゃねえけど、まあ、補習回避できたのはよかったよ。

　紗菜が肩で風を切って中に入ってくる。その足音が、ドヤ、ドヤ、ドヤァって聞こえるのはたぶん俺だけじゃないはずだ。

　フン、と偉そうに顎あごを上げて、さらっと髪の毛を払った。

「兄さん、何か言うことあるでしょ」

「テスト期間にゲームなんてしなかったら、こんなことになってなかっただろうに」

「う、うるさい。素直に褒ほめなさいよ！」

「お疲れ。頑張ったな」

「最初からそう言えばいいのに」

　小声で言うと、唇を尖とがらせた紗菜は顔を背そむけた。

　こうして、ようやく俺たちはクリスマス会の話し合いを進めることにした。
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　昨夜、ＤＶＤの忘れ物をした俺おれは、日曜日の朝早くから柊木ひいらぎちゃんちにやってきた。

　どうしてわざわざ朝早くやってきたのかっていうと、持っていったけど結局その映画は見なかったからだ。

　それだけならいいけど、パッケージを開けなかったことで、一抹いちまつの不安が残った。

　中身、ちゃんとパッケージ通りだったか？　って。

　俺が適当な性格のせいで、ＤＶＤやらＡＶやらがシャッフルされまくって、どれに何が収まってるのかさっぱりわからないのだ。

「今度取りに来ればいいよー」と柊木ちゃんは言っていたけど、早いに越したことはない。

　チャイムをピンポンと鳴らす。

　朝の八時。柊木ちゃん、起きてそうだなぁ。

　待っていると、扉のむこうでカチャンと鍵かぎを開ける音がした。

「……はぁい……」

　めっちゃ眠そうな声だ。

　ちょびっと扉が開くと、俺は見えるようにその隙間すきまに顔を出した。

「春香はるかさん、おはよう」

「えっ！　せ、誠治せいじ君っ!?」

　バタン！　と扉が閉められた。

「え、ちょ、何で!?」

　おかしい。思っていた反応と違う！

　常にウェルカム感満載で出迎えてくれるのに。

「きょ、今日はバイトの日でしょー？　ど、どうしたの？」

　何をそんなに慌あわててるんだ？

　俺に見られちゃマズイものでも……。あ。ま、まさか、違う男がいるとか……!?

　そんなわけ……そんなわけない……。

「どうしたって、こっちのセリフだけど！　何でいきなり閉めるの！」

「そ、それは……」

　言いにくそうに口ごもってしまった。

　お、おい……噓うそだろ、柊木ちゃん。

「よ、用件を聞かせて！」

　カチャカチャ、とドアチェーンをかける音がした。

　そんなに俺を入れたくないのか……。

「忘れたＤＶＤを取りに来たんだけど」

「わ、わかった、ソファのところにあるから、取ってくるね。待ってて」

「部屋に上がらせてほしいです」

「何で敬語？」

「うちの彼女が不貞を働いていることもなくはないので」

「そ、そんなことしてないから！　てか敬語やめてっ」

「じゃあ何でチェーンをしたり、俺を廊下に立たせっぱなしなの」


「うぅぅ……じゃ、じゃあ、三〇秒、三〇秒だけ待って！　チェーン外すから」



　何の時間だ？　間男をクローゼットに収納する時間じゃあ……。


　あぁぁぁぁ……バイトどころじゃなくなってきたぁぁぁぁ。



　もやもやしているうちに、ようやく扉を開けてくれた。

「お待たせ」

「春香さん、それどうしたの」

「何でもないの、何でも。えへへ」

　柊木ちゃんは、トンボみたいなでっかいサングラスとマスクをしていた。

　風邪かぜ気味？　昨日はそんな感じしなかったけど。それと、部屋の中でサングラス……？

　さっきはどっちもしてなかったような。

「ささ、上がって上がって。朝ごはんまだ？　じゃあバイトまで時間あるから作ってあげるね」

　なんかいきなりいつも通りになった。

　サングラスとマスクをしているから、いつも通りではないと言えばそうなんだけど。

　首をかしげながら、部屋へ上がる。

　念のため、トイレ、風呂ふろ、寝室、そのクローゼット。人一人が入れそうなところを調べたけど、何もなかった。

「じゃあさっきのは一体……」

　ちなみにＤＶＤは、珍しくパッケージ通りの映画のディスクが入っていた。

「風邪気味？」

「え？　ああ、うん！　そうなの、けほけほ」

　咳せきがわざとらしい。

「サングラスは？」

「この部屋、朝日が眩まぶしいから」

　いや、カーテンが日光シャットアウトしてるんだけど。

　怪しい……。風貌ふうぼうもそうだけど、いいわけが的を外している。




　待つこと一五分。

　トースト二枚とオムレツとサラダが出てきた。それが二人分。

「待っててね」

　ケチャップを逆手さかてに持った柊木ちゃんが、俺のオムレツに「しゅき♡」と書いた。

「こういうの、一回やってみたかったんだぁ」

　むふふと笑ってご満悦っぽいけど、表情がさっぱりわからない。

　いただきますと言って、食べはじめる。

　さすがにマスクが邪魔だったのか、それを取った。

「うん。オムレツおいし♪」

　自画自賛のできらしく、満足そうだった。

　その隙すきに、ひょい、とサングラスを拝借した。

「やっ、ちょ、何するのっ!?」

「何するのって……」

　両手で顔を覆っている柊木ちゃん。

「何で顔隠すの？」

「か、隠すよ、そりゃぁ。……す、スッピンなんだもん……」

　あー。そういうことか。ようやく腑ふに落ちた。

　いきなり扉を閉めたり、俺を入れさせないようにしたり、三〇秒待ってサングラスとマスクを装備したりしたのも、全部、それを俺に見せたくないための行動らしかった。

　思い返せば、俺は常に柊木ちゃんより先に寝て、あとに起きる。

　だから、今までスッピンを見たことはない。

「大丈夫、大丈夫。きっと可愛かわいいから」

「そんなこと言ったって、ダメなんだから。早くサングラス返して」

　く。おだててもダメか。

　かくなる上は──。

　ぐいっと両手を引っ張って、顔に貼りついた手の平を剝はがす。

「ふぎゃあ!?」

「ああー。なるほど」

　隠すからどんなもんかと思いきや、あんまり変わらない。


「やめてぇぇぇ、見ないでぇぇぇぇ」



　イヤイヤと首を振って柊木ちゃんは椅子いすの上でジタバタする。

　まあ、眉や目元、あとはリップがないから唇あたりは、メイク後に比べれば素朴というか、そっけないというか。

「肌もキレイだし、可愛いと思うけど」

「は、肌キレイ？　ほ、ほんと？」

　この誉ほめ言葉はクリティカルヒットしたらしい。イヤイヤをやめて、まじまじとこっちを見つめた。

「うん。本当。あと、隠されると余計に好奇心が刺激されるんだよ、スッピンの先生」

「先生じゃなくて今はスッピンの春香さんだから」

「隠すような素顔でもないと思うけど」

「誠治君には、最高のあたしを見てほしいから、スッピンはダメ、絶対」

「あんまり変わらないような」

　スッピンもメイク後と同じくらい可愛いと遠回しに伝えたかったけど、これは逆効果だったらしい。

「いや、変わるから」

　低い声で真顔。そしてスッピン。迫真の表情だった。

「は、はい。すみません……」

　俺が謝っている隙に、柊木ちゃんは光の速さでサングラスを奪還して、すぐに装備する。

「サプライズで来てくれたことは嬉うれしいんだけど、女の子は準備があるんだから。めっ」

　つん、と鼻をつつかれる。

「了解」

「わかったのなら、よし」

　こうして、俺はバイトに出かけるまでの時間、朝食を柊木ちゃんと食べながら、まったりと過ごした。

「誠治君が見たいって言うんなら、見せてあげなくもないんだからね」

　と、ツンデレみたいな発言をしていた。
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「へえ。ここが先生の家」

「……案外、こぢんまりしてる」

「そ、そうだなー」

　手渡された地図を元に、俺おれと奏多かなた、紗菜さなの三人は、柊木ひいらぎちゃんちにやってきた。

　もちろん、俺はそんなのなくても全然大丈夫だけど、ここははじめてやってきたっていう体でいないといけないので、発言がやや棒読みになりがちだった。

「……いいのかな。お邪魔しちゃって」

「準備してろって言うんだから、いいんじゃないの」

　紗菜はそう言いながら、手に持った鍵かぎを見る。柊木ちゃんちに入るためのものだ。

　家庭科部のクリスマス会当日。開催場所は、なんとこの柊木ちゃんち。

　四、五人くらいいても窮屈じゃない広さの部屋だし、開催すること自体に問題はないけど、俺が頻繁ひんぱんに来ている──なんていう証拠らしき何かがあったらかなりやばい。

　だから、土曜日に来たときには、それらしき証拠がないか目を皿のようにして探した。

　痕跡こんせきはなかったように思うけど、どうにも不安だ。




　どうしていつもの家庭科室でないのかと言うと──。

『調理実習が放課後まで長引きそうっていうのと、他の部活の子たちが使いたいって言うから、ふたつ返事でいいよって言っちゃったの。ごめんね』

　と、柊木ちゃんは説明して謝った。




　家庭科室が家庭科部の独占状態だったから、たまにはいいだろうと許可したようだ。

「先生、早く帰ってこられるといいけど」

　紗菜がぼそりと言って鍵を使って中に入る。それに、俺と奏多も続いた。

　夕方五時。もう外は暗い。

　期末テストと、その皺しわ寄よせで仕事が山積みなんだとか。

『先に準備してて。先生も、終わり次第即帰るから！』

　とかなんとか言ってたけど、大丈夫かな。

「……お邪魔します」

「しまーす」

　奏多が礼儀正しくお辞儀をして、紗菜が適当に言う。

　リビングに入ると、見慣れた間取りの部屋が、クリスマス仕様になっていた。

　きらびやかな飾りと小さめのツリーがテレビの横に置いてある。

　今週は忙しいってずっとボヤいてたくせに、こういうことはきちんとやるんだから。

「これ、先生が全部自分でやったのかしら」


「…………独身女性が、夜な夜な一人でクリスマスの飾りつけ。想像するだけで……」



「切なくなる言い方すんなよ、奏多」

　やれやれ、と俺は持たされていたホールケーキを冷蔵庫に入れる。あらかじめ予約していて、来る途中に受け取ったものだ。

　冷蔵庫の中には、ひと口大の鶏肉……揚あげたらすぐ唐揚げになるやつがある。他にはポテトサラダ、ナポリタンなどなど、パーティ料理が満載だった。

　コンロの上にある鍋は、たぶんスープだろう。

「めちゃくちゃ準備してる……」

　手間賃や材料費込みで五〇〇〇円は出してもいいくらいの量だ。

「……誠治せいじ君」

　うおわあ!?

「ど、どうした、奏多。いきなり……」

　奏多が一番怖こえぇんだよな。洞察力や観察眼がすごいから。

「……チャイム鳴ってる」

　へ？　そういや、さっきからピンポンって何度も……。

　柊木ちゃんが帰ってくるにはまだ早いだろうに。

　宅配か何かかと首をかしげていると、せんぱぁ～い、と大声が聞こえた。

「むっ。あの声は──！」

　眉まゆをひそめた紗菜が足音を鳴らして玄関へと行く。

「ちびっ子。何であんたがここに──」

「柊木先生に訊きいたら、ここで皆さんがクリスマスパーティをするとお伺うかがいしましたので。ボクも混ざってもいいと言ってくれました」

「今日は、家庭科部のクリスマス会なんだから。部外者はゴーホームよ！　ハウス！」

「嫌です。家主さんの許可を得ているのだから、あなたの指図は受けません」

「ぐぬぬ……このませガキ……！」

　あの声とやりとり、間違いなくちびっ子バージョンの怜れいちゃんだ。

　とてとて、と軽かろやかな足取りで廊下を走った怜ちゃんが、こちらへやってきた。

「せんぱーい♡」

　腰に抱きついてくる。小学生の怜ちゃんはちっちゃくていいなー。

　大人怜ちゃんが同じことをすれば、俺は迷わず回避するだろうし……なんていうか、自分のアドバンテージをわかった上でフル活用してくるなぁ。

　気持ちいいくらいの徹底っぷりだ。

「ボク、先輩と一緒に今日を過ごしたくてここまで来たんです。もうお外も暗くて……」

　困り顔をしながら、うるうる、と瞳ひとみをうるませてみせる怜ちゃん。

　ああ、なんてあざといんだ。わかった上でやってるんだから恐れ入る。

「よく来たな」

「はい。なでなでしてください」

　はいはい、と差し出してきた頭をリクエスト通りに撫なでる。

　その後ろで、紗菜が青筋を立てていた。

「兄さんから離れなさいよ」

「久しぶりに会ったんですから、ちょっとくらいいいじゃないですかー」

　ぶうぶう、と唇を尖とがらせる怜ちゃんが、俺を盾たてにするようにくるっと回り込む。ちょん、と服をつまんで、ひょこっと顔を出してみせる。

　この立ち回り……もう年季が入ってんな。『あざとい』のベテランだわ。

「こんの……！　離れろって言ってるのに……！」


「……誠治君、準備が進まないから、このガ…………子供、どうにかして」



　ガキって言いかけただろ、今。
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　けど、準備って何だ？

　柊木ちゃんから受けた指令は、予約したケーキを受け取って、冷蔵庫に入れる。その程度の準備だった。

「ボクも準備があるんでした」

　ぱちん、と手を叩たたいた怜ちゃん。ランドセルを背負ったまま、リビングから出ていく。

　怜ちゃんも準備？

「……さーちゃんも、早く」

「そうね」

　ぶすっとした表情の紗菜が、鞄かばんから服らしきものを取り出した。

「兄さんはこれね？」

　渡されたのは、パーティ用のお手軽コスプレ衣装。

　何かと思えば、ツリーの衣装だった。

　人ですらねえのかよ。

「サナたちも着替えるから、それで先生を驚かせましょ？」

「そういうことなら」

　他に何のコスプレがしたいかって言われれば、何もないんだから、まあツリーでもいいか。

　茶色の服に、緑色の末広がりなマント。ツリーの頂上付近を模した被かぶりもの。

　ま、こんなもんか。ザ・ネタ衣装って感じだった。

「……さーちゃん、やっぱりいい。それ、とってもいい」

「そ、そうかしら……？　そう言われると、嬉うれしいかも……」

　寝室のほうから、二人の会話が聞こえてくる。

　すぐに二人がリビングに戻ってきた。


「……ど、どぉ……？　これ、ちょっと恥ずかしいんだけど……」



　もじもじする紗菜が、目をそらしながら言う。

　どこかで見たことがあるなーと思ったら、アイドルグループが着ているクリスマスソング用の衣装だった。

　めちゃくちゃ短いスカートに、ニーソックス。白いブラウスにケープ？　らしき上着。

　いずれもクリスマスカラーだ。

「相変わらず細いなぁ」

　手を胸にやって、紗菜が体を捻ひねる。

「またディスってるんでしょ」

「ディスってねえよ。褒ほめてるんだよ。似合ってる」


「…………なら、いいけど……」



「本物のアイドルみたい」

「っ!?」

　顔を赤くしておろおろすると、紗菜はソファに座った。その隣に、奏多が座った。

「……誠治君も、よく似合ってる」

「どうも」

　奏多は……クリスマスプレゼントのコスプレだった。

　ネタ枠もう一個あった!?

　白くて大きな袋みたいな服に、プレゼントの箱らしき被りもの。一番上にリボンがついているので女の子用っぽく見えなくもないけど、そういう理由でついているリボンじゃないんだろう。

「俺よりも強いな、その衣装……」

「……うん。誠治君が霞かすむように調整しているから」

　何でだよ。ま、いいけど。

「お待たせしましたぁ～」

　怜ちゃんもリビングに戻ってくる。

　こちらはワンピースのサンタ衣装。

　ロリぃサンタさんだ。

　ただ、裾すそはめちゃくちゃ短い。

「先輩にぃ、愛という名のプレゼントを持ってきました」

　ちゅ、ちゅ、ちゅ、と投げキスを連射するロリサンタ。

「はい、どうも、どうも」

「ああ～ん、なんか対応がおざなりですぅ」

　それでも、構ってもらえるのが嬉しくてたまらなさそうな怜ちゃんだった。

　尻尾しっぽがあったら、めちゃくちゃ振られてただろうな。

　それから、すぐに別の人が入ってきた。

「メリークリスマス！」

　柊木ちゃんだった。

　仕事いいのかよ。さては、片付いてないまま来たな？

　柊木ちゃんもサンタの衣装を着ている。

　赤い帽子に、ふさふさの白い髭ひげ、真まっ赤かな服とズボン。足元はブーツ。

　クラシカルなやつきた!!

　紗菜や怜ちゃんみたいに、可愛かわいく見える衣装はあっただろうに。

「みんなにプレゼントを持ってきたのじゃよ」

　みんながポカンと見守っている。

「ふぉふぉふぉ。はいどうぞ、じゃよ」

　キャラを崩すまいと頑張ってるぞ……。

　柊木ちゃん、そこまでガチじゃなくていいんだよ。

　怜ちゃん、俺、紗菜、奏多の順で、白い袋からプレゼントを出して渡していく。

　包装紙を取ると、中はスナック菓子の詰め合わせだった。

　あ。地味に嬉しいやつだ。

「ふぉふぉふぉ」

　笑い声を残して、柊木ちゃんサンタは去っていった。

　どうやら、柊木ちゃんのサンタ知識は、笑い声とプレゼントを渡すことと語尾が「じゃよ」の三つらしい。

　出ていくと、すぐに戻ってきた。

　今度は、いつもの服装の柊木ちゃん。

「みんな、お待たせー。あれ、そのプレゼント……もしかしてサンタさん来たっ？」

　キラキラとした表情で、白々しいことを訊いてくる柊木ちゃん。

　おいおい、噓うそだろ……。

「先生……」

「……あのクオリティで？」

「ええっと」

　紗菜、奏多、怜ちゃんが、ぼそっと言う。




「「「バレてないと思ってる……!?」」」




「よかったね！　プレゼントもらえて」

　ま、眩まぶしい……。純粋過ぎる笑顔が。

「遅くなってごめんね。ちょっと待ってて、すぐお料理の準備するから！」

　止まっていた時が動き出し、女子三人が手伝いを買って出て、夕飯の準備をはじめた。

　俺も手伝おうとしたけど、かえって邪魔になりそうだったので、紗菜が余計なことをしないように見張ることにした。

　もしかすると、この空間で一番純粋なのは、柊木ちゃんなのかもしれない。

　サプライズしたはずが、色んな意味でサプライズを受けた俺たちだった。
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　夕食の準備が整うと、テーブルにはパーティ料理がたくさんのった。

　こういうのを見るだけで、少し楽しい気分になる。

　各自席に着いて、ワイングラスに入った飲み物を受け取る。中身は冷蔵庫にあったシャンパン風のジュースだ。

　これが出てくると、いよいよクリスマスって感じがする。

　ちなみに柊木ひいらぎちゃんが持っているワイングラスの中は、さっき自分でコルクを抜いたスパークリングワイン。

「メリークリスマス」

　いえーい！　とテンション高めに柊木ちゃんが言うと、それに遅れること二秒ほどで、俺おれたちもグラスをチン、と合わせる。

　ちびりと久しぶりにシャンパン風ジュースを飲む。

　あー……なんか懐なつかしい気分になるな、これ。

「せんぱぁーい、ボク酔っちゃいましたぁ」

　こてん、と隣に寄り添ってくる怜れいちゃん。

　やっぱ、怜ちゃんはブレないな。現代でも同じことするし。

「怜ちゃん、これ──」

「これ、ジュースだから。酔わないから！」

　俺が言う前に紗菜さながツッコみを入れた。

「雰囲気に酔ってるんですぅー。そんなこともわからないんですかぁー？」

「うきー！」

「小学生相手に、やきもちなんて、妹ちゃんは、可愛かわいいですねぇー？」

「バカにされてる……！　それと、やきもちじゃないから」

　俺の右側と左側で売り言葉に買い言葉の応酬がはじまった。

　仲いいなぁー、この二人。

　向かいに座った柊木ちゃんは、それを楽しそうに眺めている。その隣の奏多かなたは、料理に舌鼓したつづみを打っていた。

「先生、仕事山積みなんじゃないの？」

「ふふふ、真田さなだ君。先生を甘く見ないで？　これでも、先生はデキる先生なんだから」

「具体的には？」

　それを言うと、無言で汗をたらたらと流す柊木ちゃん。


「…………本当は、いっぱいあります……。お仕事……。二五日に、休日出勤して、なんとかします……」



　ずずーん、と柊木ちゃんの周囲の空気が一気に重くなった。

　そんなことだろうとは思ったけど、余計なこと訊きいちまった。

「……先生、どんまい」

「ありがとう、井伊いいさん」

　ぐいっとグラスを呷あおって、「んふー」と変な声を出す柊木ちゃん。

　そんなビールみたいなノリで吞のんだらすぐに酔っぱらうぞー？

　とは思っても口にはしない。

　普段から吞んでいる姿を見慣れているみたいだから。

　奏多がボトルを手にして、柊木ちゃんのグラスに注そそいでいく。

「……先生、まあまあ、どうぞどうぞ」

「いやいや、すみませんねぇ」

　向かいの席だけ昭和の居酒屋みたいになってる。

　ワイングラスにワインを入れているのに、徳利とっくりとお猪口ちょこみたいに見えた。

「先輩のほうにある、唐揚げ取れないですぅー」

　怜ちゃんが困り顔で言うと、いいこと思いつきました！　と俺の膝ひざの上に乗ろうとする。

「ちょっと、こら、怜ちゃん。何してんの」

「ここなら、唐揚げ取りやすいので」

「サナが取ってあげるから、自分の席にいなさい。兄さんの邪魔になるでしょ」

「先輩、ボク、邪魔ですか……？」

　怜ちゃんが、チワワみたいに目をうるませて俺を見上げてくる。

　純粋じゅんすい面づらが本当に上手だな、怜ちゃんってば。

　何と言えばいいか困っていると、紗菜が、

「連絡するわよ。保護者──お母さんに」


「…………」



　よいしょ、と怜ちゃんは俺の膝から下りて、自分の席に戻った。

「何？　お母さん怖いの？」

「悪さをすると、連行されてしまいます……」

　厳しいご家庭らしい。

「柴原しばはらってこのあたりじゃ珍しいから、調べたのよ」

　フフフ、と紗菜が得意げだった。

「どこの柴原さんかと思ったら、あんたのお父さん、市議会議員さんなのね？」

「ううう……ここに貧乳のＣＩＡがいます……」

「ひと言多いわよ！」

　なるほど。

　だから品行方正なお嬢様でいなくちゃいけないらしい。

「先輩……ボクと結婚すれば、父の議員秘書になれて、ゆくゆくは父の政治基盤を継いで先輩が議員さんになれるんですよ？」

「クリスマスに生臭い話はやめろ」

「でもまあ……逆玉ぎゃくたまの輿こし具合でいうと、議員レベルじゃ負けちゃい──ふにゅ」

　がしっと片手で口を塞ふさいだ。

　それ以上はこの席では言っちゃダメだぜ、お嬢ちゃん。

「あれ──みんな、服どうしたの？」

　本当に今ようやく気づいたかのように、柊木ちゃんが声を上げた。

「先生……それ、帰ってきて最初に言うことなのに」

「だって、それどころじゃなかったんだから──こほん」

　咳払せきばらいをしてその先を言わないようにした。

　みんな知っているのに、サンタに扮ふんしてプレゼントを配ったのは何があっても隠したいらしい。

　あ、怜ちゃんがいるからか？

　プレゼントはみんな同じ。お菓子の詰め合わせ。怜ちゃんを基準に考えれば納得だ。

「せっかくだから、写真撮りましょ」

　柊木ちゃんの鶴の一声で、写真撮影をすることになった。

「じゃこれで撮ろうかな」

　柊木ちゃんが、少し前に買ったデジカメを持ってきた。

　デートの度にあれこれパシャパシャと撮っているやつだ。

「じゃ、俺が撮るよ」

「何で先輩が撮るんですかー」

　呆あきれたように怜ちゃんが笑って、手を差し出してきた。

「デジカメ、ください。先輩は真ん中ですよ。早く早く」

「え──」

　みんな同じことを思っていたらしく、怜ちゃんが撮影することに異論は出なかった。

　仕方なく、空けてくれた真ん中の席に収まる。

「はい、チーズ」

　一枚、二枚、と写真を撮っていく怜ちゃん。

「あ、あの……サナの携帯でも、撮って、ほしい」

　携帯を操作して、怜ちゃんに渡す紗菜。

「ぷぷ。今どきパカパカする携帯って……化石……」

「これ、今年の三月に買ったやつよ？　化石って……」

　現代ではハタチの怜ちゃんからすると、ガラケーってのは骨董品こっとうひんみたいなもんなんだろう。

「うわぁ……画像粗あらっ。時代感じます～」

　スマホの高品質カメラと高画質に慣れてたら、ガラケーのそれらはまだまだだもんな。

「あのちびっ子、何言ってるのかしら」

　俺以外は、みんな首をかしげているようだった。

「あっちなら一枚撮れば、みんなでシェアできるのに。ほんと、不便な時代なんですね」

　と、怜ちゃん、マウント取り放題だった。

　そんなことを口で言いながらも、怜ちゃんは、渡されたみんなの携帯で写真を撮ってくれた。

　デジカメにセルフタイマー設定があったので、全員バージョンも撮っておいた。

「それじゃあ……次は、兄妹きょうだいで撮ります？」

「それは──」

　俺が拒否しようとしたら、下を向いたままの紗菜が、ぎゅっと服を摑つかんだ。

「……おっけー、いいぞ。ドンとこい」

「兄さんってば……ほんとシスコン……」

　小声で言ったそれは、奏多と柊木ちゃんに聞こえていたようで、二人とも何とも言えないニマニマした表情をしていた。

「先生と奏多さんはフレームアウトお願いします」

　返事をした二人が俺と紗菜から少し離れる。

　はい、チーズ──とデジカメで写真を撮った。さらに紗菜の携帯でも撮った。

　デジカメか携帯のどっちかでよくね？　と思ったけど、あとで柊木ちゃんがまとめてプリントアウトしてくれるらしく、現物の写真とデータの両方が紗菜は欲しかったらしい。

「見せて」

「はーい」

　デジカメの写真を確認する紗菜。

「……ふうん……」

　ちらっと俺を見てきた。

　ん？　何だ？　俺、変な顔してたか？

「あの、どうかしました？　撮り直します？」

「ううん。あんた、結構上手に撮るじゃない」

「誰だれがやっても同じですってば」

　不服そうな顔で、紗菜が向こう側を指差した。

「兄さん、あっちに行って。撮ってあげる。ちびっ子とツーショット」

「え？　どうしたんですか、嫉妬しっとの鬼が」

　嫉妬の鬼って。

「別に、何でもいいじゃない」

　それ以上は言わないけど、紗菜なりに、何か恩に感じるものがあったらしい。

　俺が怜ちゃんの隣に行くと、さっそく腕を絡からめてきた。

「じゃあ、お言葉に甘えて……♡」

「……ッ」

　ピクピク、と紗菜が眉まゆを動かしている。けど、自分で言った手前、自重じちょうを促うながすのも憚はばかられたようだ。

「せんぱぁ～い、ちゅーします？　ちゅー」

「しねえから」

　めちゃくちゃ唇を尖とがらせて顔を寄せてくる怜ちゃんの顔に、俺はアイアンクローをして距離を取った。

「ああ～ん、先輩のいけずぅ。じゃあ、お姫様抱っこ♡」

「まあ、それくらいなら……」

「……ッ」

　紗菜がブルブル震えている。メキッとデジカメが軋きしんだ。

「あ、紗菜ちゃん。デジカメははじめて？　そんなに力入れなくても、写真撮れるよ？」

　柊木ちゃん、そういう意味で力入ってるんじゃないから。

「……プ。いや、それ違……ふ、ふふ……ふふ、ふふふ……」

　奏多は椅子いすの上で抱えた膝に顔をうずめている。爆笑したいのを堪こらえているらしい。

「紗菜ちゃん、左手は添えるだけだよ」

「先生、その助言が使えるの、バスケだけだから」

　ついにズレたアドバイスに面と向かってツッコみが入った。

　怜ちゃんをお姫様抱っこしてあげる。めちゃくちゃ軽いので、簡単に持ち上がった。

　パシャパシャと適当に何枚か撮った紗菜は、うんざりしたようにデジカメを柊木ちゃんに返した。

「楽しみだね、写真ができあがるの」

　柊木ちゃんがニコニコしながら言うと、怜ちゃんはうっとりした表情をした。

「ボク……あの写真だけで一〇年は生きていけます……」

　愛人志望はメンタル強つえぇな。

「そ、そうね。楽しみ、かも……」

　少しだけ頰ほおを染めた紗菜は、小声でうなずいた。
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　クリスマスケーキを食べた頃ころには、イイ感じに柊木ひいらぎちゃんができあがってしまった。

「先生もねぇ、大変なのです……」

　ぺちゃん、とテーブルに突っ伏して、奏多かなた相手に、何か愚痴ぐちを言っている。

「うん。大変そう」

「わかるぅ？　わかってくれりゅぅ？」

　奏多はいい聞き役みたいだ。

　あれだけあった料理も、今はほとんどが空になり、あとは片付けを残すのみとなった。

　怜れいちゃんと紗菜さなは仲良くなったらしく、二人で何かしゃべっていた。

「じゃあ、何もしてない俺おれが片付けをしようかな」

　準備って言っても、ケーキを運んだだけだし。柊木ちゃんには頭が下がる。

　このクリスマス会に、並々ならぬ情熱を感じた。

　コップと皿を回収し、流しに持っていき、皿洗いをする。

　誰だれかと過ごすのは面倒だってずっと思ってたけど、なんか、こういうのなら悪くないなって思った。

「怜ちゃん、そろそろ時間やばいんじゃないの？」

　時間は、夜八時を過ぎたところだ。

「そ、そうですね……ボク、そろそろお暇いとましないと……お母さんが……」

　半分寝てる柊木ちゃんが、お暇の単語に反応して、ゆっくりと手を振っている。

「先生、そんなとこで寝てたら風邪かぜひくわよ？」

「ううん……だいじょーぶ。あったかいから……」

　それ、今だけのやつ。

　心配なので、紗菜と奏多にも手伝ってもらい、寝室に柊木ちゃんを運んだ。

　ベッドに寝かせ、布団ふとんをかける。すぐにすやすや、と寝息を立てはじめた。

「……すごく吞のんでたね、先生」

「まあ、忙しいのは本当みたいだから、今日もかなり無理して切り上げたんだろ」

「子供みたいな人ね、先生って」

　くすくす、と紗菜が笑う。

　片付けも終わったので、俺たちは元の服装に着替え、怜ちゃんと一緒にお暇することにした。

　鍵かぎを外からかけて、郵便受けに入れる。こうしておけば、大丈夫だろう。

　こうして、家庭科部のクリスマス会は無事に終了した。







　翌日。クリスマスイブの二四日。

　密ひそかに家を抜け出した俺は、予定通り、柊木ちゃんちへとやってきた。

「先生ー？」

　チャイムを鳴らしても、扉をノックしても、全然出てこない。

　携帯に連絡をして、ようやく目が覚めたところだったらしい。

『い、今、起きた……あ、頭が、い、痛い……』

「完全に二日酔いだ」

　昨日、あんなに吞むから。

　ボトルを見たら、半分くらいなくなっていた。

　柊木ちゃんの限界は缶ビール二本と缶チューハイ一本分くらい。

　昨日は大幅にハメを外していたことがよくわかる。

『ごめんね……待ってて、今開けるから』

　そう言ってすぐに、扉が開いた。

　恰好かっこうは昨日の服装のまま。あのままベッドでずうーっと寝ていたようだ。

「おはよう、誠治せいじ君」

　中に入ると、玄関口でぎゅっと抱きしめられる。

　ううん……朝っぱらから暴力的なおっぱいですこと……。

「おはよう、春香はるかさん」


「おはようの、ちゅーーーー」



　むわわわあん、とアルコールのにおいがした。思わずキスを回避してしまった。

「ぶはっ。酒くさ」

「噓うそぉ……」

　そりゃそうか。完全に二日酔いなんだから。

「今日は、お出かけプランをいーっぱい考えてたんだけど──」

「二日酔いの頭痛でしんどいんでしょ？」

「う……何でわかるの」

　顔色が悪いからだよ。

　昨日の宴会場であるリビングに行く。

「気分は？　悪くない？　気持ち悪くないんだったら、まあ、昼過ぎくらいまで様子見よう」

「手慣れてる……」

「水飲んで。いっぱい」

「手慣れてる……」

　自分で用意したミネラルウォーターを、ごきゅごきゅと飲んだ柊木ちゃん。ソファに座った俺の膝枕ひざまくらで横になった。

「クリスマスっぽくない……」

「誰のせいだよ」

「ご、ごめんねぇ……ハメ外し過ぎちゃって」

　うるるる、と涙ぐむので、頭を撫なでて慰なぐさめた。

「楽しかったんだろうなって、見ててわかったから」

「ああいうふうに、誰かとクリスマスパーティするのって、はじめてで。ちょっと憧あこがれてたの」

「こういうクリスマスも、なくはないか」

　いつもとあんまり変わらないけど。

「ううん。夜は、お出かけするよ？　意地でも」

「え？　でも二日酔いは」

「治るから。絶対」

「その根拠のない自信を信じることにしようかな」

「うん。任せて。……でも、本当はこんははずじゃなかったのにぃ……オトナな春香さんを演出するつもりだったのに」

　俺の膝の上でメソメソする安定のポン＆コツな柊木ちゃんだった。

　昨日撮った写真を見返したり、テレビのクリスマス特番を見たり、まったりと昼を過ごしていく。

「治った。もう、完璧に、治った」

　むくりと起き上がると、そんなことを言った。

　顔色は朝よりかなりいいから、万全じゃないにせよ、及第点くらいの体調には戻ったようだ。

「それは何よりで」

「誠治君の膝パワーだね」

「二日酔いに効くのかな」

「ううん。二日酔いじゃなくて、あたし個人にだけ効くの」

　はにかみながら言う。

　聞いているこっちまで恥ずかしくなるセリフだった。

　シャワー浴びてくるー、と言い残して、リビングを出ていった柊木ちゃん。

　そうこうしているうちに、夕方の五時になろうとしていた。

「お出かけの準備しなきゃ」

　風呂ふろ上がりの柊木ちゃんは、俺に素顔を見せないようにタオルで隠して、さささ、とリビングを素通りし寝室に入る。

　相変わらずそこは鉄壁なんだな。

　さらに待つこと三〇分。

「お待たせ！」

　余所よそ行きモードのパーフェクト柊木ちゃんが寝室から出てきた。

「……どこ行くの？」

「ふふふ。それは行ってからのお楽しみってことで」

　車のキーをくるくると上機嫌に回しながら、俺たちは家をあとにして、車に乗り込む。

　行き先については、ちょっとしたサプライズも兼ねているみたいなので、訊きかないようにしよう。

「レストランの予約をしていたのです」

「自分から言っちゃうのかよ」

「だって、言いたくなっちゃって」

「クリスマスに予約したレストランで食事か……」

　ベタベタなデートだけど、ベタ過ぎて敬遠しがちといえばそうかもしれない。

「一周回って逆にあり」

「でしょー？　楽しみだなぁ」

　だから今日はちょっとめかし込んでるのか。

　大人が行くレストランで、俺浮いたりしないか？

　スーツっぽく見えるカジュアルジャケット着てるから、服はまあなんとかなるか。







　安全運転で走行すること約三〇分。

　目的地にやってきた。

　そこは、ホテルの高層階にある『君の瞳ひとみに乾杯』とかやりそうなレストランだった。

　車は、地下の駐車場に停めてある。

　予約していることを柊木ちゃんがウェイターに伝えると、こっちを一瞬奇異な目で見られたけど、窓際の席に案内された。

「わぁ……夜景、綺麗きれいだね」

　街一帯を見下ろせるほど高い場所にあるレストランからは、色とりどりの星粒みたいな光が暗闇で輝いている。

　思った通りのコース料理のフレンチで、次々に皿が出てくる。

　これ、結構なお値段するんじゃないのか？　と、俺みたいな小市民は思わず気にしてしまう。

　柊木ちゃんは、ワインと料理を楽しんでいる。昨日みたいな吞み方じゃなくてよかった。俺はウーロン茶。ときどきオレンジジュース。

　フレンチは庶民の俺の口に合わないのでは、と思ったけど、これが普通に美味おいしい。

　中身がアラサーだから、味覚的にちょうどよかったのかもしれない。

　他愛もない話をしていると、あっという間に料理が出尽くし、ラストオーダーの時間になった。

「このあと、どうするの？」

　全然気にしてなかったけど、吞んでるんじゃ、帰れないぞ。

「内緒♡」

　ってことはプランがあるのか。冬空の下、途方に暮れる心配はしなくてよさそうだ。

　支度したくをして席を立ち、柊木ちゃんがお会計を済ませてくれる。

　……ちらっと見えた額は、結構なお値段だった、とだけ言っておく。

「春香さん、いいの？　俺出さなくても」

「いいの、いいの。あたしが勝手に決めてやってることだから」

　エレベーターに乗り込むと、柊木ちゃんは、一階のボタンを先に押した。

　ああ、なんとなく、このあとどうなるのか予想がついた。

　果たして俺の予想は大当たりだった。

「予約していた柊木です」

　ロビーの受け付けでそう言うと、鍵を渡された。３５０５とある。

「お部屋は三五階にございます」

　さっきのレストランよりもさらに上の階だった。

　案内を受けた俺たちは、再びエレベーターに乗り込む。

　何も言わない柊木ちゃんは、ぎゅっと俺の手を握った。

　エレベーターが停まり、部屋を探すとすぐに見つかった。

　真っ白なシーツが敷いてあるダブルベッドがどんと置かれ、開けられたカーテンの向こうにはレストランのそれを凌しのぐ夜景が広がっていた。

「いつの間にこんなことを計画してたの？」

「先月くらいから！」

　結構前だな。

　俺から離れると、ばふん、とベッドに倒れる柊木ちゃん。

「……誠治君」

　はい、と両手を広げて、俺の受け入れ態勢を整えた。

　……俺たちは誕生日にしたっきりで、二回目がまだだった。きっかけがなくて、機会を逃していた。拒否されたら怖いから、ぐいっと一歩踏み込む勇気が持てなかったのだ。

　ゆっくりと、柊木ちゃんの上にかぶさるように、俺もベッドに倒れる。

　触れるだけのキスをはじめに交わすと、それが徐々に激しくなっていった。

　小さく乱れる柊木ちゃんの吐息が、どんどん熱っぽくなっていった。

　俺の上着を脱がそうと、柊木ちゃんが手をかける。

　俺も、反撃するように少しずつ少しずつ、服を脱がせていった。

　顔を強張こわばらせたまま、柊木ちゃんは息を一度吞み込んだ。

「どうかした」

「ううん……まだ、ちょっと、恥ずかしくて……っ」

　そっと胸を触る。




「ん、んん……っ」




　唇を甘嚙あまがみして、眉まゆをひそめた。

　続けると、体が反応するせいか足をくねらせた。

　そのたびに、シーツの衣擦きぬずれの音が聞こえた。




「……っ、うん……」




　はっきりと、柊木ちゃんがうなずいた。

　何の首肯しゅこうかなんて、尋ねる必要はないだろう。

「春香さん、愛してる」

「あたしも。誠治君、愛してる」
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「ごめん、俺おれ、プレゼント何も用意できてなくて──」

「ふふ。いいのいいの」

　もう深夜になろうかという時間。

　裸の柊木ひいらぎちゃんは、鼓動に耳を澄すませるかのように、俺の胸に頭をのせている。

「今日まで無事にお付き合いできているのが、プレゼントってことで」

「それでいいの？」

「うん」

　裸同士でくっついていると、人の体温ってあったかいんだなってよくわかる。

「明日は学校で仕事しないとね」

「あ、今日は考えないようにしてたのにぃ」

　むう、と膨ふくれた柊木ちゃんは、俺の胸のあたりをつねった。

　薄暗い部屋でこそこそと二人で他愛もない話をしていると、いつの間にか眠っていた。







　翌朝。

　身支度みじたくを整えてホテルをチェックアウト。

　タイムリープ前でも泊まったことがないような部屋で、文字通り人生初の体験だった。

　これに対してお返しをしないってのは、なんだかなぁ。

　地下の駐車場で車に乗り込み、柊木カーは帰路を進む。

「お料理もワインも美味おいしかったし、部屋もすごかったから大満足……♡」

　ほくほく顔で、昨日のことを回想して、あの料理はこうで、このワインはこうで、と楽しげに話す柊木ちゃん。

　俺もあれこれ思い出して、その一番を話す。

「でも、一番すごかったのは……」

「うん？　何？」

「あ、いや、何でもない」

「えー、何？　気になる」

　いや、これ言うと大変なことになりそうだけど……。

　まいいか。

「春香はるかさんも、すごかったよ」

「あたし？　何が？」

「その……ベッドのあれこれと……体」

「っっっ!?」

　ぼふん、と隣で柊木ちゃんが顔を真まっ赤かにした。

「え、せ、誠治せいじ君は暗視ゴーグルでもつけてたの？」

　なわけねえだろ。どこの特殊部隊だ。

「暗がりは、ほら、しばらくすると目が慣れてくるし……昨日は月明かりも入ってたし」

「ま、丸、丸、マル、丸見えだったと……？」

　車がグイングインと蛇行だこうしはじめた。

「危ない、危なっ、落ち着いて柊木ちゃん!?」

　や、やばい！　だから言うのをやめたのに！

　がしっと、隣でハンドルを握って、通常運転になるようにハンドルを動かしていく。

「ふ、普通の体、でし……」

　嚙かんでる。

　あれが普通って、どんな基準だよ。

　ふしー、ふしー、と呼吸しながら急速冷却中の柊木ちゃん。

「経験回数は俺と同じなのに、妙に……」

「い──い、いっぱい勉強したのっ。もう、いいでしょ、この話はっ」

　頰ほおを染めながら口をへの字にする柊木ちゃん可愛かわいい。

　これ以上からかうと、本気で事故りかねないので、俺もそれ以上は追及しなかった。

「一回目は、誠治君任せだったから……そ、それで！　年上としてもっとしっかりしなきゃと思ったのですっ」

　あ、やけくそになってる。思わず俺は笑ってしまった。

「何がおかしいのー？　んもう」

　と、柊木ちゃんは怒ったような演技をしてみせて、それから笑った、







　柊木ちゃんちの駐車場に到着し、そこで俺たちは解散することにした。

「紗菜さなちゃんとのデート楽しんでね」

「はーい」

　柊木ちゃんが今日のスケジュールに気を遣つかって、早めにチェックアウトしたのもあって、まだ時間は八時を少し過ぎたくらいだ。

　俺としては、もっとまったりしたかったんだけど、約束は約束だ。

　物欲しそうな顔をする柊木ちゃんと、車の中で何度かキスをする。

　キリがなくなりそうだったので、車から降りて「先生、仕事頑張ってね」と言ってドアを閉める。

「先生じゃなくて今は春香さんでしょー！」って車の中で言っているのがわかった。







　自転車で帰宅し、俺は服をまた別の余所よそ行ゆきのものに着替える。


「兄さぁーん？　今日はお出かけなんだから、起きて──……起きてる……？」



　俺を起こしにきた紗菜がきょとんと目を丸くしていた。

　朝が弱いのは、どっちかといえば俺のほうだから、紗菜が叩たたき起こす前提で部屋に踏み込んできたのも納得だ。

「そっちも起きるの早いな」

「ま、まあね……」

　しかも、もうきっちり準備してやがる。

　俺が褒ほめたミスコンのときみたいな大人っぽいメイクに私服。

「そんなに気合い入れてどこ行く気なんだよ、おまえ」

「う、う、うっさい！　に、兄さんに見せるためにやってるんじゃないんだから」

　ぷい、と紗菜がそっぽをむく。

　そういや、奏多かなたもミスコンのとき言ってたな。

　男に見せるためのファッションじゃないから勘違いするな、的なことを。

「あ、そう」

　まだ時間は八時。

「休みだから朝食はないし……どうしようか」

「カフェでモーニング……したい……クリスマスだし」

　朝早くから二人とも準備万端なんだから、その提案は悪くなかった。

「じゃ、行くか」

　何でも言うことを聞くって約束だしな。

「サナ、昨日布団ふとんの中でゲームは何買ってもらうかずっと考えてたの。いや、昨日だけじゃないわ。期末が終わってから、ずぅーっとよ！　そして、ついに至ったわ、結論に」

「ほお。おまえが何に悩み、どういう結論を出したのか、聞かせてもらおうか」

「上から目線がむかつく……まあいいわ。ゆっくり聞かせてあげる」

　俺たちはそろって家を出て、電車に乗って繁華街へと向かった。







　九時頃ごろの街はまだ人が少なく、普段の休日じゃ窮屈に感じられる歩道も他人を気にせずに歩くことができた。

　見つけたカフェチェーン店も空いており、静かにゲーム談義するにはちょうどよかった。

　中に入り、店員さんに注文をする。コーヒーがすぐに運ばれてきた。

「……サナは三本に絞ったわ」

　紗菜はコーヒーにどっさりと砂糖とミルクを入れる。

「ほう。それで？」

　三本って……絞ったって言うのか、それ。

　元の候補数が相当あったのかもしれないけど。

「シリーズ最新作のＲＰＧ、いつもやってるあれね？　それと──」

　紗菜の言う三本のうちの一本目は、前述のＲＰＧゲーム。中学の頃からずっとやっているものだ。

　二本目は、育成要素ありのＳＲＰＧ。

　三本目は、一人称視点のシューティングアクションだ。協力プレイができる。

　なかなかのチョイスだった。

「やるな、妹」

「熟考に熟考を重ねたのよ。当然じゃない」

　フン、と髪の毛をふぁさぁとやって、砂糖とミルクたっぷりのコーヒーに口をつける。

「あちっ!?」

　舌をやけどしていた。

「ううん、どれがいいんだろう……」

　俺もコーヒーを口に運び、カップ越しにちらり、と舌を出して冷ましている紗菜を見る。

　現代で活躍する紗菜の作風ってやつを俺は知っている。

　ソシャゲ部署の企画書の資料に、担当作品のイラストがいくつかあったのだ。

　口で言うのは難しいが、ファンタジーを得意としている雰囲気があり、ちょっとした透明感がキャラクターデザインにあった。

　本当に紗菜が描いたのか信じられないくらいに、上手うまいし、可愛いし、カッコよかった。

　好きこそ物の上手なれってか？

　一本目の候補に挙げたＲＰＧシリーズの影響を受けているっぽかった。

　ただこれは、昔からそうだと知っている俺じゃないとわからない程度の「影響」だった。

　つーことは、この中高生の時期にプレイしたゲームが、紗菜の作風に影響を与えていくことになるはずで……。

「うん？　でも偏かたよってると、それはそれでマズイのか？」

「何をぶつぶつ言ってるの？」

　続いて運ばれてきたフレンチトーストを、ナイフで切ってパクリと食べる。

　美味うまそうだったから、俺も頼んだ。

「最新作って、どんなの？」

「ふふふ。長いわよ」

「短く頼む」

　って言ったのに、あれこれしゃべりだしたら止まらなくなって、たっぷり二〇分は聞かされた。

「もういい、わかった、わかった！」

「何がわかったのよ。そう言う人って、なんにもわかってないのよね」

　やだやだ、と続けたそうに、紗菜は唇を尖とがらせる。

　他のも聞いてたら、日が暮れちまう。

「俺は今日、兄にいサンタだ」

「何言ってんのよ」

「三本全部だ。全部買ってやる」

「え」

「バイトしてる俺をナメんな。そのくらいわけねえ」

「いつまでバイトしてるってだけでマウント取るつもりなのよ」

「るせえな」

「兄サンタ……い、いいの？　三本目は、全然別の中古で売られているやつでもいいのよ？」

「兄サンタに二言はねえ。三本とか余裕よ」

「空前絶後の気前の良さだわ……」

　財布の中をちらっと見る。

　諭吉先生が……二人……。

　ねえ……あの……値段って、いくらなの？　カッコつけたけど、これで足りる？？

　内心冷や汗を流しているけど、それはおくびにも出さず、俺はドヤ顔をし続けた。

　ゲーム談義はこれで一段落して、紗菜が昨日奏多かなたと遊んだ話をしはじめた。

　端的に言うと、奏多の家でケーキ食いながら楽しくゲームをしたって話だった。

「……ねえ」

「ん？」

「サナ、昨日は夕飯には帰ってたけど、兄さん、それでも帰ってきてなかったし……どこか遊びに行ってたんでしょ？」

「あ、ああ。よ、夜遊びだよ、夜遊び。い、イブだからな」

　藤本ふじもとと遊んでいたとか、他のクラスメイトの名前を出したけど、何の反応もしない。

　紗菜は意を決したように、伏せていた目線を、上げた。

「……兄さん、昨日本当は何をしてたの？」
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「本当は、って何だよ」

　俺おれが噓うそついたみたいじゃねえか。

　……まあ、藤本ふじもとと遊んでいたっていうのは、完全に噓なんだけど。

「イブだからってわけじゃないのよ」

「……」

「金曜や土曜は夜遅くに出かけたり、朝早くから家を出たり、家を空けることが多いじゃない」

「……そうだな」

　勘づいたのか……？

　彼女ひいらぎちゃんの存在に。

　どこかへ行くとわざわざ教えることはないけど、インドアな俺が毎週末どこかで過ごしているっていうのは、紗菜さなからすると不思議で不自然に映ったんだろう。

「だから……誰だれと出かけてるんだろうって、ちょっと、思っただけ」

「何だよ、おまえ、兄さんが誰と遊んでるとか気になるって、ブラコンじゃねえか」

「ち、ち、違うわよっ！」

「人のことを、さんざんシスコン呼ばわりして……まったく」

　やれやれ、と俺は頭を振ってみせる。

　けど、紗菜は確信があるんだろう。

　はっきりと口にしないけど、雰囲気がそうだと言っている。

「……もし、俺に恋人がいたとして──」

　俺の語りかけに、一度紗菜がうなずく。

「どんな人なら、嬉うれしい？」

　真面目まじめなトーンの質問に、紗菜は手元のコーヒーに目線を下げる。

「嬉しいっていうか、『まあいいんじゃない？』くらいに思えるっていうか」

　補足をいくつかして、紗菜の発言を待つ。

　手慰てなぐさみのように、カップをティースプーンで一周だけかき回す。

「わからないわよ、そんなの」

「わからないって……」

「に、兄さんは、どうせ結婚もしないし、できないんだから恋人なんていなくってもいいのよ」

「すげー暴論……。……まあ、将来的な話っていうか、もしもの話だからな」

　口をへの字にして、何かに耐えるように紗菜はテーブルだけをずっと見つめている。

　待っても待っても、返答はなかった。

　いつの間にか窓の外に見える通りも人が増えてきて、カップルが目立つようになった。

「出よう」

　何も言わない紗菜を促うながして、俺たちは店を出る。

　柊木ひいらぎちゃんとのことを、紗菜に打ち明けていいのか、わからなかった。

　夏海なつみちゃんみたいに、物分かりのよさそうな子が妹なら、俺もそうしたかもしれないけど、さっきの反応を見る限りでは、まだ様子を見たほうがいいのかもしれない。

　……全員に背中を押してもらえるくらいの結婚、か。

　柊木母娘の不仲問題のときに、自分で言ったことが、今は少し重い。

　もし、打ち明けて反対でもされたら、それこそ現代で発生している不仲問題のきっかけになりかねない。反対されたからって、俺は柊木ちゃんと別れたりはしないし。

　でも、来年に別れるんだよなぁ……。

「ソフト買ったら、昼飯食べよう。何食いたい？」

「……いい。サナ、帰るから」

「あ……そう？」

　それから、よく行くゲームショップまで足を運んだ。

　クリスマスセール中ということもあって、店内には人が多く、狭い通路を人とすれ違うだけでも、一苦労だった。

　紗菜が選んできた三本を俺に渡す。

　さっきの話にあった通りのものだ。

　いつもなら、他にも目移りして、あれこれと時間が長引くけど、今日はもういいらしい。

　レジに並び、支払いを済ませる。

　どうにか足りた。マジで危なかった。昼飯食うか？　なんて言っておごる気でいたけど、帰りの電車賃もなくなるところだった。

「ほい、これ。メリクリ」

「うん」

　ゲームショップのロゴが入ったレジ袋を渡すと、

「サナ、帰るから。ここで解散しましょ」

　そう言って、てくてく、と足早に紗菜は歩き出した。

　昼飯よりも、早く帰ってゲームしたいんだな。くらいに、俺は思っていた。

　せっかくだし、柊木ちゃんにプレゼントを買って、学校に顔出してみるかな。




◆真田さなだ紗菜◆




『……誠治せいじ君、何て言ってた？』

「サナもはっきりと訊きかなかったから……」

『……そか』

　一人で誰もいない家に帰り、カナちゃんに電話をした。

　昨日のお礼も兼ねて、今日のことを伝えた。

　家庭科部のクリスマス会のことを昨日話すと、「実際のところどうなんだろうね」とカナちゃんは言った。

「兄さんはどうしてサナには腹を割ってくれないのかしら」

『……一番味方になってほしい人だから、じゃないのかな』

「一番、味方に？」

　うん、と言ってカナちゃんは続ける。

『……ＲＰＧでも、選択肢次第で仲間になったりならなかったりするキャラがいるでしょ。仲間にすれば心強くて、敵に回すと手強てごわい。対応を間違えると敵になっちゃう。そのリスクを考えると、まだ接触は避けておこう、みたいな』

「なるほど……」

　わかりやすい。

　カナちゃんの言う通りなのかどうかはわからないけど、もしそうなら、兄さんは、サナに味方についてほしい、ってことになる。

　──どんな人なら、嬉しい？

　あの一言が、探りの言葉だったんじゃ……。

『……さーちゃん、心の準備はもういい？』

「半年以上かけてしてきたから……。だからといって大丈夫ってわけじゃないけど……」

『……ふふ。大人になったね。偉い偉い』

「子供扱いして……もう」

　口ではそう言ってみせたけど、やっぱりまだ胸の内がズキズキと痛い。

　モヤモヤするし、ズキズキするし、気分は最悪。

　隠すなら、きちんと隠しなさいよね。本当に……。
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　柊木ひいらぎちゃんへのクリスマスプレゼントを買おうとしていたら、いつの間にかタイムリープ状態が解除されていた。

　今いるのは、ＨＲＧ社の俺おれが仕事をしているフロア。そして俺は自分のデスク。

　社員証と日時を確認した。

「……真田さなだ誠治せいじ」

　今回も真田のまま。

　前回、奏多かなたに紗菜さなのことを気にかけてあげてって助言されて、普段よりもその助言は意識した。

　それで、紗菜の心境がどう変わったのか……。

　オリジナルの高二のクリスマスなんて、家でずっとゲームして過ごすだけで、誰だれかと出かけたり、ましてや、紗菜にプレゼントをすることもなかった。バイトもしてなかったから、ゲーム三本プレゼントするなんて大盤振る舞いはできない。

『モバイルコンテンツ事業部』の進捗しんちょくはどうなのか、とパソコンのメールボックスを覗のぞく。

　すると、過去にないほど、進んでいるような雰囲気があった。

　内線で夏海なつみちゃんに電話をする。

「もしもし」

『どうかした』

「事業部結構進んでるじゃん」

『は？　何を今さら。自分もそれを推おし進めてきた一員でしょうが』

　夏海ちゃんからすればそうなんだけど、リアルタイムでずっと現代にいたわけじゃないからな。

　頓挫とんざ……とまではいかないけど、紗菜との確執で上手うまく進んでいないってのが前回、前々回の進捗だった。

「紗菜のこと、どうなってんの？」

『ああ、そのことで、ちょっと井伊いいさんと打ち合わせの予定なんだけど、誠治さんも来る？』

「行く」

『ちょっと送るね。さっき届いたばっかなんだけど──』

　新着の未読メールが一件表示される。夏海ちゃんからだ。

　クリックして中を見ると、イラスト画像が添付されていた。

　ファンタジーＲＰＧ風な甲冑かっちゅうを着込んだ女騎士。とんがり帽子の魔導士。マスコットキャラのような動物が描かれている。

「これは……キャララフ……？」

『そ。君んとこの妹様からのね』

　お、おおおおお！　進んでる！

　これを紗菜が？　あいつ、プロなんだなぁ……。すげー。

「ようやくやる気に」

『けどねえ……なんというか、「はいはい、お仕事だからやってますよ」感が半端ないんだよねぇ……。ウチの知ってる紗菜ちゃんのやつって、もっとすごいんだけどなぁ』

「そ、そう？　もっとすごいの？」

『うん。それを井伊さんと話そうと思って』

　そういうわけで、俺は打ち合わせのため、時間に合わせて社外に出る。

　運転手が回してくれた車の後部座席に、合流した夏海ちゃんと乗り込み、ＡＳＷ社まで向かう。

　今日はあちらの会議室にお邪魔することになっていた。

　夏海ちゃんとの話は、仕事のものが大半で、テキパキした話し方からしてかなりデキる上司感が漂ただよっていた。

「まあまあ、そんな話は置いといて──」

「そんな話って、ちょっとぉ」

　びしびし、とチョップしてくる夏海ちゃん。

「訊ききたかったんだけど、俺と先生が別れたのって、いつ？」

「何、今さら。誠治さんが高二の三月くらいでしょ」

　何事もなかったかのように、さらりと言う。

　高二の三月？　前より短くなってる。

　今はそれよりも──。

「どうして別れたのか、夏海ちゃん、知ってる？」

「……当事者が、どうして第三者に訊くのさ」

「ううん……。たぶん笑うだろうけど、聞いてくれる？」

　不思議そうな顔をする夏海ちゃんに、俺は自分のことをすべてしゃべった。

　タイムリープして何度も過去を変えてきていること。本来、柊木ちゃんと付き合ったりなんてしてないこと。ＨＲＧ社はこのままだと、業績が傾くこと。そのためにモバイルコンテンツ事業部を企画したこと。

　あれこれを、一切合切いっさいがっさいしゃべった。

「……ふふ、あははは。そっか、そうなんだ」

「信じてもらえなくてもいいよ。それで、別れているらしい先生とのことを、どうにかしたいんだ」

「相変わらず一途いちずだね。あれは……誰が悪いとか、そういう話じゃないよ。一番悲しかったのは、誠治さんだろうけど、春ちゃんも同じだよ。ウチは春ちゃんの気持ちもわかるし」

「え？　どういうこと？」

　尋ねるなり、夏海ちゃんのスマホが着信音を鳴らす。

「ごめん、仕事の電話だ」と夏海ちゃんはスマホを取り出して通話をはじめる。

　事業部長ともなると、中々お忙しいようだ。







　ＡＳＷ社に到着する。案内された応接室に入ると、すでに奏多かなたが待っていた。それと、紗菜も。

「……に、兄さん。どうして……」

　紗菜は大人っぽくなっていた。

　一〇年経たてばそりゃ大人なんだから、ぽくはなるんだろうけど。

　俺との仲が多少改善しているから、仕事をしてくれた、ってことなんだろうか。

「打ち合わせってことで、お邪魔させてもらおうかと」

「……カナちゃん、兄さんが来るなんて、サナ聞いてない」

「……うん。言ってないから」

「な、なんでよぅ」

　逃げそうな紗菜を奏多が捕まえておく。

　向かいの席について、挨拶あいさつもそこそこに、ようやく話をはじめた。

「紗菜ちゃん、こっちと何かやりにくいことでもある？　そうなら改善するし」

　さっそく夏海ちゃんが本題に切り込む。

「そんなこと、ないわ……別に、普通よ、普通」

　あの態度だと、思ってることと発言が真逆だな。

「……さーちゃんの出力は、こんなものじゃないはず。あのキャララフ、送ったんだよ。身内の恥をさらすみたいで嫌だったけど、もうＨＲＧ社さんとはチームだから、情報共有させてもらった」

　うぐ、と紗菜が黙り込む。

「ウチは技術的なことはよくわかんないけどさ、あれが、プロとしての普通なの？」

　ぐぐぐぐ、と紗菜が今度は唸うなりはじめた。

「さ、サナだって嫌なんだから！　でも、仕事してるとき、ふわっと脳裏のうりに嫌な思い出がよぎって、それで、集中できないっていうか……」

「嫌な思い出？　何だよ、それ」

　ちら、と紗菜が俺を見る。

「自分に訊いてみたら」

　ううん、この感じだと、不仲や確執はなくなっているけど、まだしこりが残っているってところかな。

「何だよ、それ。直せるものなら直すから」

「──兄不信ってだけよ。噓うそつく兄さんは嫌い」

　プン、と顔を背そむける紗菜。

　おまえ、いくつだよ……いい大人が、「プン」じゃねえよ。

「決定的なものを見られたっていうのに、まだ噓をついて……サナ、悲しかったんだから……」

　決定的なもの？　何の話だ？

　話が見えない俺に、奏多が助け船を出す。

「……誠治君、一〇年前、クリスマス会したでしょ」

「ああ、うん」

「……そのときに、デジカメのデータをさーちゃんが、たまたま見て」

　デジカメのデータ？

　怜れいちゃんと俺のツーショット写真撮ったとき……柊木ちゃんのデジカメを使って……。

　あの中には、俺と柊木ちゃんがデートしているとき撮った写真がたくさん入っている。

「……あのときか」

　見られたんだ。部活の顧問と兄が仲良くしている写真を。

　仕事と料理、家をクリスマス仕様にしたりと、忙しかった柊木ちゃんは責められない。

　そこまで頭が回らないのも仕方ないだろう。

「ってことは、やっぱり『今日』のあの質問は……」

『今日』ってのは、日付で言うと、この現代から一〇年前のクリスマス。

「受け入れる、受け入れないは別として……サナには、隠さないでほしかった」

　その出来事が、こうしてずっと尾を引いているわけか──。

　柊木ちゃんとのことは、大人たちには胸を張って恋人関係であることを伝えてきた。

　でも、紗菜には、今日、噓をついた。

　何か確信があってその話題を振ってきたっていうのは、わかったのに。

　俺は煙けむに巻こうとしてしまった。

　紗菜がどういう反応をするかわからなかったっていうのもある。

　同じ学校の生徒でもあるし、もし何かのはずみでその噂うわさが広まれば──柊木ちゃんとは一緒にはいられなくなってしまう。

　でも、一〇年経ってもそのときのことをまだ根に持っているってことは、紗菜にとっては相当嫌な──兄不信に陥おちいるレベルで嫌なことだったんだろう。

「わかった。──じゃあ、信じていいんだな？　言うぞ、マジで。俺と柊木ちゃんとのこと」

「……言うぞ、ってもう知ってるから」

「一〇年前のおまえの話をしてんだよ」

「いつだって構わないけど──妹のことを信じられないなんて、兄さんも大した器ね」

　皮肉を寄越してきやがった。

　紗菜に関係を隠したり、逃げたり煙に巻いたりしなけりゃ、もしかすると、もっと上手うまい具合に現代も進んでたのかもしれない。誤魔化さずに伝える機会なんて、いくらでもあったのに。

　タイムリープがはじまってから、現代を何度も変えてきたけど、関係を明かすことは、今まで俺がしてこなかったことでもある。




「……サナのことを信じて。どうにかするから。兄さんが信じてくれるなら、サナ頑張るから」




　仕事のことを言っているのか？

　けど、俺には、柊木ちゃんの件について言っているように聞こえた。
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　再びタイムリープで一〇年前にやってきた。

　日時は、ゲームを買って紗菜さなと解散してから二時間ほどしか経たっていない。

　クリスマスプレゼントを買うため、デパートに立ち寄り、柊木ひいらぎちゃんが仕事をしているであろう学校へとむかった。

　プレゼントの費用は、ＡＴＭで引き出した虎の子の三〇〇〇円で工面した。

　これでついに底を突いてしまった。

　喜んでくれるのかどうか自信はないけど、喜んでくれたらいいなと思う。







　最寄もより駅に着くと、自転車で学校を目指し、一五分ほどで到着した。

「正面の昇降口は閉まってるのか……」

　部活の生徒がいるから開いているかと思ったら、そうじゃなかった。

　今日は校内で活動する部活はないのか？

　仕方ないので職員用の駐車場に回ると、見慣れた柊木ちゃんの愛車を発見。

　そこから職員室が見える。窓から覗のぞいてみると中はがらんとしていた。

「あれ？」

　柊木ちゃん、どこ行ったんだ？

　車があるから、学校にいるにはいるんだろうけど。

　勝手口が開いていたので、そこからお邪魔する。

　柊木ちゃんのデスクでは、開かれたノートＰＣが青白い光を放っていた。画面には作成中の文書が映っている。

　トイレで席を立ったのかと思って待ったけど、戻ってくる様子がない。

「？」

　本当にどこ行ったんだろう。

　しん、とする校舎内を歩き回り、もしやと思って教室へ向かう。

　物音がするので扉を開けて見てみると、柊木ちゃんがいた。


　……何してんだ？　…………俺おれの席で。



「誠治せいじ君……いっぱい教科書やノートを置いて帰って……冬休みに勉強する気ないのかな」

　引き出しの中を覗いて、楽しそうにつぶやく柊木ちゃん。

　やれやれ、と入ろうと思った瞬間だった。

　ぺちゃん、と机に突っ伏した。

「ふふ。誠治君の机……」

　……。

「ロッカー、ロッカー……あ。体育のジャージも持って帰ってないー！」

　……。

「仕方ないなぁ。春香はるかさんが持って帰ってお洗濯しちゃお♪」

　……それはいいけど。


「すんすん。…………誠治君ちの洗剤のにおいする。……ふふっ。あんまり着てないな、さては。冬場だから汗かかないのかな」



　これは、あれか？

　放課後、好きな子のリコーダーをこっそり舐なめちゃう的な？

　俺が様子を観察していると、気配らしき何かを感じ取ったのか、柊木ちゃんがおもむろに後ろを振り返った。


「え……や、やだ──い、いやぁぁぁぁぁぁぁああああああ!?」



「叫びたいのはこっちのほうだ！」

　思わず俺のジャージを抱きしめる柊木ちゃん。


「何で、ナンデ!?　今日は紗菜ちゃんと遊ぶんじゃ──？　何でここに誠治君がっ!?　い、いつからここに──」



「早めに解散したんだよ。仕事頑張ってるかなーと思って様子を見にきたら……生徒の机を漁あさって……俺のジャージをクンクンして」

「し、してない！　してないから！」

　はっと抱きしめてしまったジャージに気づいた。

「こ、これは畳たたんであげようと思って！」

　などと供述をしており。

「もう……見つけたのが俺でよかったよ。先生、それ、マジで逮捕案件だからね」

「う、うう……っ。だ、だって今日は他に先生は来ないって話だったし、校内の部活は休みだし」

　だからってやっていい理由にはならないぞ？

「──って、今は先生じゃなくて春香さんでしょー？」

　おなじみのセリフも、今日は説得力がいまいち欠けていた。

　やれやれ、とため息をひとつついた俺は、藤本ふじもとの席に座る。

「ひ、引いた？」

「大丈夫。ちょっとだけだから」

「引いちゃってる！」

　ガガーン、とショックを受けていた。

「せっかく仕事の応援に来たのに」

「ご、ごめんなさい」

　俺は買ってきたプレゼントを渡した。

「……ベタだけど、これ」

　デパートの花屋さんで買ってきた、プレゼント用にラッピングされた一輪の薔薇ばら。

「え？　あたしに？」

　メッセージカードつき。メッセージは電車の中で書いた。何が書いてあるかは内緒。

「もちろん」

「あ、ありがとう！　嬉うれしい！　花瓶かびんで大事に生けておくね！」

　ぱぁぁぁ、と柊木ちゃんは目を輝かせている。

「どこに花瓶置こうかなぁ。あ、でも今のはあんまり可愛かわいくないから、帰りにイイ感じの花瓶買っちゃおうかな……？」

　ううん、と唸うなる柊木ちゃん。でもどこか楽しそうだった。

　喜んでもらえたみたいで何よりだ。

「こうしてると同級生みたい。席が隣同士の柊木さんと真田さなだ君。……今日クリスマスの誰だれもいない教室に呼び出された柊木さんは、真田君からお花のプレゼントを渡されて、愛の告白をされるんです」

　えへへ、ロマンチックぅー。と妄想大爆発の柊木ちゃんだった。

「っていう現実逃避はいいから。職員室帰って仕事しよ？」

「ノーモア！　現実主義！　妄想の余地を現実で塗り潰すな！」

　ストライキ中の労働者みたいにプラカードを掲げて反論してきた。

　どこでそんなプラカード作ったんだ。

「他に誰かいないとも限らないから。早く行こう」

　プラカードをポイさせて、強引ごういんに手を引いて教室を出る。

「真面目まじめな誠治君は、鬼みたいに厳しいんだから……」

「やることはちゃんとやる。大人でしょ」

「はぁい……」

　職員室に戻ってくると、二人分のコーヒーを淹いれてくれた。

　お礼を言って受け取る。

　キーボードを叩たたきながら柊木ちゃんといくつか雑談をした。

　それが途切れたところで、本題に入った。

「春香さん。たぶん、紗菜が俺たちのことに気づいたみたい」

「……え？　どうして？」

「デジカメの中にあるデータ、あれ、入れたままだったでしょ？」

「あ」

　ようやく柊木ちゃんは気づいた。

「ごめん！　あたし、いつも別のパソコンにデータを移してるのに、忘れてて──」

「ううん。俺も気づかなかったから」

　中に入っているデータは、過去三、四回分のデートの写真だと柊木ちゃんは言った。

「全部見たわけじゃないにせよ、紗菜は確信的な言い方をしてたから」

　柊木ちゃんが個人的に持っているデジカメに、プライベート感ばっちりな俺が映っていれば、誰だって勘繰かんぐるだろう。

「だから、俺たちのことを、紗菜にも打ち明けようと思う」

「……誠治君は、それでいいの？」

「うん」

　信じてって言われたからな。どうにかするから、って。

　俺は、俺の妹を信じる。

　それから二人で、いつどうやって打ち明けるかの話し合いをした。

　……これで、別れるのは回避できるんだよな？

　紗菜に打ち明ければ、夏海なつみちゃんみたいに味方になってくれて、バッドエンドにはならないんだよな？
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　年の瀬も迫り、もう数日で大晦日おおみそかという今日。

　以前俺おれが夏休みにバイトをしていたカフェにやってきていた。どこを場所に選んでいいのかわからなかったのだ。

「……」

　向かいの席には、朝から黙ったままの紗菜さながいる。

　かすかな緊張とともに注文したカフェラテをちびりと飲む。

『話がある』

　それだけで、紗菜は何かを察した。こいつもこいつで、改まって俺がそんなふうに言うから緊張しているのかもしれない。

　夏海なつみちゃんに打ち明けたときのことを思い出す。あのときも緊張したけど、今日ほどじゃなかった。

　カランカラン、と出入口から鐘の音が聞こえて来客を告げる。

「いらっしゃいませ」の店員さんの声と、「待ち合わせで──」と言う聞き慣れた声。

　振り返ると、コートを手に持った柊木ひいらぎちゃんがいた。

　俺と目が合うと、小さく微笑ほほえんでこちらへやってくる。

「ごめんね、冬休みなのに」

　俺の隣に座ると、一瞬だけ紗菜が眉まゆをひそめたのがわかった。

「……サナ、帰ってゲームしたいんだけど」

「まあ、そう言わないで。ね？」

　柊木ちゃんの笑いにも苦いものが混じった。

　柊木ちゃんが紅茶を注文し、それがテーブルにのせられる。準備をするようにひと口だけそれを飲んだ。

「……紗菜ちゃん、もしかすると、なんとなく勘づいているかもしれないけど……」

　うん、と小声で返事をする紗菜。

　周囲に知り合いらしき人はいない。俺はその先を続けた。

「俺と柊木先生は、付き合ってる。付き合ってるっていうのは、恋人として交際してるってことな」

　言うと、隣の柊木ちゃんも身を硬くするのがわかった。

「……し、知ってたもん……サナ。なんとなく、そうかもって思ってたし」


　うつむきがちで、ぷくーーーーっと膨ふくれていた。



「もう、信じられない。サナ納得いかないっ！」

　子供みたいに足をじたばたさせはじめた。

「な、何でだよ!?　信じてって、おまえ言ってたじゃねえか!?」

　話が違うぞ、おい!!

「何の話をしてるのよっ。そんなこと、サナ言った覚えないしっ」

　いや、確かにそう言ったのは未来の紗菜なんだけど──。

「隠すとめちゃくちゃ不満になって、兄妹仲きょうだいなかをこじらせることになるのに！」

「言っている意味がわからない」

　でしょうね！

「紗菜ちゃん、聞いて。きちんとしたお付き合いで」

　じろりと俺と柊木ちゃんを交互に見る紗菜。

「きちんとしてるのよね？　じゃあ、ちゅーとかしてないのよね？」





「「…………し、してません」」






「はい噓うそー！　絶対噓ー！　なんか間が怪しかった！　不潔、兄さんの不潔っ」

「おまえ子供か！　いい大人が付き合えば色んなオトナなことするんだよ！」

「そういうところよ。すぐ隠すんだから……サナ……そんなに信用ない？」

　なさそうに見えるぞ！　子供みたいに喚わめいちゃったりして。

「柊木先生は大人で、大人と恋愛すればいいのに。どうして兄さんなの」

「紗菜ちゃんだって、お兄ちゃんのことを好きじゃなくてもいいじゃない？　ブーメランだよ、それ」

　あ、あれ？　柊木ちゃんが、真っ向から受けて立ってる……？


「べ、別に、サナ、兄さんのことはこれっぽっちも、なーーーーーんとも思ってないわ」



「ふうん、あそうなんだ」と、柊木ちゃんが半目をする。

「家庭科室でこっそりちゅーしたくせに。しかも寝ているところを不意打ちして」

「ふひゃっ!?」

「何それ」

　おい、何だそれ！　何だそれ!?　奏多かなたにか!?

「そ、そういうふうに見えただけでは……？」

　口調変わってんぞ。どんだけテンパってんだ。

「不潔って言っておいて……もう、最近の子は。了承を得てないのに強引ごういんに──」

「あー。あーあーっ。そんな事実はないわ！　いい、兄さん!?」

　目がグルグルになっている紗菜は、もうノックアウト寸前みたいだった。

「あれ、今日ってそういう話をしに来たんだっけ？」

「紗菜ちゃんが、自分のことを棚に上げるからだよ」

「せ、先生だって、兄さんのことを独り占めして──」

「恋人なんだから独占するのは当たり前でしょ」

「そ、そのおっぱいでたぶらかしたのねっ!?　結局巨乳が好きなんじゃないっ。シツボーしたわ！」

　何で矛先ほこさきが俺に向いてるんだよ。

「真田さなだ君……誠治せいじ君から告白されたの。たぶらかす時間なんてなかったよ」

「年増としまの何がいいのよ……」

「年増って言うな。年上って言え、年上って」

　素敵感が全然違ちげぇだろ。って前も同じセリフ言った気がするな。

「先生、兄さんは舞い上がっちゃってるだけよ。他にもきっといい子がいっぱいいるのに、他に目が行かない状態になってるだけなの」

「……それは……」

　気勢を削そがれたように、柊木ちゃんは手元を見つめた。

「そうだったとして、何か問題あるのか？」

「先生と生徒でしょ。大ありじゃない」

「そうじゃなくて。好きな人にだけ目がいく状態──それがそんなに悪いのか？　って話。身分や年の差、家柄はこの際置いといてだ」

「それは……」

「紗菜ちゃん。誠治君のことは、真剣に好きなの。生徒としてじゃなくて、一人の男性として」

　カップのコーヒーをぐいっと飲んだ紗菜。

「兄さんを泣かしたら、サナ許さないんだから」

「もちろん」

　それならいい。と小声で答えた。

「まだモヤモヤするし、隠してたことがムカつくけど、認める。二人が真剣だってことを。言いふらしたりしないからそこは信用して」

「紗菜」

「紗菜ちゃん……」

「……もうこれで終わりでしょ？　サナ帰る」

　鞄かばんを摑つかんで、紗菜は席を立った。

「これでよかったんだよね」

「そうでないと、紗菜は不信感を俺や春香はるかさんに持ち続けたまま暮らしていくことになるから」

「……そっか」







　それから紗菜は、二日ほど部屋から出てこなかった。
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「……」

　朝、部屋を出たところで紗菜さなと顔を合わせると、切なそうに眉尻まゆじりを下げたあと、ぷるぷると顔を横に振った。

「よ、よう……」

「朝はおはようって挨拶あいさつをするのよ。日本ははじめてですか？」

　皮肉を言う紗菜と一緒に一階に下りて朝食を食べる。

　顔を合わせなくていいから、紗菜が引きこもってくれていたことは正直ありがたかった。

　この前は柊木ひいらぎちゃんとのことを伝えただけで帰っちまったから、実際、どういうふうに思ったのかは、よくわからないままだ。

「紗菜、目元赤くないか？」

「ゲームずっとしてたから。昼夜問わず」

「冬休みって感じだな」

「そうね」

　ジャブのような会話が終わると、無言になる俺たち。

　つけたテレビからは、今日の占いが流れている。

「なあ……あの話、どう思った？」


「………………別に」



　ううん、あんま納得してねえな、この感じじゃ。

　唇を尖とがらせて、紗菜はサクサクとトーストをかじっていく。

「サナがどう思ったって、どうこうなるわけじゃないし。そこまでサナ、メルヘンしてないし」

　おっしゃる通りなんだけど、現代の紗菜との間にわだかまりや不仲のしこりを残すわけにはいかない。

　教えてほしかったって本人が言ったんだから、この件は、時間が経たつにつれて紗菜の中でケリがつくのかもしれない。

「よかったじゃない。パーフェクト先生と付き合えて。おっぱいも大きいし、料理も上手だし、みんなの憧あこがれ的な人だし……」

　こっちは見ないで、絞り出すように言った。

　これが紗菜なりの気遣きづかいというか、気まずい空気をどうにかするための言葉だったんだろう。

「そうだな。よかったよ。ただみんなが思うより、めちゃくちゃポンコツだけどな」

「……ふうん、そう」

　牛乳と砂糖をめちゃくちゃ入れた甘～いコーヒー牛乳──本人はコーヒーって言い張ってる──を口にした紗菜は、カップを置いて、小声で言った。


「…………サナも……ときどき、遊びたい」



「三人で？」

「それでもいいし、兄さんとも」

「いいぞ」

「うん」

　残りの朝食を口に入れて、コーヒーを流し込んだ紗菜。

　口の横にイチゴジャムをつけたまま、「サナ、これから寝る」と言って出ていった。

　とんとん、と二階に上がっていく足音が小さく聞こえる。

　昼夜逆転生活なんだな、本当に。

　俺の朝食のタイミングでわざわざ部屋から出てきてくれたのか？

　紗菜のなけなしの気遣いにちょっとだけ感謝した。







　ピンポン、と柊木ちゃんちのチャイムを鳴らす。

　今朝の出来事を伝えたくてやってきてしまった。

　今日から年末年始の休みに入るって言っていた。駐車場に車もあったし、たぶんいるはず。

「春香はるかさーん？」

　コンコン、とノックをしても、反応がない。

　おっかしいな……？　もう一〇時になるっていうのに。

　いつもなら、ご主人の帰りを待ちわびた愛犬のごとく玄関に現れるのに。

　そっとドアノブを握って引いてみると、あっさりと開いた。

「不用心な……」

　治安の悪い町じゃないけど、心配になるからここらへんちゃんとしておいてほしいんだけどなー。

　靴脱ぎには、学校でよく見る見慣れたパンプスが一足、足だけで横着に脱ぎましたよって状態で置いてある。

「……」

　そっとリビングを覗のぞくと、すぴぴぴ、と変な寝息を立てて柊木ちゃんが眠っていた。

　ローテーブルはいつの間にか、こたつに変わっていた。

「寝ちゃったのか」

　最強の魔法使い、こたつ……。

　ん？　でもこたつ様のパワーってわけじゃないらしい。

　こたつの上には、みかん──じゃなくて、開けられた缶ビール数本、缶チューハイ数本が置いてある。

「ひ、一人で宴会しとる……!?」

　明日から長期の休みだからって、一人ではしゃいだあとが、まざまざと残ってる!?

　おつまみには柿ピー、それと自分で炙あぶったらしいイカと七味マヨが出しっぱなしだった。

　七味マヨに、どことなく玄人感くろうとかんがある。

　これが、パーフェクト先生の実態であった。

「呼んでくれたら付き合ったのに」

　酒は吞のまないけど。

　やれやれ、と俺もこたつの向かい側にお邪魔する。

　こたつに入ったままで暑かったのか、薄着になっている柊木ちゃん。

　胸元から、おっぱいの七割くらいが見えていた。


「………………」



　はっ──。

　おっぱいの魔力に、魔が差しそうになった。

「このままじゃ風邪かぜひく」

　頭をぶんぶんと振って、俺はブランケットを上半身にかけてあげる。

　休みらしい堕落だらくっぷりだ。

　学校帰りのそのままの恰好かっこうで、メイクも落とさず、一人こたつで吞んだくれて、そのまま寝落ち。

　柊木家にいたら、こんなことはたぶん許されないんだろうな。

　いつもしてもらってばかりなので、寝ている間にこたつの上を片付けることにした。

　全部で八本あった缶は空になっている。めっちゃ吞んだな。


「あれぇ……誠治せいじ君がいるぅ……？」



　むくりと起きると、ぼんやりとした顔で、柊木ちゃんが何度か目をこする。

「もう朝だよ」

「そっかぁ、あたし寝ちゃったのか」

　そうだよ、と言って、こたつに入る。

　つんつん、と俺の足をつついてくる柊木ちゃん。こたつの中を見ると、ストッキングも脱いでなかった。

「ブランケットかけてくれたの？」

「うん。風邪ひきそうだから」

「優しい……」

　柊木ちゃんのつんつんに、俺も応戦する。

「きゃは、くすぐったいよ」

「先にしてきたの、そっちでしょ」

「んもう」

　と言って姿が消えると、「よいしょ」という声とともに、こたつの中を潜ってきた柊木ちゃんが顔を出した。

「今日はどこにも行かず、まったり、ね？」

「了解」

　ぎゅっと俺を抱きしめる柊木ちゃんから、飛んでいる♡が目に見えそうだった。

「そんなことしてると、おっぱいこぼれるぞ。さっきも魔が差しそうになった」

「でも、あたしは……困らない、かな……？」

　胸に顔を埋めたまま、そんなことを言い出した。

　ちらっとこっちを見ると、すぐにまた目をそらす。

　あの車とこの自転車は外にあった？　と訊きかれ、どっちもなかったと答えたところから、スキンシップはエスカレートしていった。

　今ご近所さんが部屋にいるかどうかの確認だったらしい。

「まだお昼にもなってないのに」

「……嫌？」

「彼女にそんなふうに訊かれて、嫌だって答える男は、たぶんいないよ」


「よかった。…………なるべく、声は出さないようにするから」



　そばにあったクッションを枕まくら代わりに下に敷いて、柊木ちゃんの頭をのせる。

　こたつに入れた足以上に、顔が火照ほてってきた。

　きちんとした場所でもなく、きちんと最後まで服も脱がさない。

　きちんとしない怠惰たいだな一日のはじまりだった。
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　柊木ひいらぎちゃんが沸かしてくれたお湯をカップ麵めんに注そそぐ。二人分。

　これが今日のお昼ご飯だった。

　こたつに入って、年末特番を適当に流し見しながらカップ麵を食べる。飽きたら食べ比べをする。

　たまには所帯じみたこんな日があっても全然オッケーだった。

「あ、そういや、紗菜さなが部屋から出てきたよ」

「ど、どうだった？」

「今度遊びたいって」

「あたしも、いていいの？」

「三人でもいいってさ」

「そっか。よかった」

　その報告に、柊木ちゃんは表情を綻ほころばせていた。

「紗菜ちゃん、思ったより大人だった」

「へ？」

「なんていうか、もっと駄々をこねると思ってた」

　くすくすと柊木ちゃんは笑う。

「『お兄ちゃん取らないでーっ！』みたいな感じで」

「春香はるかさんが思ってるほど、紗菜はブラコンじゃないんだと思うよ」

　え、と柊木ちゃんは真面目まじめな顔で俺を見てくる。

「え、何？」

「本気？　で、言ってる？」

「そうだけど」


　えぇぇぇ……、となぜか柊木ちゃんは引いていた。



「まあ、一から十まで理解しちゃうよりは、鈍感なほうがいいのかな」

　話が全然見えない。

　食後の休みの途中で、俺は思っていたことを訊きいてみた。

「俺に何か不満とかある？」

「誠治せいじ君に？　ううん。全然ないよ」

「……ってことは、今のこの段階で何かあるわけじゃないのか」

　現代では来年三月に別れると夏海なつみちゃんが言っていた。

　オリジナルの二、三か月後のことはわかっても、改変中の二、三か月先のことはまるでわからない。

「……ん？」

「どうかした？」

「もしかして、バレるんじゃ……」

「何、何？　バレるって？　あ、もしかして愛いとしの春香さんに何か隠しごとー？」

　ぷぅーと膨ふくれる柊木ちゃん。

　怒ったふうに見せる彼女には構っていられなかった。

　これが一番起きそうな事態じゃねえか。

「あり得る……。教師による不祥事……あり得る……！」

　なんてこった。

　どこがどうなってそうなるのかわからないけど、俺たちの関係が明るみに出て、柊木ちゃんは異動、もしくは解雇──。

　それを気にした柊木ちゃんは、俺と距離を置くようになり──。


「あり得るぅぅぅぅぅぅ！」



「もう、さっきからどうしたの？」

「厳戒態勢で、今後は会おう」

「？」

「ええっと、これから寒くなるでしょ？」

　そうだね、と相槌あいづちを打つ柊木ちゃんに続ける。

「こたつも出してくれたし」

「うん。誠治君が入りたいなーって言ってたから、買っちゃった♡」

　買ったのかよ。わざわざ。ありがとう。

「で、こたつがどうしたの？」

「三月の……そうだな、卒業式まではこの家でしか先生とは会わないことにしよう」


「えぇぇぇ……。お出かけはしないの？」



「こ、こたつで、いちゃいちゃなんて、いかがでしょう」

「もお、誠治君のえっち♡」

　さっきのことを思い出して、むふふ、と柊木ちゃんは頰ほおをゆるめる。俺も多分似たような顔をしていると思う。

「家で色々できるもんね。おせちに七草がゆでしょー？　豆まきでしょー？」

　そうそう。あと二月と言えば、他にビッグイベントが──。

「あ、ひな祭りも！」

　イベントが全部和風！

「おうちでできるね」

「そ、そうだね」

　俺ががっくりすると、純粋顔をする柊木ちゃんは、？を頭に浮かべてきゅるんと首をかしげた。

　その顔やめろ、可愛かわいいな、くそ。

　まあ、男がやっちゃいけないってきまりもないし、その気配がなさそうなら、俺がチョコあげよう。

　二人のお楽しみイベントはともかく、戒厳令発動だった。

　これで、現代の人気イラストレーター様の紗菜は仕事に身が入るし、柊木ちゃんとの別れも回避できるはず──。




　◆




　……なんて思っていた時期が、俺にもありました。

「ちょっと兄さん、食べるか寝るかどっちかにしなさいよ」

　機嫌悪そうな顔をする紗菜が向かいにいる。

　タイムリープが解除され、いつの間にか現代にいた。

　日時は、約一〇年後。日付は一一月。

　今回に限ってきっかり一〇年後じゃなかった。

「ゲームの企画……サナんとこと提携するアレ。サナも、ちょ、ちょっとくらいやる気なんだから、兄さんも頑張るのよ？　で、でも、ちょっとだけよ、やる気になったのは、ちょっとだけ！」

『ちょっと』を指で示してみせる紗菜。

　どうやら、俺と紗菜は会社が近いこともあり同居しているようだ。

　いつだったか、この設定の現代があったな。

　そこに巻き戻っているのかと思えば、そうじゃないらしく、今まで俺が試行錯誤してきた成果が、さっき紗菜の口から聞こえてきた。

「っかしいなぁ……何でなんだろう？」

　携帯──ガラケーじゃなくてもちろんスマホ──のアドレスに、柊木ちゃんのそれはない。

　メッセージのやりとりをした形跡もないし。

「サナは今日おうちで作業だからゆっくりでいいけど、兄さんは遅刻するわよ？　ぼんやりしていると、上司のなっちゃんが迎えに来るわよ」

「俺と先生って、別れた？」

「何よ、唐突に。……一体いつの話をしてるのよ。朝の忙しいときにすること？」

「いいから教えてくれ」

「……そうよ。本人が何を言ってるの。兄さんが高二の三月に別れたんじゃない」

　記憶喪失ですかー？　と紗菜が顔を覗のぞき込んでくる。

　ううん。やっぱそうなのか。

「おまえに打ち明けたせいか？　いや、そうしないと紗菜が本領発揮してくれないし、困るのはたしかで……ＨＲＧの浮沈がかかっている事業だし……。となると──やっぱバレたんだな!?　俺と先生とのこと。そうなんだな!?」

「落ち着きなさいよ。あと、人のせいにしないで。サナは誰にもあのことを言ってないし、カナちゃんもデジカメの一件で気づいたけど、言いふらすような人でもないわ」

　奏多かなたも気づいたのか。

　たしかに、二人とも他人の秘密を悪意を持って言いふらすタイプじゃない。

「……じゃ何でだ？」

　今さら何を悩んでるのよー、と紗菜は呆あきれ顔だった。

　現代じゃ今さらだけど、俺にとっては現在進行形なんだ。いや、過去進行形か？

　前に、夏海ちゃんに車の中で別れた理由を訊いたら、

『──あれは……誰だれが悪いとか、そういう話じゃないよ。一番悲しかったのは、誠治さんだろうけど、春ちゃんも同じだよ。ウチは春ちゃんの気持ちもわかるし……』

　って、大人びた顔で言っていた。

　いや、もういい大人だったんだけど。

　どちらかが悪いんじゃないなら、関係がバレて仲が引き裂かれるってことを想像したけど、それも違うのか？

　厳戒態勢を敷いても意味はない？

「なあ、原因とか理由って知ってる？」


「…………今日も忙しくなるんでしょ？　ご飯の片付けは帰ってからすればいいから」



　やってくれるんじゃねえのかよ。

「ちびっ子が言ってたわね。兄さんはタイムリープしてるだの何だのって。変なことを尋ねても、笑わないで真面目まじめに答えてあげてって」

「おお、怜れいちゃん、そんなフォローを」

　今度会ったらいっぱい頭を撫なでてあげよう。

「でも、サナはあれに関して、まだ納得いかない」

「……先生と付き合ってたのを、隠していたこと？」

「ううん。別れたことに対して」

　そっち？

　別れたことに納得いかないって、おまえそれ、理由知ってますって言ってるようなもんじゃねえか。

「先生、ズルいわよ。あんなの。これに関しては、サナの気分が悪くなるから、もうこれ以上言わないし、訊かないで」

「ズルいって何？　何で気分悪くなるの？」

「言わないし、訊かないでって言ったそばから……！」

　しつこい俺に、紗菜はひとつだけ教えてくれた。




「別れを切り出したのは、先生からよ」
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　もう何度目かわからないタイムリープが発動し、高校時代に戻ってきた。

　今まで試行錯誤して未来を変えてきたけど、ここ何度か、柊木ひいらぎちゃんと別れるっていうのは変わらなかった。

　てことは、紗菜さながゲーム会社で仕事をするのと同じように、あれはお決まりのイベントなのか？

「空あき巣すくんー？　おおーい？」

　俺がぼんやりしていると、隣の席でヘッドセットをつけている夏海なつみちゃんが話しかけてきた。

　今年最後のＨＲＧ社でのバイトだった。

「今日、忘年会やるらしいんだけど、行く？」

「行かね。酒の席ってあんま好きじゃないんだよ」

「別に吞のまなくてもいいんだよ？」

「ごめんけど、俺はパスで」

「なぁーんだ、つまんないのー」

　時計を見ると、バイトの上がり時間まで残り一〇分少々。

「心ここにあらずって感じだけど？」

「夏海ちゃんのお姉さまのおかげでね」

　やっぱ、数か月後に別れてしまうってことを知っていると、不安だし悲しいし切ないし、今何をどう提案されても、今は微妙な反応しかできない。

　気持ちは全然それどころじゃない。

「えっ、何、なんかあったの!?」

　目を輝かせるのをやめろ。

　他人のいざこざ、ギブミーって感じだった。

「今のところ何もないよ」

　そう、今のところは。

「じゃあ、ウチらだけの忘年会しない？　春ちゃんと紗菜ちゃんと井伊いいさん、あとはちびっ子を入れて」

「どうって……どうだろう」

「ん？　いつもなら割と受け入れてくれるのに、今日は反応悪いね」

「春香さんとのこと、紗菜と奏多かなたは気づいたらしくて」

「えっ」

　俺はクリスマス会からの流れを夏海ちゃんに説明した。

「あぁ、なるほど。脇が甘いというか……。でも、険悪になってないならいいんじゃないの？」

「そんなもんかな」

「上がりの時間になったよ、空き巣くん」

「ああ、うん」

「……元気ないね？」

「まあ、うん」

　今年最後のバイトなので、自分のデスク周りを簡単に掃除していく。

　夏海ちゃんも、俺にならってデスクの整理整頓せいとんをしはじめた。

「春香はるかさんが、俺と別れるって言い出しました。その理由は？」

「シシシ。なにそれ、大喜利おおぎり？」

「ま、そんなところ」

「そんなん決まってるじゃん。好きすぎてツライから！」

「なくはない、のか？　一〇ポイント！」

「いえーい」

　そんなふうに適当なやりとりをしているうちに、掃除も終わり、残っている人たちに挨拶あいさつを済ませ、エレベーターに乗り込んだ。

「あんな丁寧に挨拶しなくても」

「するんだよ、社会人は。口だけでも、今年は色々とお世話になりました、よいお年を、って」

　ふうん、と鼻を鳴らす夏海ちゃん。

「今日さ、まだ時間ある？」

「あるよ。忘年会に行くわけでもないし」

「そっか。じゃ、ちょっとドライブしない？」







　いつの間にかずいぶん暗くなった国道を、あてもなく車は進む。

「誰だれかを乗せて一回やってみたかったんだよねぇ」

　ハンドルを握る夏海ちゃんは、上機嫌に言った。

　誕生日を迎えた翌日から、教習所に通っていて、先日晴れて免許取得に至ったそうだ。

「わかる、わかる。免許取りたてのころって、意味なく運転したいよな」

「知ったかぶりしちゃってぇ」

　柊木ちゃんと同じで、夏海ちゃんも安全運転。

　見ていてまったく不安にならない。

　この車を貸してくれた柊木家のドライバーは、困惑していた。お嬢様に運転させたりしてもしものことがあったら、って。

　夏海ちゃんは、大丈夫大丈夫って力強く言って押し切った。

　なんとも不良なお嬢様だ。

　柊木ちゃんっていう前例があるから、多少そのへんはゆるいのかもしれない。

　そのドライバーさんは、もう一台を呼び出し、それに乗って帰るようだった。

「これ、ウチの初ドライブなんだ。空き巣くんに、ウチのはぢめてをあげるー。嬉うれしい？」

「うん、嬉しい、嬉しい」

「気持ちこもってねぇー」

　きゃっきゃっと楽しげに笑う夏海ちゃん。

「ウチの車は、これからパパがお下がりくれるらしいんだけど、オッサンが乗りそうな、ザ・セダン車って感じで、全然可愛かわいくないんだよねー」

　唇を尖とがらせながら、贅沢ぜいたくをおっしゃる夏海お嬢様。

「自分の車をもらえるだけありがたいもんでしょ」

「ま、そうなんだけどね」

　高校生バージョンの夏海ちゃんが車を運転するせいで、妙に大人っぽく見えてしまう。

「ウチでいいなら言ってみなよ。なんか悩んでるんならさ」

　現代でタイムリープの話をすると、爆笑してたから、それは伏せて話そう。

「すげー当たる占いがあって。もう、本当にすごいやつで、予言かな？　ってレベルでよく当たるんだけど」

　うん、と相槌あいづちだけ打って、俺に先を促うながした。

「俺と柊木ちゃん、来年の三月に別れるらしい」

「ああ、それで悩んでたの？」

「ま、そんなところ」

　意外だねー、占い信じてるとかー、と夏海ちゃんは言う。

「けど、何で別れるんだろう？　理由は？　あ、もしかしてそれでさっき大喜利吹っかけてきたの？」

「吹っかけたわけじゃないけど、夏海ちゃんなら何か思い当たる節ふしがあるんじゃないかなって思っただけ。理由までは、ちょっと見当がつかなくて」

　そっかぁ、と夏海ちゃんは思いのほか真剣に考えてくれた。

　胡散うさん臭くさいっ、占いは占いじゃーん、と笑い飛ばすのかと思ったけど、そうじゃなかった。

「もし……もしそうなったとして、空き巣くんは、じゃあバイバイってなっちゃうの？」

「え？」

「なんて言うんだろう……？　自分のことを好きじゃなくなったら、春ちゃんのことは好きでいられない？」

　想像してなかった角度からの質問のせいで、少し考えることになった。

　俺のことを好きじゃなくなった柊木ちゃん──現状両想いが片想いになってしまったら、俺は柊木ちゃんを好きじゃなくなるのか？　ってことか。

「そんなことないと思うよ」

「うん。ウチの知ってる空き巣くんならそう言うと思った」

「……傷つきに傷ついた俺は、来世は貝になりたいって思うんじゃないかな」

「わぁー!?　わかりやすくヘコんでるっ!?」

　今でも、その想像をするだけで後頭部を鈍器で殴られたような衝撃と、胸にやるせない思いが募る。

　柊木ちゃんから切り出す別れの理由ってのは、お互い納得できるものなんだろうか。

　紗菜は、納得いかないって現代で言ってたけど。


「はぁ…………ウチも、空き巣くんみたいなカレシほしいなぁ……」



　ぼそっと夏海ちゃんが言った。

「──み、みたいな人だから！　空き巣くんがいいなー？　って言ってるわけじゃないから！」

「まだ俺、何にも言ってないよ」

　おほん、と珍しく取り乱した夏海ちゃんが咳払せきばらいをする。

「と、ともかく。別れたらそれで二人はおしまいなのかって言ったら、そうじゃないじゃん」

「どういうこと？」

「ママにももう挨拶して、柊木家最強のラスボスを倒してるんだよ？　二人の将来の進路はオールグリーン。別れても、最終的にくっつけば大勝利っしょ」

　軽～い口調でそう言った。

「ま、まあ……それでも別れるっていうんなら……う、ウチが、お、お婿むこさんに、も、もらったげる……ママが気に入っているから。それに、そ、そういう話でもあるし」

　もにょもにょと小声で言う。

「ありがとう」と俺は返した。

　俺は今まで、現代で浮上してきた目の前の課題をクリアしていくことしかしてなかった。

　それは全部、柊木ちゃんと結婚するための行動でもある。

　そこをゴールに決めているのであれば、一度や二度別れても、最終的にそうなれば大勝利なのだ。

　世の中、くっついたり別れたりするカップルは、いくらでもいる──。

　そう思うと、ちょっとだけ気持ちが楽になった。

「夏海ちゃん」

「ん？　どったの？」

「握手していい？」

「え、やだ。春ちゃんにチクるよ」

「握手ってそんなにいやらしい行為だっけ!?」

　ふふ、と夏海ちゃんは吐息のような笑いを漏らす。

「元気出たみたいだし、帰ろうか。あ、ジュースおごってよ」

　お嬢様が言わなさそうなセリフ、『おごって』をさらりと言ってのける夏海ちゃんだった。

「仕方ねえな」

　途中で見つけた自販機で、オレンジジュースを買ってあげた。

　俺もついでにコーラを買う。

「今年もお疲れ様」

「お疲れ」

　街灯と自販機の照明が照らす車内で、俺たちは小さく缶同士をぶつけた。
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　迎えに来てくれた高級車を降りると、目の前には豪邸があった。

「きょ、恐縮だわ……」

　それを前にした紗菜さなが恐れおののいている。

「……先生ってお嬢様だったんだ」

　リアクションが薄い奏多かなたも、珍しく口を半開きにして屋敷を見上げている。

「兄さんって、そういう計算もして先生と……」

「なわけねえだろ」

「……逆玉ぎゃくたまの輿こし、うらやましい」

　奏多さん？　心の声、漏れてますよ。

　柊木ひいらぎちゃんとのことを知られたので、もう何も隠すことがなくなって、俺おれとしてはすごく気が楽だった。

「へぇ……ここが。ぼ、ボクの家も、い、一応市議会議員の家なので、そ、そこそこ大きいですよ、先輩」

　そして張り合おうとする怜れいちゃん。でも膝ひざがガクガクしている。

　体は正直だなー。

　すでに柊木家の洗礼──執事とメイドさんの挨拶あいさつ──を終えていた俺たちに、やあやあ、と夏海なつみちゃんが重厚な玄関口から現れた。

「はろー、みんないらっしゃーい」

　続いて、柊木ちゃんもやってきた。

「みんな、遠いところをわざわざごめんねー？」

「お邪魔します」

　俺が小さく会釈えしゃくをする。

　今日でもう三度目なのでそれほど緊張はしないけど、紗菜と怜ちゃんは、青い顔で柊木ちゃんと後ろの屋敷を見比べている。




「「……スペックが高すぎてツラい」」




　さあさあ、中入ってよー、と夏海ちゃんが声をかけ、俺たち家庭科部with怜ちゃんは屋敷へとお邪魔する。

　夏海ちゃんが提案した忘年会を柊木家で行うことになった、と柊木ちゃん経由で連絡が入ったのが数日前。

　忘年会をやることはみんなに周知していたので問題はなかったのだけど、場所をどうするかという話になっていた。そこで夏海ちゃんが「じゃうちに来れば？」と言いだしたことに端を発し、今に至る。

　あれこれ愛理あいりさんや色んな人に諸々もろもろ確認したのだとか。

　柊木ちゃんも実家に帰るのでちょうどよかったという。

　忘年会というくくりだけど、今日が大晦日おおみそかなので忘年会っていうより年越しの宴会だった。

「さ、サナ、今年は豪邸で年を越しちゃうのね……！」

　我が妹様は、緊張気味だった。

　いつぞや俺が愛理さんに啖呵たんかを切った応接室に通される。

　そこはすでに宴会仕様になっていて、こたつが用意されており、その上に、カセットコンロがふたつ。

　な、鍋だ。鍋をやる気だ……！

　柊木ちゃんがいない？　てことは、鍋をスタンバってるところかな。

「家構えは洋風なのに、こういうところは和風なんですね」

　俺が思ったことを怜ちゃんが代弁してくれた。

　さっきみんなの輪を離れて、愛理さんと隆景たかかげさんには挨拶を済ませてきた。

　ウェルカムな愛理さんとは対照的に、「家族団らんのときにやってきて」と隆景さんには迷惑そうな顔をされた。愛理さんに睨にらまれたら、一瞬でウェルカムモードに切り替わっていた。

　夏海ちゃん以外、みんなあちこちを見回してそわそわしている。

　俺も最初はそうだった。金持ちの家に連れて来られたら、誰だれだってこうなるよな。

「お待たせー」

　エプロン姿の柊木ちゃんが、カートを押しながら入ってきた。

　そこには、もくもくと湯気が立ち上る鍋。中にはカニが入っていた。

　ちょんちょん、と紗菜が袖そでを引っ張った。

「に、兄さん、お金持ちは大晦日にカニ鍋をやるのかしら？」

「知らねえよ」

　ふふふ、と夏海ちゃんが不敵な笑いを漏らす。

「だけじゃないんだなー？」

　カートの下の段には、黒い鉄鍋と、具材一式と卵、そして、サシの入った牛肉があった。





「「「あ、あれは──す、すき焼き────!?」」」






　庶民一同、お金持ちの波動に吹き飛ばされそうになっていた。

「ぼ、ボクんちだって、冬はときどき、み、水炊き……やるんです、先輩」

　怜ちゃん、水炊きじゃ太刀たち打ちできないって。鍋系ツートップには、敵かなわないって。

　どうにかして張り合いたい怜ちゃんをよしよし、と慰なぐさめておく。

「フグと迷ったんだけど、こっちのほうがいいって夏海が」

「だって、フグってそんなに美味おいしくないじゃん？　値段が張ってお高い割にさ」

　そうなの？　そうなんですか？　食べたことないんですけど。

「兄さんも、いつかこんなふうに天上人みたいな会話をするようになるのかしら……」

　紗菜が遠い目をしていた。

　柊木ちゃんが割り下からすき焼きを作ってくれる。その間、仕上がっているカニ鍋をみんなでつつく。

　カニ鍋は、柊木ちゃん監修のもと、柊木家の料理人たちが作ってくれたそうだ。

　俺の知ってるカニ鍋とは違って、お上品な味がした。

「……ちょっとしたお楽しみ会レベルの会だと思ったら、こんなの腰が抜ける」

　真顔で白菜をはふはふしながら奏多が言う。

「ぼ、ボクんちだって、ボクんちだって……」

「もういいよ、怜ちゃん。もう戦わなくていいんだ……」

「もう、誠治せいじ君たちは大げさなんだから。カニ鍋もすき焼きも家でやるでしょー？」

「やったとしても、その両方を一度にやらないんだよ、庶民の家庭は」

　そうなの？　って首をかしげる柊木ちゃん。すぐに夏海ちゃんに視線を送ると、夏海ちゃんも首をかしげた。

「まったく、このお嬢様たちは……」

「先輩、お皿が空ですよ？　何がほしいですか？　白菜、お豆腐、カニにつみれ……」

　家柄アピールじゃ敵わないから、アピールポイントを変えてきたな？

「じゃあ、適当にお願い」

「はーい」

「春香はるかさんも、作ってるとなくなるよ？」

「あたしはいいから。遠慮しないで食べてね」

「……誠治君は春香さんって呼んでるんだ」

　と、ぽつりと奏多が言うと、つまらなさそうに紗菜は唇を尖とがらせる。

「今までサナたちの前では、先生って呼んでたのに」

「気を遣つかわなくていいってなると、そうなるんだよ」

「「ふうーん」」

　冷めた目で見られた。

「嫌ねえ、リア充は。ねえ、カナちゃん」

「……うん、ほんとそう」

　どうしたらいいんだよ。

「お待たせー。すき焼きのお肉、欲しい人ー？」

　シュバッと紗菜と奏多、怜ちゃんが素晴らしい挙手を見せる。

「じゃあ、怜ちゃんから」

「あんな、サシの入った牛肉をこんなちっちゃいうちから食べたら、ロクな大人にならないわよー？」

「ふふ。もう十分、ボクはレディなので、お子様とは違うんです」

「一番お子ちゃまが何言ってんのよ」

　輝く──輝いているように俺には見える──高級牛肉にたっぷり卵をつける怜ちゃん。

　美味うまそう……。

「先輩、口開けてください。あーん。ほら、あーんです」

「いいの？」

「ちょっと。自分で食べればいいじゃない」

　すぐさま紗菜が口を出した。

「ボクのお肉なんですから、どうしたってボクの自由です」

「ぐぬぬ……」

　口を開けると、卵が絡からんだ高級肉が中に納まる。

　まろやかな卵と、甘辛い割り下……そして体温で溶けそうなくらい柔らかい牛肉……。

　んまい……。何これ……幸せの味がする……。

　柊木ちゃんは仕方ないなぁって顔で俺と怜ちゃんのやりとりを眺めている。

「じゃ、じゃあ、サナも兄さんにあーんしてあげる」

　ビシッと柊木ちゃんの微笑にヒビが入る。

　ぶふふ、と夏海ちゃんが笑いはじめた。

「さ、紗菜ちゃんは、自分で食べたら、いいんじゃないかな？」

「……サナのお肉なんだから、自由でしょ」

「……さーちゃん、先生から、黒いオーラが出てる。笑顔から、そういうのが滲にじんでる」

　ちらっともう一回見ると、ゴゴゴゴゴゴという擬音が聞こえてきそうな強張こわばった笑顔をしていた。

「……さ、サナ、自分の分は、自分で食べる……」

　しゅうううううん、と黒いオーラは霧散して変な擬音も聞こえなくなった。

　夏海ちゃんが「紗菜ちゃんはダメなんだ？」とケラケラと笑っていた。

「そ、そういうのは、兄妹きょうだいでやることじゃないでしょ」

　ちょっと膨ふくれた柊木ちゃんだった。

　そのあとは、料理長らしき人がやってきて、一枚一枚丁寧に肉を調理してくれた。

　なんか、俺の知ってるすき焼きじゃない……。

「先生、兄さんと結婚したら、真田さなだの家はこんなもてなしはできないけど、いいの？」

「うん。問題なし」

「ふ、ふうん……ラブラブなのね」

　柊木ちゃんと結婚する条件が婿むこに行くことだけど、今は言わなくてもいいだろう。

「モヤモヤする……でもお肉美味しい……」

　複雑そうな顔をしたり、幸せそうな顔をする紗菜だった。
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　こたつでぬくぬくしながら鍋。

　しかもいい食材ばかりのお上品＆ゴージャス鍋。

「満足……」

　途中、夏海なつみちゃんが面白おもしろがって、俺おれにあーんをしてきたことにより、全員から肉だの豆腐だの何だのを食べさせてもらった。そのせいで、かなり腹いっぱいになった。

　はしゃいでいた怜れいちゃんがお眠モードに入り、電池が切れたようにこたつで眠りはじめた。

　時間はもう夜の一〇時。あと二時間で新年を迎える。

「サナ、もうお腹いっぱい……おこたも気持ちいいし、昇天しそう……」

「……同意」

　サナカナの二人がゆるみきった顔で寝転がった。

「クオリティは、まあ、普通だったよね」

　と、夏海お嬢様。

「そんなこと言ってると、誰だれも夏海にお料理作らなくなるよ？」

「あはは。冗談だってば」

　夏海ちゃんが携帯をいじると、メイドさんがやってきた。

「夏海お嬢様、ご用意していたモノをお持ちいたしました」

「うん。ありがとうー」

　ご丁寧にトレーで運んできたそれは、缶ジュースだった。

　……ん？　パッケージをよく見ると、カクテルじゃねえか。

「おい、こら、未成年」

「まあまあ、よく見なよ」

　メイドさんが持ってきてくれた缶を指差す夏海ちゃん。

　その先に、ノンアルコールとあった。

「ノンアルなら、吞のんでも、いいのか……？」

　線引きが難しいな。

　こういうときに発動しそうな警報装置こと柊木ひいらぎちゃんは沈黙している。

　ちらりと見ると、ちびりちびりと日本酒を吞んでいた。

「……先生は、何も見てません」

　吞んでいいらしい。

　まあ、アルコール慣れしてくると、カクテルなんてアルコール入っててもジュースに近いし、市販のノンアルカクテルくらいならセーフなのか。

　大晦日おおみそかでおめでたい日だと、許容範囲は広くなるのかもしれない。

　夏海ちゃんは、カクテルと一緒に用意されたグラスを差し出してきて、それに注そそいでいく。

「まあまあ、吞んでよ、義兄にいさん」

「まだ早はえぇって」

　いつもの、俺たち二人の定番化したやりとりを交わすと、俺も夏海ちゃんのグラスにカクテルを入れてあげる。

「まあまあ、吞みなよ、義妹いもうとちゃん」

「まだ早いってば」

　そのやりとりを、むくりと起きた紗菜さながじいっと不満そうに見ていた。

「兄さん、偽物の妹なんてダメよ」

　義理を偽物って言うなよ。

　そして、そのままバタリと倒れた。

　……寝た？　隣の奏多かなたも寝ていた。

　怜ちゃんは、少し前に迎えにやってきたお母さんに連れられて帰っていった。

　日付が変わるまで、テレビを見ながらあれこれ話をした。

　そしてカウントダウンが終わり、新年を迎える。

「誠治せいじ君、今年もよろしくね」

「こちらこそよろしく」

　俺たちを見ていた夏海ちゃんが、「空あき巣すくん、きっと大丈夫だよ」と言った。

　少し先に別れるって話のことだろう。

　あれ以降の行動で何か変わって、回避できたらいいなと思う。




　◆




　いつの間にかタイムリープが解除されて現代。

　こちらはまだ年末で、会社は少しバタバタしていた。

　まったり楽しい時間だったのに。

　あぁ、見たくない現実が目の前に広がっている。

「せんぱ～い。ＡＳＷさんとの忘年会、場所はどこがいいです？　よければ手配しますよ」

　さっきまで（タイムリープ中の俺からすると）こたつで寝ていた怜ちゃんは、大人になっていた。

「前触れないから困るんだよなぁ、毎回」

　やれやれだ。

　怜ちゃんにあれこれ確認をしていく。

「あ、先輩、また戻ってきたんですかー？」と、事情を把握している怜ちゃんは少し呆あきれたようだった。

　どうやら、俺が企画した『ソシャゲ作れば会社の業績よくなるんじゃね？』計画は、すでに実行に移され、そのゲームも現在絶賛稼働中。

　クリスマスイベントがどうのこうの、と怜ちゃんが教えてくれた。

「先輩が飲み屋でベロベロになりながら、『やったぜ、怜ちゃん……この四半期過去最高益だってよ』って秋の終わりに言ってたので、大成功のはずです」

　企画自体、もっと前から出されていて、水面下でずっと動いていたんだろう。

「『俺』が以前から頑張って話を通して、この今があるってことか」

　そりゃそうか。紗菜とも関係良好なら、これからやることも決まっている。その計画を動かすことに障害は何もないのだ。それなら、早いほうがいい。

「そのときぃ、お持ち帰りされちゃう～って思ったのに、先輩ってば、あっさりボクを帰しちゃうんですもん。プンプンです」

　それで今日は提携先のＡＳＷさんとうちの事業部で忘年会が開催されるそうだ。

「でも、そんなところが好きなんだぁって……」

　ちら、と目が合うと、それを見越していたらしい怜ちゃんは、「きゃっ」とか言って顔を背そむける。

　洗練されているあざとさは健在だなぁ。

「ボクは困ったことに、ボクのことを好きな先輩が好きなんじゃなくて、柊木先生のことが好きな先輩が好きみたいで」

　疲れたような、それこそ困ったような笑顔だった。

　もしかすると、素の表情……？

　もしそうなら、見てきた中でこれがはじめてかもしれない。

「だから、夏海お嬢様にいい顔されなくても、おそばにいたいんです」

「……」

　わしわし、とちょっと乱暴に頭を撫なでる。

「やぁん、先輩ってば、強引ごういんっ」

　いつもの怜ちゃんに戻った。

　デスクの上にあった携帯がメッセージを受信する。ディスプレイに内容が表示された。

『仕事、キリいいところで終わらせてね！　今日忘年会なんだから』

　噂うわさをすれば、その夏海ちゃんからだった。

「別れてるんだよな？」

　一度怜ちゃんはうなずいた。

　やっぱりそうなのか。覚悟はしていたけど。

「あのとき、ボクも紗菜さんも憤いきどおりました。『今さらどうして』『何で？』って。でも、この年になると……もう中身はかなりの大人なので、同じ立場だと考えたら、先生の気持ちも、わからなくはないんです」

「どういうこと？　紗菜はムカつくから言いたくないって言ったけど、夏海ちゃんは怜ちゃんと似たようなことを言った。理解はできるって。何なんだよ、それ」


「…………あ」



　何か、合点がてんがいったように、怜ちゃんは口を半開きにして、小声で独り言を言う。

「ここでもう終わってるってこと……？」

「何？　どういう意味？」

「先輩は過去を何度も変えて、現代を望む方向にシフトさせてきたじゃないですか。お話を聞く感じだと、先生とのゴールに向けて頑張ってきた。その障害となる会社の業績だって、上手うまくやって最高の結果を出した。でも、それでも先生との別れだけは回避できない──これはどうしてだと思います？」







[image: ]




　現代戻りとタイムリープのスパンが最近短くなっているような気がする。

　またタイムリープして高校時代に戻ってきていた。柊木ひいらぎ家けの応接室で年を越したところだった。




　──今と高校時代、先輩の軸足がどっちにあるのか、思い出してください。




　不穏なことを言ったあと、最後に怜れいちゃんは俺おれにそう言った。

　俺の軸足……。

　さっきの現代の滞在時間は、たぶん一〇分やそこらだったけど、また少しわからないことが増えた。

　怜ちゃんは何かに気づき、柊木ちゃんとの別れを回避できない理由を俺に尋ねた。

「何に気づいたんだ？」

「おおーい？　空あき巣すくーん？　ぼうっとしてどしたの？」

　まだ柊木家にいて、周囲には寝ている紗菜さなと奏多かなた。あとはぼんやりしている俺を心配そうに見ている柊木ちゃんと夏海なつみちゃんがいた。

「あ、ごめん。ちょっと考え事を」

　ふうん、と夏海ちゃんは意に介した様子はなかった。

「初詣はつもうでどうする？　春ちゃんは──」

「行く、行きます」

　柊木ちゃんの酔っ払い具合も、いつの間にかずいぶんとマシになったようだった。

「他の人は……起こすのも可哀想かわいそうかな」

「紗菜ちゃんあたりは、どうして起こさないの！　ってあとで文句言いそうだけど」

　くすくす、と柊木ちゃんが笑う。

「まあ、そのときは、俺が紗菜の初詣に付き合うよ」

「さすがお兄ちゃん」

「うるさいな」

　俺を茶化したあと、夏海ちゃんが「じゃあちょっと準備しないとね」と言い、柊木ちゃんを促うながす。

　待っててねと言い残して、姉妹は部屋をあとにした。

　しばらく経って、二人が戻ってきた。

　コートやマフラーを装備してきたのかと思えば、全然違った。

　二人とも振袖ふりそでに着替えており、小物も持って髪型もきっちり着物に合うように変えていた。

　どうりで遅いはずだ。

「どうどう、空き巣くーん？」

　入口で一回転してみせる夏海ちゃん。

　青い生地の着物と花柄がよく似合っている。

「新鮮」

「えぇー？　それだけー？　もっと、ほら、あるじゃーん」

「夏海、そうやって催促さいそくしないの」

　妹を窘たしなめる柊木ちゃんも、すごく自然体で振袖が似合っていた。

　ミスコンのときに、自分で着つけができるって夏海ちゃんが言ってたっけ。

　白地の着物に亀甲柄の帯。派手さは夏海ちゃんに負けるけど、着慣れている感がすごくあって、上品な大人って感じだった。まさに晴れ着姿。

　催促しないの、って言ったくせに、ちらちらと俺のほうを見てくる。

「二人とも似合ってるよ」

「よかったね、春ちゃん」

「……う、うん」

　にししと笑う夏海ちゃんと小声でうなずく柊木ちゃんだった。

　玄関を出ると、すでに車が待っていて、後部座席に乗り込むと姉妹に挟まれる形になった。

「何で夏海も後ろに来るの」

「なんでー？　いいじゃん、後部座席って一応三人までオッケーだし」

「誠治せいじ君が狭いでしょ」

「あぁ、そっか、春ちゃんのお尻がでっかいから」

「ッ」

「ケンカやめて！」

　姉妹のケンカを仲裁しているうちにも、車は目的地の神社へと走り出した。

「本当は、ウチはお邪魔虫だから行かないでおこうって思ったんだけど」

　柊木ちゃんが誘ったわけか。

「恒例行事みたいなもんだからいいの」

　どうやら、毎年姉妹二人で初詣に行くのがお決まりらしい。


　けど、振袖をわざわざ着込んでいく神社って、人が多いんじゃ……？



「空き巣くん、心配しないで。屋台とかも出ないし、人で溢あふれるなんてこともまずないから」

「それならよかった」

「あ、そっかぁー、人が多いと困るもんねぇ」

　柊木ちゃんはようやく気づいたように、のん気に言った。

　こういう危機管理が甘いんだよなぁ、柊木ちゃんは。

　夜で暗いし、顔がはっきり見えないから大丈夫なんだろうけど。

「まあ、そもそも毎年ほとんど人いないしね」

　軽く夏海ちゃんが言う。それはそれで大丈夫なのか？







　車を走らせて約一時間ほどで、目的の神社に到着した。

　道中、かなり山の中を走っていたけど、ここ、どこなんだ？

「相変わらず暗い……」

　鳥居の前で、柊木ちゃんが立ちすくむ。

　外灯がいくつかあるけど、それ以外の光源は何もなく、場所によっては何も見えないくらい真っ暗だった。

　全然知らない神社だし、初詣でもなければ、わざわざここまで来なかっただろう。

　聞いた通り、閑散としていて人けがない。

　鳥居をくぐり、石段をのぼっていくと、静かな境内けいだいが見えた。

　しん、としていて、深夜の冷気も相まって雰囲気が厳おごそかに感じられた。

「ここはどういう神社なの？」

「裏手の墓地に、柊木家代々のお墓があるんだよ。だから、何かあるときのお参りは、ここなんだ」

　つーことは、ハッピーエンドになれば、柊木誠治として俺もここの墓地に入れられることになるわけか。

　誰もいない参道を進み、お賽銭箱さいせんばこにお金を入れて、綱を引っ張り鈴をガラガラと一人ずつ鳴らしていく。

　二礼二拍手一礼をして心の中でお願い事を言う。

「……」

「……」

　最後に一礼すると、二人が俺をじっと見つめていた。

「どうかした？」

「何お願いしたのー？」

「夏海、そういうのは聞いちゃダメなやつだから」

「気になるじゃん。あんなに長くお願いするなんて」

　どれくらいそうしてたんだろう。

「とか言って、春ちゃんも超気になってるくせにぃ」

「そ、それは、そうだけど……」

「言わないほうが叶かなうってどこかで聞いたから、言わないでおく」

　姉妹そろって、むむむ、それなら仕方ないなって顔をしていた。

　性格は全然違うのに、こういうところは似てるんだな。

「春ちゃんは、空き巣くんともっとイチャイチャしたいですとか、そんな感じでしょ？」

「はうううっ」

　図星なのかよ。

「うわ、マジで当たった……なんというか、偏差値低いお願いだね……」

　当てた本人も「さすがにそれはない」って顔でちょっと引いてるし。

「ち、ち、違うから」

「「もう遅いって」」

　俺と夏海ちゃんが、声が揃そろったのがおかしくてけらけらと笑う。

「夏海と誠治君、仲良いね」

　むう、と柊木ちゃんが膨ふくれる。

「ウチと春ちゃんも仲良いよ！」

　だきっと夏海ちゃんが柊木ちゃんに抱きつく。

「きゃ。──こら、もう」

　お姉さんらしく夏海ちゃんを叱しかる柊木ちゃんだった。


　この前、夏海ちゃんが、別れる理由を「好きすぎてツライから」って言ったけど、当たらずも遠からずなんじゃ……？
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「好きだから別れるって、何？　どういうこと？」

　紗菜さなの部屋で、俺おれは首をかしげていた。

「だから、その人のことを思ってこその行動っていうか……」

　俺の質問に、紗菜もあまり納得いかなさそうな顔で、ひとまず説明した。

「矛盾してない？」

「そんなこと、サナに言われても困る」

　でも書いてあったでしょー、と紗菜は俺が返した漫画の当該部分をパラパラとめくる。

　正月休みで暇なので、紗菜に借りた漫画を読み終えて返しにきたところだった。

　いつもは少年漫画が多いけど、趣向を変えて、今回は紗菜オススメの少女漫画を読んでみた。

「納得いかねえ」

「主人公の選択なんだから、いいじゃないそれで。どうしたらお互い幸せになれるのかって考え抜いた上で決断したんだから」

「そうなのかなぁ」

「いやに嚙かみつくわね。これはこれでハッピーエンドって感じでまとめられてるんだから」

　ハッピーじゃなくね？

　恋愛漫画なのに、ラストはお互い信じる道を歩み出した──みたいな終わり方って。

「それはいいから、兄さんもちょっと手伝って」

　コントローラーを寄越すと、ポーズをかけていたゲームを再開する。

　やっているのはＲＰＧだけど、戦闘中に限り別プレイヤーが他キャラを操作できた。

　ザンザン、と紗菜が操あやつる主人公は剣を振るい技を繰り出していく。

「援護して早く！　バフ遅い！　何してるのよ」

「うるせーな、今詠唱中えいしょうちゅうなんだよ」

　カチカチ、と二人でボスらしきモンスターと戦っていく。

「……先生とのことで、心配になったの？」

　珍しく図星突くじゃねえか。

「あ、ミスった」

　俺が操作している魔法使いに、ドガァァン、という派手な衝撃音やエフェクトとともに、敵の必殺技が直撃。ＨＰは一瞬にしてゼロ。


「ちょ、ちょっとぉぉぉぉ！」



「わり。回復頼むわぁ」

「ったくもぉ！　物理防御が紙なんだから不用意に前に出るとそうなるのよ──！　もっと集中して！」

　ガチ過ぎて暑苦しい妹だった。

　すぐに紗菜が操作する主人公が蘇生アイテムを使い、俺を起こしてくれた。

「先生は、きっと大丈夫よ」

「そうかなぁ」

　全然大丈夫じゃない未来がすぐそこに迫ってるんだよなぁ。

「もし兄さんを泣かせたら、サナ、先生を殴る」

「おいおい、穏やかじゃねえな」

「ちょっとぉぉ！　兄さんがタゲられたら戦闘全体のバランスが崩れるんだから上手うまく立ち回りなさいよ！」

「だったらおまえがタゲられるように立ち回れよ」

　ターゲットにされてしまった俺が操作する魔法使いは、逃げ回りながら隙すきを見て仲間に魔法攻撃力アップの支援魔法を唱えていく。

「そういうチョコマカした立ち回りだけは上手なんだから」

「なんか言ったか？」

「必殺技のゲージ溜たまったから、サナ優先で」

「わかった、わかった」

　必殺技──魔法剣技らしき長い横文字の技名の攻撃を放つ。それでもまだ敵のＨＰはなくならない。

　倒れない敵。

　ジリ貧になっていくパーティ。

　アイテムが底を突き、蘇生もさせられなくなっていく。

　そして、最優先にしていた紗菜が操作する主人公も倒れ、ゲームオーバーとなった。

「んんん……ぐやじい……」

「全体的に、火力不足を感じた。適正レベルじゃねえんじゃねえのか」

「レベル上げなんて、面倒くさいじゃない」

　何言ってるのよ、とでも言いたげだった。

　ゲームはいいよな。

　誰が敵か明白で、そいつを倒せば先に進める。

　なんなら、画面が戦闘モードに切り替わるから、そこで戦えばいい。

　失敗しても、原因がすぐにわかる。

　でも、現実は違う。

　敵が誰だれかも、戦っていいのかどうかもわからないし、そもそも敵がいない可能性だってある。

　戦闘モードには切り替わらないし、ＢＧＭも変わらない。ファンファーレも鳴らないし、リザルト画面も出てこない。

　あぐらをかいたまま、仰向あおむけに倒れる。

「そんなに悩むんなら、別れちゃえばいいのよ」

「んあ？」

「別に何でもない。どうせ巨乳は離れがたいとかって思ってるんでしょ」

　そんなわけねえ。

　まあ、たしかにすごいけど。

「どこかで何か間違ったのか？」

　進路の分岐点で、バッドエンドにしかならない選択をしてしまった？

　やり直したいって思っても、タイムリープは俺の意思でどうこうできない。過去の時間軸が進んでいくだけで、高二の春──振り出しに戻ることもない。今のところ。

　ポテチの袋を開けた紗菜が、パリパリと食べながら、再戦に臨むため、パーティの編成をイジる。

「間違った？　何を言ってるのよ、間違ってるじゃない、最初から。学校の先生とだなんて」

　……それもそうか。

　色んな女の子を攻略していくゲームなら、攻略非対象の登場人物に恋をして、告白して付き合った、みたいなあり得ない状況。

　そんなバグみたいにレアな展開と選択肢の数々。

「もし悩むなら、兄さんより先生のほうなんじゃないかしら。抜けてて天然っぽいけど、真面目まじめな人じゃない、基本的に」

「だな」

　俺から別れを切り出さない以上、柊木ひいらぎちゃんが切り出すことになる。

　真剣に付き合っているんだ。

　別れを選択するまでに、葛藤かっとうは少なからずあるはず。そのはず。

　紗菜にも訊きいてみよう。

「……柊木先生と、真田さなだ誠治せいじは真剣に付き合っています。ですが、柊木先生が別れを告げて二人は先生と生徒に戻りました。その理由とは？」

「何それ。大喜利おおぎり？」

　こっちを振り返ると、紗菜は二枚ほどつまんだポテチを俺に食べさせてくれた。

　ここ数日おせち料理ばっかだったから、このジャンクなうす塩味がたまんねえ。

「大喜利っていうか……もしもの場合、どういう理由があるんだろうなって」

　ふうん、と面白おもしろくなさそうに紗菜は唇を尖とがらせる。

「理由ね……。兄さんが浮気するから」

「しねえよ」

「どうかしら。兄さんがそうだと思わなくても、先生からすると弱点中の弱点な部分だったりするのかもしれないわよ」

　浮気？　俺が？　ないない。

　タイムリープしてしばらくは、うわあ、女子高生だ！　ってなったけど、慣れてくるとただのクラスメイト。知ってる顔だしな。同じ職場の人ＡＢＣ。それに近い感じ。慣れってすげーよな。

「柊木ちゃんの弱点……って何？」

「年」

「おま……そんな直球な……」

　弱点じゃねえだろ。むしろストロングポイントっていうか。

「兄さんがどう思っていようが関係なくて。この場合、先生がどう感じているかでしょ、問題なのは」

　くっ……。論理的な反論で、何も言えねえ。

　別れたとしても、またやり直す機会はある。

　でも……別れが必然的に訪れるのであれば、それを回避したい。好きだし、この先も一緒にいたいから。

　ここでもし諦めたとして、この過去を振り返った俺は、「若わけぇよな。そんなことも、まぁあるわな」って流せるようなオトナになるんだろうか。

　……でも、タイムリープが解除されたとき、いつだって現代は前に進んでいた。

　それはこの後一〇年、俺が柊木ちゃんとのことを諦あきらめずに頑張っている何よりの証拠でもある。

　無駄にはできねえよな。

　ハッピーエンドを目指しながらエリート会社員になったり、会社の業績立て直そうと躍起やっきになったり、そんなふうに努力してきた『俺』たちの頑張りを。

「諦めないで頑張るか」

「よく言ったわ、兄さん。リトライ、やるわよ」

　紗菜がコントローラーをまた寄越してきた。
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　三学期がはじまったものの、俺おれが悶々もんもんと悩んでいるのとは対照的に、柊木ひいらぎちゃんは平常運転だった。

「三学期はねぇ、忙しいのです……お仕事いっぱいあるのです……」

　週末の金曜はいつもへとへとで、ＨＰもＭＰも底を突きかけている状態だった。

　家庭科部の活動に顔を出すことが少なくなり、平日の帰りも遅かった。

　ていっても、活動らしい活動はせず、放課後集まって三人で適当にしゃべるだけだったり、ときどき怜れいちゃんを迎えて四人でしゃべったりするだけだった。

　そんな状況なのに、俺の悩みなんて打ち明けられるはずもなかった。

　再来月に別れるってことになっている、なんて言っても、信じてもらえるはずもないし。

　多忙な一番の原因は、短いスパンで中間と期末テストがあるかららしい。

　その分、テストの準備をしたり何だかんだの業務が、かなり圧縮されているようだ。

「あたし、要領が悪いから仕方ないんだよ」

　と、柊木ちゃんは疲れた表情を笑顔に変える。

　仕事に集中している今、俺たちの関係にかかわるシリアスな話をするのは、少し気が引けた。

　柊木ちゃんがもう少し落ち着いてから──。

　そんなふうに思っていると、一月末の中間テストが終わり（いつも通りそこそこの点数だった）、改まって話をする機会を窺うかがっているうちに、二月の半ばに突入してしまった。

「おい、真田さなだ。おまえチョコ、貰もらえるの？」

「知らねえよ。義理で二個くらい貰えたら大勝利だろ」

　そうじゃなくて、と藤本ふじもとは声を潜めた。

「じゃなくて、本命のチョコ」

「誰だれから？」

　とっさにとぼけたけど、あの口ぶり、俺が誰かから確定でもらえると思っている？

「……いや、何でもねえ」

「なあ、藤本、おまえもしかして……」

「知らねえ」

「まだ何も言ってねえぞ」

「おまえがもし誰かと付き合ってたとしても、オレにはどうでもいいことだからな。それでオレがモテるわけでもねえし」

　独り言のように言ったあと、すぐに話題を変えた。誰々が告られたとかそういう話。

　もしかすると、柊木ちゃんとのことを知っていて、あれこれフォローしてくれていたのかもしれない。俺の知らないところで。

「藤本、俺がチョコやろうか。日頃ひごろの感謝を込めたやつ」

「キモいな。要らねえよ」

　だよな、と俺は笑った。

　廊下側を見ていた藤本が小さくため息を吐ついた。

「……んだよ、真田かよ。ドキっとしたじゃねえか」

　クイクイ、と親指で外を指す。

「真田、あれ。お呼びだ」

　藤本が指で差した先には、女子が二人いた。

　目が合うと、一人がうなずいた。

　席を立って、廊下に出ると「ちょっといい？」とうなずいたほうの女子に言われた。

　顔はわかるけど、名前は覚えてない。ほとんど接点はなかったはず。

　もう一人の女子は、選択の授業が一緒の大越おおこしさん。

　いいけど、と俺が言うと、二人は廊下を歩き人けのないほうへと進む。元々予定していたのか、二人に会話はなく、示し合わせたように渡り廊下から校舎の外に出て茶道室の前までやってきた。

　何も言わず、ぽんぽん、と大越さんの背中を叩たたいた女子は、踵きびすを返し去っていった。

　しばらく無言で、緊張がこっちまで伝わってきた。

　……ややあって大越さんが口を開くと、好意を伝えられ、持ち手を握りしめた小さな紙袋が突き出された。

　何て言ったのか、小声でよく聞きとれなかったけど、肝心な部分はきちんと聞こえた。

　そういや、前もここらへんだったような……。

　俺は大越さんにお断りの返事をした。

　チョコは受け取ったほうがいいのか、どうしたら失礼にならないのかわからないでいると、強引ごういんに渡され、大越さんは走って行ってしまった。

　以前もそうだったけど、この何とも言えないバツの悪さは慣れない。




◆柊木春香はるか◆




　チョコ、いつ渡そうかな？

　放課後呼び出して──なんて、高校生みたいなことを考えていた。

　廊下を歩きながら、いいタイミングはないものかと悩んでいると、女子二人の後ろを歩く誠治せいじ君の姿が見えた。

　どくん、と心臓が変な跳ね方をする。

「……」

　モヤモヤするその気持ちは、前とは質が違った。

　上手うまく言えないけど、嫉妬しっととか不安とか、そういうのとは少し違った。

　きっと誠治君は、告白される。

　その点に関して、きっと断るだろうと心配もしていないし、むしろ信用していた。








　────先生は大人で、大人と恋愛すればいいのに。どうして兄さんなの







　────先生、兄さんは舞い上がっちゃってるだけよ。他にもきっといい子いっぱいいるのに、他に目がいかない状態になってるだけなの









　年末、紗菜さなちゃんに言われた言葉が、脳内でキィンと反響した。

「……」

　あのときは売り言葉に買い言葉で、紗菜ちゃんに反論したけど、その刃はずっと胸に刺さったままだった。

　あたしは、誠治君の可能性を……狭めている……？




　それは、嫌だな……。




　時間が止まったかのように廊下で立ち尽くしていると、女子が一人教室のほうへ戻っていく。しばらくして、目元を赤くした女子がうつむきがちにどこかへ小走りで行った。

　しっかりしてて、ときどきエッチで、バイト先でも優秀で優しい誠治君──。

「……」

　舞い上がって他に目がいかないのは、あたしも同じ。

　独占したくて、誰かに取られたくなくて、無意識のうちに、誠治君の目や耳を塞いでしまっているんじゃないだろうか。

　誠治君にとって最良の選択肢が、他にあるかもしれないのに。

　何かあったとき、大人の女性として引き留められる魅力が、あたしにあっただろうか。

　仕事の要領は悪いし、ポンコツだし、酔っ払うと酒乱気味だし。

　魅力は家柄と体だけ──なんて、笑えない。

　日頃の感謝と愛を込めたチョコは、この日渡せなかった。




「……誠治君、ごめんね、準備しようと思ってたら仕事が忙しくて──」




　誠治君に、噓うそをついてしまった。

　自分の中にある何かが擦すり減ったようだった。

『そっか。激務って感じだもんなぁ』

　まあ、しゃーない、と電話口の誠治君が言う。相変わらず高校生なのに仕事に対してすごく理解があるから助かる。

　だからこそ余計に、罪悪感が胸に去来する。

　捨てるのはもったいなかったので、週末遊びに来た夏海なつみにあげた。

　綺麗きれいにしてあったラッピングは、そうだとバレないように捨てた。

　誠治君ときちんと話せないまま、期末テスト期間に入ってしまった。

　誠治君の期末テストの結果は、いつも通り各教科安定した点数を出していた。

　期末テストが終わり、学校行事として残すことは卒業式のみとなり、校内はどこか弛緩しかんした空気に満ちていた。

　期末テスト前は、それから逃げるように仕事に没頭していたけど、ふとしたときに、やっぱり考えてしまう。

　誠治君のことを。

　どうしたら誠治君にとって最良なのか。

　どうしたらあたしにとって最良なのか。

　二人にとって、どの選択が一番なのか。

　素敵な人が、あたしのことを好いてくれる。愛してくれる。

　それはとても嬉うれしいことで幸せなことだけど、ふとしたときに影が差す。

　こっちはいいけど、この人は、本当にあたしでいいの──？
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◆柊木ひいらぎ春香はるか◆




　昼休憩、久しぶりに世界史準備室で待ち合わせ。

　面と向かって二人きりになるのは、ずいぶん久しぶりな気がする。

　思えば、予定を訊きかれたときは、ここ二か月は仕事を理由に逃げ回っていた気がする。仕事が忙しいのは確かだけど、本当に誠治せいじ君はこのままでいいの？　という迷いもあった。

　一七歳の高校生にそんなことを尋ねれば、このままでいいって言ってくれるかもしれない。

　でもそれは、他に選択肢がないからそう言うしかなくて──。

「お疲れ様」

　がら、と扉を開けて誠治君が中へやってくる。少しだけ顔が強張こわばっていた。

　たぶん、あたしがそうだから、察しのいい誠治君は、何かあるなと勘づいたんだろう。

「うん。お疲れ様」

　お弁当を広げるでもなく、世間話をひとつふたつと交わしていく。

　テストの結果なんて、こっちはもう誠治君が知る前からわかっているのに、それでも話がしたくて、わかりきった話題を振ってしまう。

「まあ、テストはこんなもんじゃない？　三年の夏から本気出せば、前は間に合ったし」

　前？

　気になったけど、誠治君が大丈夫なら、それでいいや。

　座りもせず、レジャーシートを敷きもせず、お弁当を広げもしない。

　不自然に思いそうなものだけど、誠治君はその違和感を問とい質たださない。

　ふと会話が途切れて、沈黙が続いた。

　本当にいいの？　もう何度目かわからない自問が脳内をよぎる。

「あのね、誠治君……」

「うん」

　思っていること、感じたことを伝えた。そして、関係を終わらせたいとも告げた。

　傷ついたその表情は、これまで見たことがないものだった。

　あたしは絶対に傷つけてはいけない人を傷つけたのだと知った。

「何を言っても、あたしのエゴだと思うけど……ごめんね」

　大好きな人を突き放す自分の震える声は、他人のもののように聞こえた。

「……俺おれのことを思った上での決意ってことでしょ？」

　勝手だと思われるかもしれない。

　最低な女だと詰なじられるかもしれない。

「やっぱこうなるのか……」

　小声でつぶやく誠治君。悲しげな表情の中に、どこか冷静さもあった。

「わかった」

　取り乱す様は想像がつかなかったし、泣きわめく姿も想像できなかったけど、思いのほかあっさりと了承してくれた。

　もつれると思っていた分、拍子抜けした。

　本当は、もっと悲しんでほしかった。もっと怒ってほしかった。

　そんなあっさりうなずくなんて、この関係が誠治君にとって、それだけのものだったように思えてしまう。

　別れを切り出しておいて、勝手な話だけど。

　……ああ。

　たぶん、きっと。

　誠治君の、そういう大人並みに──いやそれ以上に──達観したところが怖かったのかもしれない。

　感情を露あらわにすることもなく、理路整然と言い分を吞のみ込む。立場が逆であちらが別れを切り出したときは、冷たい理屈で縁を切られるんじゃないか──。

　あたしは、きっとそれが怖かったんだ。

　誠治君の周りには、これからたくさん魅力的な女性が現れる。今だってそうだ。

　誠治君に相応ふさわしい魅力的な女性が他にもいると思ったことは噓うそじゃない。

　話し合いの余地なく、大好きな人にあっさり捨てられるのも怖かった。それも無意識のうちに感じていたことだった。

「他に好きな人ができた、とかそういうわけじゃない？」

　思いきり首を縦に振った。

「他に理由があったわけじゃなくて、さっき話したことが全部で本音」

「そっか」

　それならまだよかった、と誠治君はこぼす。

「俺がまだ高校生で、眼中に柊木ちゃんしかいなくて、選択肢がそれしかないから、柊木ひいらぎちゃんは『自分以上に素敵な女性と出会ってもっと幸せになれるのでは？』って思ったんでしょ？」

「うん」

　柊木ちゃん……先生とも春香はるかさんとも呼ばない。

　ああ……もしかして、普段脳内でそう呼んでいるのかな？

　今は、取り繕つくろう余裕がないから──。

「どの道、一〇年かかるってことか……？　──ああ、じゃあ、大人になるまで、色んな女性と知り合った上で、それでもまだ一番だったら、どうしたらいいの？　ずっと好きだったら」

「どうしたらって……」

　わからないよ、そんなの。嫌いになって別れるわけじゃないから、その言葉だけで嬉うれしくなってしまう。

　まだ好きだったら迎えに来てほしい、なんて、さすがに今言うことじゃないし、フった人間がそんなこと言えない。

「きっと、イイ人が現れるよ、誠治君には」

「ううん。現れても、目もくれないと思うよ。だって現代にいる『俺』たちはみんなそうだったから」

「どういうこと？」

「何でもない」

　別れたばかりなのに、誠治君はどこかすっきりした顔をしていた。

「やっぱりそうなんだな。怜れいちゃんが気づいたことってたぶん……」

　また独り言を言って、部屋をあとにした。

　静まり返った準備室には、扉が閉まる音が妙に大きく聞こえた。

　精神的な疲れから、椅子いすの背にもたれるように座った。

　食欲はないし、このままぼんやり過ごそう。

　そんなことを思っていると、がらっと扉が開いた。

　誰かと思ったら、紗菜さなちゃんだった。


「…………」



　目元に涙をいっぱい溜ためて、口をへの字にしていた。

「どうかした？」

「廊下を歩いている兄さんをたまたま見かけて、なんか変だと思ったの。緊張してるっていうか、不安そうっていうか……だから、ここまで来ちゃった」

　聞いていたんだろう。さっきの話を。

「紗菜ちゃん、盗み聞きは感心しないよ？」

「うっさい！」

　ツカツカと歩み寄ってくると、紗菜ちゃんが手を振り上げた。

　膨ふくらませた風船が弾はじけたような乾いた音が、自分の頰ほおから鳴った。

「いった──」

　熱くなった頰が、じんわりと痛み出し、ビンタをされたのだとようやくわかった。

「何で兄さんとお別れするのよ──！」

「紗菜ちゃんには関係ないでしょ！」
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「ある！　だって、兄さん泣いてた！」

　泣いてた？　でも、全然そんな素振そぶりは──。

「扉閉めた瞬間！　廊下、歩きながら泣いてて──すぐトイレ入っちゃったけど」

「で、でも、ぶつことないでしょ！」

「約束！　兄さんとの！　兄さんを泣かせたら殴るって決めてた！」

　もう一発、と振り上げた手を摑つかむ。

「そんな勝手な約束──」

「勝手はあんたのほうよ！　そんな自分都合で兄さんを悲しませて──サナ絶対許さない！」

「紗菜ちゃんに何がわかるのよ！」

「興味ないからわからないわよ！　アナウンサーみたいに八方美人で、いつもニコニコしてて何でもできて！　最初からなんか嫌だった！」

「そういう顔をするのが『先生』っていう仕事なんだよ！」

「どーでもいいわよ、そんなこと！　興味なくても、兄さんの気持ちから逃げた──それだけはわかる！」

　またこの子は……核心を突いて──。

「好きだから別れるの。あたしみたいなのが、誠治君を目隠ししてちゃダメだから──」

「そうやって、大人ぶった理論を武装して兄さんを傷つけた。好きだから別れるとか、そんな矛盾した理由で別れていいのは、二次元だけなんだから！」

　揉もみ合っている時間が長すぎた。

　開けっ放しだった扉のせいか、あたしたちの金切り声は、廊下にも聞こえていたらしい。

「何やってるんだ──」

　異変を察知した先生が中に一人入ってきて、紗菜ちゃんを引き離した。

「離しなさいよ！　離してくださいっ、セクハラっ！　あの女は、サナが成敗して──」

　ジタバタと暴れる紗菜ちゃんは、廊下に引っ張り出され、駆けつけた生徒指導の先生に別室へと連れていかれた。

「柊木先生……どうしたんですか？　一体何が……」

「えっと……」

　正直に話せば、どうしてそうなったのか説明は避けては通れない。紗菜ちゃんは最悪停学処分。内申点にもかかわってくる。ぶった瞬間は誰も見てない──。

　紗菜ちゃんは、誠治君の不利になることは絶対に言わない。そんな信用だけはある。

　だから紗菜ちゃん、信じるよ──。

　緊急職員会議が開かれ、午後最初の授業は全校で自習となった。

「あたしが全部悪いんです。だから、真田さなださんは悪くなくて……」

　紗菜ちゃんは「言いたくない」の一点張りだという。

　事情を訊かれたあたしは、原因が自分にあることを話し、噓うそ八百を並べて紗菜ちゃんの許しを請こうた。

　それもあって、紗菜ちゃんは要注意程度で済んだ。
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　下校中。

「準備室で柊木ひいらぎちゃんと揉もめた女子って、おまえのこと？」

「知らないー」

　卒業式を残すだけとなった在校生からすると、かなりの大事件で、一年の女子がそうだっていう話は、一斉に校内に広まった。

　藤本ふじもとあたりは情報が早くて、チャンサナらしいぞ？　って言っていた。

　どうして揉めたのか、なんとなく原因はわかる。

「怒らないの？」

「は？　何で？　おまえは何も知らないんだろ？」

「そ、そうよ」

　わかりやすいな、こいつ。

「どんな理由でそうなったかは知らないけど……ていうか、もしかしてあれか？　泣かせたら殴るっていう……」

　無表情にうつむく紗菜さな。

　ああ、これはマジっぽいな。

　あっさりと釈放されているあたり、きっと未遂みすいに終わったんだろう。

「俺おれのために怒ってくれたんだったら、ありがとう」

「兄さんのためじゃないし。サナがむかついたからそうしただけよ」

　やっぱ犯人おまえじゃねえか。







　その週の残り数日、紗菜は学校を休んだ。

　自主謹慎きんしんとか言ってたけど、本当はそんなの出てなくて、ただのサボりらしかった。

　柊木ちゃんとは、あれから連絡は取っていない。

　世界史の授業も、目がまったく合わなくなって、本当に別れたんだなって実感がわいて、授業中にちょっと泣きそうになった。

　こうなるっていうのは、現代を何度も見ていたからわかっているのに──衝撃はおそらく半減していたはずなのに──知っているのと、体験するのとじゃ段違いで、強い悲しみが残った。

　柊木ちゃんは、部活にも当然のように顔を出さなくなった。

　世界史準備室にも、鍵かぎがかかり、いよいよ接点がなくなりはじめていた。

　本来、先生との距離感ってこんなもんなんだよな……。

　どれだけ柊木ちゃんが俺に歩み寄って来てくれたのかが、よくわかった。

　やがて卒業式も終わり、終業式を迎えた。

　明日から春休みという解放感があったけど、何をしていいのか、まったくわからなかった。

　……去年できなかったから、花見しようって約束したのに。

　部活の表彰式や校長の話が終わりにさしかかると、「三月でこの学校を離れる先生が数名いらっしゃいます」と案内があった。

　壁際に並ぶ先生たちの中から、五人ほど壇上に上がる。

　体育館がざわついた。

　その中に、正装をしている柊木ちゃんもいた。たぶんそのせいだ。

　この学校を離れる先生──。

　高校生のときはわからなかったけど、いわゆる人事異動だ。

　俺とのことがバレてそうなのか、それとも紗菜と揉めたことでそうなったんだろうか。

　新任の先生が二年で異動するっていう話はあまり聞かない。

　不祥事か、特例としての異動なのか、それはさすがにわからない。

　校長からの紹介があり、それぞれの先生が挨拶あいさつをしていく。

　柊木ちゃんは、この学校での思い出に少し触れて、お礼を言ったあと、この学校で過ごせて楽しかった、と当たり障さわりのない文言で締めくくった。

　校長が言うには、しばらく休職するという。期間は明言しなかった。

　藤本に突かれた。

「柊木ちゃん、何で学校辞めるの？　チャンサナと揉めたから？　それとも──」

「知らねえよ。休職っつーのは、辞めるって意味じゃねえから」

　思わず語気が強くなってしまった。それに藤本が少し驚いた顔をした。

「おまえが知らねえなら、生徒は誰もわからねえわな……」

　言い終わると、励ますように俺の肩を叩たたいた。

　夏海なつみちゃんとは、ＨＲＧ社のバイトで顔を合わせることが何度かあった。

　柊木ちゃんとのことを知っているんだろう。夏海ちゃんが知らないわけがない。

　それでも、気を遣つかわず、普段通りに接してくれるのがありがたかった。







　柊木ちゃんのいない学校生活……普段の生活もそうだけど──とにかく速度が違った。

　毎日ルーティーンのように学校に行って学校生活を送って、終われば帰って──。

　そんな惰性だせいのような毎日はあっという間に消費されていった。

　タイムリープは、最近解除されない。

　現代がどうなっているのか、見ることができない。

　どうしてそうなのか、俺なりに仮説を立てた。

　現代の大人怜れいちゃんが、「もう終わってるってこと？」と首をかしげながら言っていた。

　たぶんそれは、俺の過去改変が終わったって意味なんじゃないだろうか。

　思えば、過去でしてきたことの結果を見るための解除が多かった。

　すでに過去改変が完了（おそらく）していたため、今現代に戻っても以前と変わらない。だから、もう解除されない──。

　どういう理屈でタイムリープしているのかわからないんだから、仮説はあくまでも仮説でしかないけど、そう思うと、納得がいく。

　高三に進級すると、俺はそこそこ勉強を頑張った。夏からでいいとか余裕こいていたけど、春から頑張った。

　そのかいあってか、以前俺が入学した私立大学よりもランクが上の、公立大学に進学できた。







　二度目の大学生活は、それなりに楽しかったとだけ言っておく。

　授業に出たりサボったり、ＨＲＧ社のバイトをしたり（時給がかなり上がってフロアでは俺が一番仕事に詳しくなった）、ときどき友達と遊んだり。

　女の子と知り合う機会も増えた。

　可愛かわいい子、綺麗きれいな子、天然な子、面白おもしろい子、ちょっとエロい子。でも、柊木ちゃんとは比較できなかった。

　その頃、二一歳になっていた紗菜は、フリーのイラストレーターとして名を馳はせはじめていた。

　ゲーム会社から専属契約の話が来たらしく、名刺を見せびらかされた。中に、あのＡＳＷ社があったけど、何も言わないでおいた。

　奏多かなたは専門学校を卒業して、就職したことは知っているけど、疎遠そえんになっているのでＡＳＷ社で働いているかどうかはわからない。

　怜ちゃんは中三になり、立派なエロ可愛かわ小悪魔ＪＣに成長していた。

「中学男子とかガキくさくてぇ。やっぱり先輩みたいなオトナじゃないとぉ」

　って、この前会ったとき言っていた。

　一番微妙な距離感にいたのは、夏海ちゃんだった。

　春香はるかと結婚しないなら夏海と──そんなふうに愛理あいりさんがゴリゴリに推おしてくるので、それに根負けすることになって「形だけそうしてくれたらいいから」と夏海ちゃんは言ってくれた。

　だから今は婚約者ではなく、付き合っている体ていでいる。

　このときから、俺の呼び方が誠治せいじさんに変わった。ああ、ここで変わるんだ、と数年後を知っていた俺は、歴史的瞬間に立ち会ったような気分だった。
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　当然のごとく、俺おれはＨＲＧ社に入社した。バイトとして働いていた期間も長いし、社員以上に仕事ができるから、一般的な入社試験はほとんどなかった。

　合否を決めるものではなく、意思確認みたいな面談だけはあったけど。

　入社後、俺はバリバリと仕事をこなしていった。例の企画を温めながら。

　俺が怜れいちゃん含め違う女の人と仲良く話したりすると、夏海なつみちゃんはかなり不機嫌になった。

「……好きなんだ。まだ。まだっていうか、死ぬまでそうかも」

　機嫌悪そうに夏海ちゃんは言う。俺がフラついているように見えるのが、我慢ならないらしい。

「あの頃ころの思い出だけで、これから生きていくつもりなんだ」

　姉を思う夏海ちゃんは、どこか心配そうだった。

　だからと言って、俺の背中を押すことはない。

　どういう経緯で別れたのか、柊木ひいらぎちゃんから聞いているからだろうか。

　あくまでも、俺の意思を尊重するかのようだった。

　俺のことを思い出して、あの頃の思い出を大切にしてくれている──。

　そんなふうに夏海ちゃんに聞かされていたから、柊木ちゃんへの想おもいが風化するようなことはなかった。

　柊木ちゃんが引っかかったのは、俺の選択肢の少なさっていう話だ。

　あれから大学、職場と他の女性と知り合う機会が増えて、選択を繰り返してきた。

　そういう経験込みで『大人になったら』また会いに行ける。会ってくれるかどうかはわからないけど。

　でもそれだけじゃ不安なので、仕事を頑張ることにした。

　頑張る理由があると、それだけで仕事は少し楽しかった。

　俺は高二の頃から考えていた企画を、いよいよ夏海ちゃんに説明した。

「今までやってきたことは大事だけど、従来のものが不調になったら会社が傾くよ。だから体力がある今のうちに新しいことを──」

　そんなふうに熱弁を振るうと、夏海ちゃんも賛同してくれた。

「あはは。珍しいね。誠治せいじさんがそんなに熱っぽく語るなんて。意外とＨＲＧに忠誠誓ってるんだ？」

「高二のときからバイトしてるし、愛着あるから。それに……まあいいや」

　放っておくと業績悪化は免まぬかれないって言っても信じないだろうし。

「いいじゃん。やろうよ」

　二五歳の夏のことだった。

　最後に見た『現代』も、たぶん企画はこの頃に出されたものだと思う。一年やそこらでゲームはリリースされないだろうから。

　社長令嬢を味方につけていることは、かなりのアドバンテージになった。

　直に夏海ちゃんから社長──隆景たかかげさんに話がいき、企画は通り新事業部が発足するに至った。

　若手有望社員（他称）は、新事業部長の補佐に大抜擢だいばってき。新しく俺の上司になったキレ者令嬢は、企画をどんどん推おし進めていった。

　長年ここでバイトをしていたこともあり、さらに出世した元上司たちが俺の能力を高く買ってくれていた。そのおかげで、変な軋轢あつれきや摩擦まさつ、雑音が起きることはなかった。

「せんぱぁーい、ボク、一九時で上がりなんです。これからお食事でもどうですか♡」

　最近ここでバイトをはじめた、あざとい女子大生からの誘いも断り、新事業を軌道に乗せることに躍起やっきになった。

「ボクは未成年ですけどぉ、先輩のお酌しゃく、したいなぁ、なーんて」

　計算された小悪魔的な笑顔で、デスクの周りをうろうろする。

　向かいのデスクで仕事をする上司が、ピキピキきているのがなんとなくわかった。

「怜ちゃん、夏海ちゃんがヤバいから、そろそろ──」

　パンッ、と強くキーボードを叩たたく音が聞こえた。

「男漁おとこあさりならよそでやりなよ！」

「やぁ～ん、こわぁーい！」

　投げキッスを二、三発放った怜ちゃんは、事務室を出ていった。まだモバイルコンテンツ事業部は二人きりなので、別部署に間借りさせてもらっている状況だった。

「誠治せいじさんも、その気がないんだからはっきりと言いなよ」

「まあまあ、昔からこうだったでしょ」

　そうだけど、と夏海ちゃんは不満げにため息をついた。

　子犬みたいな頃から知っているせいで、どうにも突き放しがたいんだよなぁ。

　そうだとは言わないけど、俺に近づく女性がいると、怜ちゃんに限らず睨にらみを効かせた。姉の幸せを願う夏海ちゃんらしい行動だった。







　開発運営を委託するＡＳＷ社との何度目かの懇親会こんしんかいが開かれた。

　懐なつかしいメンバーが揃そろった。

　紗菜さなに奏多かなた、夏海ちゃんと怜ちゃん。そして俺。

　酒の席というのもあり、ちょっとした同窓会気分だった。

「あ、先輩♡　グラス空いてますよ。ビールでいいですか？」

　気の利きく女子大生が、頑として右隣をキープ。左隣には、お目付け役の夏海ちゃんがワイン片手に横目で俺を睨む。

　向かいの席には、紗菜が座って、隣には奏多がいた。

「ちょっと尊敬する。兄さんのことを一〇年近くも追いかけ回せるなんて」

　呆あきれたような顔で紗菜は言うと、奏多がオレンジジュースを片手にうなずく。

「……一方的な愛。でも一〇年近くはすごい」

「そんな褒ほめないでくださいよぅ。あ、そういえば」

　ぱちん、と手を合わせて、小さな鞄かばんの中から一枚の写真を取り出した。

「これのおかげで、ツラくても生きていけるんです」

　高二のクリスマスのときに撮ったツーショット写真だった。

「こんなの撮ってたんだ」

　夏海ちゃんの視線が痛い。

「……サナ、集合写真、持ってる」

「……さーちゃんは、肌身離さずずっと持ってる」

「余計なこと言わなくていいから」

　そのときの集合写真。

　みんな楽しそうに写っていた。実際、楽しかった。





「「「「…………」」」」






　四人が神妙な面持おももちになる。

「先輩、いつになったら……」

「ちびっ子、デリケートな話題に切り込まないの」

「だってぇ……先輩が……」

「──外野がとやかく言わないで」

　ピシャリ、と夏海ちゃん。

　紗菜が「ほら見ろ」みたいな顔をして怜ちゃんに顎あごをしゃくっていた。

「大丈夫。俺は大丈夫だよ、怜ちゃん」

　本気でしょんぼりしている頭を俺は撫なでた。

「仕事がデキる先輩は、社内のモテ男ランキング上位なのに……もったいないです……」

「……誠治君は、そういうところがいいんだよ」

　奏多がぽつり。そういや、俺は奏多の浮うわついた話を聞いたことがなかった。

「奏多は彼氏いるの？」

　てか、付き合った経験とかあるんだろうか。

「……一応、いる」

「誰だれ？　どんな人？」

「……同い年の人」

　ざっくりだな。まいいか。

「ボクのお相手は、永遠に先輩なので、いつでもウェルカムです♡」

　隣と向かいから（（イラッ））って音が聞こえてきた。

　こんなふうに、久しぶりに酒の席を俺は楽しんだ。

　少しだけ心配だったけど、紗菜は仕事に力を入れてくれて、開発は順調に進んだ。

　その頃には、俺の部下にあたる後輩三人と雑務をする自称秘書のバイトが一人異動してきて、事業部は六人の部署に成長した。







　二六歳の夏──つまり俺が二七歳になる年の夏。

　完成したスマホ用アプリゲームがついにリリースされ、俺の読み通り時流に乗ってかなりの収益を叩き出した。

　嬉うれしくて、打ち上げの席でかなり吞のんでしまった。あのあとどうなったのかあんまり覚えてないけど、それはご愛敬あいきょうってことで。

　ゲームは順調に稼働を続け、予定されていたクリスマスイベントもＳＮＳ等で話題を呼び、業界トップクラスのドル箱コンテンツに成長を遂げようとしていた。

「せんぱ～い。ＡＳＷさんとの忘年会、場所はどこがいいです？　よければ手配しますよ」

　雑務担当の自称秘書が俺のデスクへとやってきた。

　……あれ？

　これ、どっかで見たことある──。デジャヴってやつか？

「あ、先輩、また戻ってきたんですかー？」

　と、呆れたような顔をする怜ちゃんだった。

　ああ、そうだ。これだ。俺が最後に見た『現代』。

「先輩が飲み屋でベロベロになりながら、『やったぜ、怜ちゃん……この四半期過去最高益だってよ』って秋の終わりに言ってたので、大成功のはずです」

　最後に見た『現代』への道を、俺はずっと歩いていたんだ。

「そのときぃ、お持ち帰りされちゃう～って思ったのに、先輩ってば、あっさりボクを帰しちゃうんですもん。プンプンです」

　ぷくーと膨ふくれてみせて、ぷい、と顔を背そむける。

「でも、そんなところが好きなんだぁって……」

　ちら、と目が合うと、それを見越していたらしい怜ちゃんは、「きゃっ」とか言ってまた顔を背ける。

「ボクは困ったことに、ボクのことを好きな先輩が好きなんじゃなくて、柊木先生のことが好きな先輩が好きみたいで」

　わしわし、とちょっと乱暴に頭をなでる。

「やぁん、先輩ってば、強引ごういんっ」

『仕事、キリいいところで終わらせてね！　今日忘年会なんだから』

　噂うわさをすれば、その夏海ちゃんからメッセージが届いた。

「あのとき、ボクも紗菜さんも憤いきどおりました。『今さらどうして』『何で？』って。でも、この年になると……もう中身はいい大人なので、同じ立場だと考えたら、先生の気持ちも、わからなくはないんです」

　現代に戻ってきた俺が中にいると思っているらしい怜ちゃん。

「わからなくない？」

「はい。月並みですけど、好きだからこそ出てしまう答えだってあるんです……。タイムリープしていると知っていれば、中身は大人だって思えますけど、そうでないなら、先輩はただの高校生です。片や大人で先生で、保護する側の人です。先輩の幸せを突き詰めていくと、最後の最後に『年の差』っていう部分が出てしまったのではないかと……」

　別れてよかった、なんて思わないけど、それで柊木ちゃんの心の重しが取れるんなら、望むところだった。

　先生と生徒、大人と子供──。そんなくくりじゃなくて、今や色々と経験をした大人と大人だ。

「先輩は過去を何度も変えて、現代を望む方向にシフトさせてきたじゃないですか。お話を聞く感じだと、先生とのゴールに向けて頑張ってきた。その障害となる会社の業績だって、上手うまくやって最高の結果を出した。でも先生との別れだけは回避できない──これはどうしてだと思います？」

　あのとき、言えなかった質問への答え。

「言葉通り、避けられない出来事だったから──これはネガティブな意味じゃなくて、むしろ逆」

　はい、と怜ちゃんは相槌あいづちを打つ。

「柊木ちゃんを幸せにする上で、必要な出来事だった──」

　もし俺と別れない決断をあのときしたとして。

　柊木ちゃんは、刺さっている棘とげを見て見ぬフリをしながら、俺との関係を続けていく──俺の相手は自分で果たしていいのか？　なんて心のどこかで思いながら。

　かすかな俺への後ろめたさや、年の差を気にした嫉妬しっとや独占欲に自ら苛さいなまれる結果になったんじゃないだろうか。

「今と高校時代、先輩の軸足がどっちにあるのか、思い出してください」

　もちろん今だ。

　なぜかっていうと、俺は──『俺』たちは、現代にいる柊木ちゃんを幸せにするために、過去を変えてきたからだ。

　高校時代は、あくまでも通過点。そして、それがあって今がある。

　俺は、これから先のことは知らない。あれからタイムリープ解除はされなかったから。

　オリジナルの記憶でも今年の春から先は知らなかった。




　……もしかすると、もう行っていいってことなんだろうか。




　カーナビだって、目的地付近で案内をやめる。

『ここだよ。あとはもうわかるでしょ？』って言いたげに。

　改変し終わった過去。

　解除されないタイムリープ。

　そのルートを辿たどり到着した現代。

　過去と現代の時間軸の合致。

　いつだって、柊木ちゃんとのハッピーエンドな『現代』は見せてはくれなかった。

　問題が山積みで、片付ければ片付けるほど、問題が出てきた。

　最後の問題は、時間が解決するってことじゃないのか。

　もうここからは、自分の足で歩いていけってことか。

　仕事をキリがいいところまで片付けると、時間は夜の九時を回っていた。

『忘年会だって言ったじゃん～。ウチらがめちゃくちゃ褒ほめられる会だったのにぃ』と上司から電話でお叱しかりを受ける。

　よっぽど嬉しかったのか、夏海ちゃんの声は弾はずんでいて、珍しく酔っ払っているようだった。

『これだから空あき巣すくんはねぇ』と懐なつかしい呼び方で、ああだこうだ、としゃべる。

　それを遮さえぎり、俺は必要な情報だけを訊きいて、駐車場に向かう。愛車に乗り込むと、よく知る場所へハンドルを切った。
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◆柊木ひいらぎ春香はるか◆




「お疲れ様です」

「お疲れ様ー」

　事務員さんに職員室の鍵かぎを渡して、まだ施錠されてない裏の勝手口から外に出る。

「さむ」

　相変わらず要領の悪い自分が恨うらめしい。

　でも、仕事を口実に面倒な忘年会も行かなくて済んだのは、なんというか、ラッキーだった。

　コートの前をしっかりと閉めて、一〇年来のマフラーに首をうずめる。

「どうしよう」

　忘年会に行く気がない、行きたくないと言っているみたいだから（いや、本音はそうなのだけど）、車ではなく今日は歩いて出勤した。

　歩けば三〇分近い。

　こんな日に限って、タクシーが迎えに来てくれるのは時間がかかるらしい。

「歩こうかな」

　寒空に独ひとり言ごちると、見慣れない車が駐車場にやってきた。

　ヘッドライトを消すと、運転手が降りてきた。

　先生の誰だれかだろうかと思ったけど、違った。

　見覚えのある顔。

　幼さを残した顔は、好青年と言って差さし支つかえないほど成長していた。

　言葉を探し終えたあと、あの、とむこうが口を開く。

「忘年会に、行きそびれちゃって」

　心地よく耳をうつ聞き慣れた声。

「……はい……あたしも、です」

　口をへの字に縛ってないと、嗚咽おえつがこぼれてしまいそうだった。

　膝ひざが震える。

　涙声を堪こらえた代わりに、涙が視界を覆った。

「どうですか、これから一杯だけ、吞のみに」

「こんなところで、こんな時間に、ナンパですか……？」

「ダメですか？　……素敵な方だったので、つい」

「あたしで、いいんですか？」

「はい」

「年、いくつだと思ってます？　一二月の頭に、三四歳になったんです」

「僕も一二月の頭に、二七歳になりました。もしかすると、誕生日、同じかもしれませんね」

「お誘いするなら、若い方のほうがいいんじゃないですか？」

「若いからいいってものでもないでしょう」

「あたし……仕事の要領は悪いし、職場の忘年会も行きたくないから口実を見つけてサボったりして……そんなダメな大人なんです」

「『ダメ』っていけないことですか？」

　会話を交わすたびに、一歩ずつ距離が縮んでいった。

　伝えなければ、とずっと心にしまっていたことを話した。

「好きな人が、いるんです」

　ぴたり、とお互いの足が止まった。

「一〇年前からずっと。好きになっちゃいけない人だったんですけど、気持ちは抑えられなくて」

「奇遇ですね。僕も……あれこれ合わせると二〇年ですけど、一〇年前からずっと好きな人がいます。春香はるかという名前の人です」

　涙が頰ほおを伝った。

　歩み寄ったけど、最後は少し走った。

　抱きつくと受け止めてくれた。

「噓うそばっかり。何が奇遇よ」

「おっかしいな」

　とぼける声に見上げると、懐なつかしい笑顔があった。

　背中に回された手に、ぎゅっと力強く抱きしめられた。

「ごめん、遅くなって。いつになれば、俺を『大人』だと認めてくれるかわからなくて」

「ううん……遅くなんてないよ。誠治せいじ君のこと、信じて待ってたから」

　一〇年前、クリスマスにもらった花とメッセージカード。

　メッセージカードには『絶対に迎えに行くから』とだけ書いてあった。

　あのときはよくわからなかったけど、今ならわかる。

「俺、もう一緒に酒吞めるよ」

「うん」

「免許も持ってるし、自分の車だってある」

「うん……」

「色んな女の人と知り合ったけど、先生が一番だった」


「……もお……二人、きりのときはぁ……先生じゃにゃくて、春香しゃん、でしょぅ……」



　涙声でぐずぐずになったセリフを誠治君は笑った。

「まぁ、もう俺の先生でもないけどな」

「じゃあ、言わないでよぅ。大事なセリフのときは、いっつも『先生』ってわざと言うんだから」

「バレたか」

　彼なりの照れ隠しなのはすぐにわかった。

　人生を通して色々と経験してきたのだ。生徒でもなく、男の子でもなく、一人の男性として、こうして会いに来てくれた。




「俺と結婚してください」




　付き合っていた頃ころ、それに類する言葉は何度も言ってくれたけど、今日が一番嬉うれしい。

　またぎゅっと抱きしめる誠治君の後頭部を何度か撫なでた。
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◆真田さなだ誠治◆




　柊木ひいらぎちゃんを乗せて車で移動する。

「はじめてだね。誠治君が運転席だなんて」

　温泉に行くときに一回あったけど、あのときは、寝てたもんな。

　オシャレなバーに行こうとすると、夏海なつみちゃんから連絡があった。

　さっきお叱しかりを受けたときに、柊木ちゃんがどこにいるのか尋ねたのだ。

　それで、だいたい察しはついたんだろう。

『よかったじゃん。あ、あの店でしょ？　ウチらも行くからぁ──』

　今は紗菜さなと奏多かなたも一緒らしい。ついでに怜れいちゃんも。

　みんな揃そろうんだねーってのん気に言っていた柊木ちゃんが、青い顔でぷるぷる震え出した。

「さ、紗菜ちゃんに、またビンタされるかも」

「ビンタ？　え、何それ」

「あ……。何でもない」

　何だよ、何があったんだよ。

「誠治君、車だと吞めないよね？」

「終電で帰るから大丈夫」

「久しぶりに会ったのに……帰っちゃうの？」

　赤信号で停車する。

　見つめられていることに気づくと、顔を寄せて二度キスをした。

「今夜だけは、二人きりが、いいな……？」

「俺おれも」

　一次会でウォームアップを終えた集団に、素面しらふだと混ざりにくいしな。

　夏海ちゃんたちにはあとで謝ることにして、別の店を目指してアクセルを踏む。

　進路はすべてオールグリーン。

　向かうところに障害は何もなく、ただ進めばいい。

　俺自身、二七歳以降のことは何も知らない。

　明日何が起きるのかなんて、誰だれも知らない。

　普通そうだし、それでいいんだ。

　わからないっていうのは、不安なことだけど、柊木ちゃんがそばにいてくれれば、きっと大丈夫。

　俺は止まっていた人生を、今日リスタートさせた。

「ポンコツだからって、愛想あいそ尽かさないでね？」

「知ってるから大丈夫」

「ん～もう……」

　複雑そうな顔をする柊木ちゃんを見て、俺は少し笑った。

　信号待ちの隙すきを狙って、こっそりと小指を絡からめてくる。




「誠治君、これからも末永くよろしくね」

「こちらこそ」




　高二にタイムリープし当時好きだった先生に告った結果、俺は大切な人と幸せなエンディングを迎えられた。











〈了〉












あとがき







　シリーズも５巻目を迎え、物語が一段落となりました。ここまで応援して下さった皆様、本当にありがとうございます。小説家になろう発のラブコメでしたが、いかがでしたでしょうか。

　恋人とイチャつく。その疑似体験を読者様にしてもらう。そういうコンセプトでこの作品を書いていました。どうしてメインヒロインが先生だったのか、後付けの理由として色々あげられますが、そのきっかけは、自分でもよくわかっていません。

　ただ、ラブコメを書こうと思ったきっかけの一つに、担当編集様がケンノジが書くヒロインは可愛かわいいと仰おっしゃったのがあると思います。いつだったかあとがきに書いたような。

　まあ何だかんだあり、この「タイムリープしたアラサー男子が先生とラブコメする」作品を書くことにして、今に至ります。

　読者様の多くは、この作品で僕のことを認知されたんじゃないでしょうか。

　まだ覚えてない方は、タイトルと違って短い名前なので覚えてください（笑）。

　自身最長のシリーズであり、色んな読者様に覚えてもらったという点でも、この作品には感謝しています。そのきっかけを下さった担当編集様にも感謝しております。

　イラストを担当して下さったやすゆき先生もありがとうございました。終始カラーもモノクロもハイクオリティな柊木ひいらぎちゃんを描いていただき、確認作業が毎回楽しみでした。刊行作業の一番の楽しみだったと思います。

　そのほか、デザイン装丁担当者様、営業様、校正様、現場の書店員様、本作品の製作販売に携わって下さった皆様、ありがとうございました。




　あと、別のラブコメ作品も小説家になろう他で連載中ですので、他のラブコメも読んでみたいって方はそちらも面白おもしろいので是非読んでみて下さい。




　物語が溢あふれるこのご時世に、ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。ふと手に取った作品が、僕の作品であれば嬉うれしいです。そのときはまたあとがきでお会いしましょう。





ケンノジ









著者

ケンノジ

　プロ野球中継が日々の楽しみになってしまいおっさん化に歯止めが効かない今日この頃。




イラスト

やすゆき

　ついに最終巻…！

　思い返せば短かった気がしますが、それだけ楽しく作業させて頂いたという事ですね…！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「ケンノジ先生」係

「やすゆき先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果５


ケンノジ
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